








































姫さま、世界滅ぶからごはん食べ行きますよ！








おかざき登
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















　おしながき









一品目　鶏の唐揚げ

二品目　白子の天ぷら

三品目　欧風チーズカレー

四品目　金目鯛の煮付け

五品目　有頭エビフライ

六品目　白菜と豚バラ肉のミルフィーユ鍋

七品目　手作り弁当





鶏とりの唐から揚あげ







　こと、とテーブルに置かれた皿に全員の目が注そそがれた。

　湯気を上げるオーソドックスなきつね色の唐揚げが六つ積み上がった脇には、一ひと切きれのレモンが添そえてある。

「来た来た！」

　今にも小こ躍おどりでも始めそうな声で言いつつ舌なめずりをしたのは、テーブルを囲む五人の中で唯一の男子だった。

　喧けん噪そうが渦巻く居酒屋という店内には、少し似つかわしくない若さである。どう見ても高校生くらいとしか思えない。

「ホントに、ヒロくんは唐揚げ好きだよねえ。もっとお野菜も食べなきゃダメだよ」

　そのとなりに座った、やはり同じくらいの年代の女の子が、年齢にはそぐわないほど豊かな胸を揺らしながらクスクスと笑った。ふわふわした質感の長い髪が特徴的で、その髪も少し垂たれ気ぎ味みの目も、穏おだやかな表情も、温和な人柄を窺うかがわせた。

　何よりそのまなざしには、呆あきれとも揶や揄ゆとも違う、慈じ愛あいにも似た優しさが満ちている。

「紅べに緒おはお節せつ介かいが過ぎるんだよなあ。それに、唐から揚あげが嫌いな男子なんかいないよ」

　少し拗すねたようにヒロくんと呼ばれた少年が言うと、真向かいに座った女性が、

「いや、ヒロ、女子でも滅めつ多たにいないでしょ」

　と言った。

　こちらの女性はヒロくんとかヒロと呼ばれた少年よりやや年長で、紅緒と呼ばれた少女と顔つきは似ているものの、その表情には穏おだやかさの代わりにイタズラっぽさのようなものが常に浮かんでいる。

　そして、絶望的なほどに、胸のサイズが似ていなかった。

「か、カロリーが敵だよう。カロリーさえ低ければ……」

「いいじゃん、あんたは摂せつ取しゆカロリーが全部胸に行くんだから！」

「なな、何言ってるのお姉ちゃん！　如によ実じつに体重に出るんだよ!?」

「あー、はいはい、どうせ胸がない分軽いわよ、あたしは」

　そんな姉妹のやりとりを聞き流しながら、少年のとなり──紅緒の反対側──に座った女の子が、

「碧みどり、これはそんなに人気の食べ物ですの？」

　と首を傾かしげた。

　流れるような美しい金髪と青い瞳ひとみ、日本人とは明らかに違う肌の白さとエキゾチックな整った顔立ち。

　何より、大衆的な居酒屋にはそぐわない気品のようなものが、彼女の容姿からも振る舞いの端はし々ばしからも漂ただよっていた。

　碧と呼ばれた姉妹の姉、もしくは胸がない方は、

「そりゃね」

　と、自分のことのように自慢げにうなずいた。

「みんな大好きよ。ロフィーナちゃんたちがいた世界にも、大人から子どもまで、貴き賤せんも貧富も関係なく好まれる料理ってあったんじゃない？　これはそういう料理なの。ま、論より証拠、食べてみなって」

「姫様、まずは私が」

　碧のとなりに座った銀髪に褐かつ色しよくの肌の女性が、ロフィーナと呼ばれた金髪の少女に言った。メイド服姿の上に紅緒に勝るとも劣らない胸の大きさなので、『姫』同様に恐ろしく目立っている。

「もう何品も食べていますもの、ヴヴに毒どく味みをしてもらわなくても大丈夫ですわよ」

　ヴヴと呼ばれた銀髪の女性は「しかし」と抗弁しかけたが、

「せっかくだから、ヴヴも一緒に頂きましょう？」

　と自身の主に微笑ほほえまれて、「姫様がそう仰おつしやるのでしたら」と首を縦に振った。

「あ、待った。ロフィーナちゃん、そこにレモン……その添そえてある果物、それを絞しぼって果汁をかけるって手もあるのよ」

　碧みどりに言われて、ロフィーナは伸ばしかけたフォークをピタリと止めた。

「まあ、勝手にかけると怒る人もいるけどね」

「飛ひ露ろ騎き、それはどういうことですの？」

　ロフィーナに問われたヒロくん及びヒロ改め飛露騎は肩をすくめた。

「レモンをかけない方が好きな人もいるんだよ。僕らの国では、一皿をみんなでシェアすることが多いから」

「っていうか、好き嫌いより『断りなくレモンをかける』って行為自体に腹を立ててるんじゃないのかしらね。つまらないプライドよ」

　碧もやれやれ、という顔で言う。

「あ、レモン、あたしは気にしないよー。かけちゃってー」

「ヒロくん、私がやるね」

「よくわかりませんが、給きゆう仕じ的なことでしたら私が」

　紅べに緒おとヴヴがそう申し出たが、飛露騎は首を横に振って、

「いや、いいよ。もうレモン持ってるし」

　そう言いつつ、唐から揚あげの上でレモンを搾しぼった。

　湯気を上げる熱々の唐揚げに、レモンの果汁が染しみていく。漂ただよってくる唐揚げの生姜しようがベースの香りが、ほのかに酸味を帯びた。

「……いい香りですわね」

　ゴクリと唾つばを飲みながら、ロフィーナが呟つぶやいた。

　その反応に「でしょ」とうなずきつつ、碧が、

「これは鶏とりの唐揚げっていって、鶏の肉に衣をつけて揚げた料理よ。揚げたてだから熱いわよ、気をつけてね」

　と答えた。

「鳥って、どんな鳥ですの？」

「あ、そうか。この国ではニワトリという飛べない鳥が一番流通しているんだ。だから、単にトリと言えばニワトリの肉のことなんだよ。まあ、熱いうちに食べてみなよ」

「なるほど……」

　飛露騎の説明に、ロフィーナがうなずいた。そして、ロフィーナもヴヴも迷いや戸惑いなく唐揚げにフォークを突き立てた。

　二人が唐揚げを囓かじると、衣がサクッと軽快な音を立てた。

　次の瞬間の表情を見れば、味はどうかと尋たずねる必要性を誰も感じなかっただろう。あち、あち、と言いながらも自然と緩ゆるんでしまうようなロフィーナとヴヴの笑顔が、どれほど気に入ったのかを雄ゆう弁べんに語っていた。

　ロフィーナとヴヴの顔を見て、他の三人も満足げに顔を見合わせる。

　そして、飛ひ露ろ騎きも唐から揚あげに箸はしを伸ばした。

「うわ、この唐揚げメッチャ美う味まい！」

　カラッと揚がったきつね色の衣の下にある鶏とり肉にくは、柔やわらかさと弾力を両立させていた。熱々の肉を嚙かむほどに、肉汁が溢あふれ出して醬しよう油ゆベースの味と生姜しようがの香りが口の中いっぱいに広がっていく。

　温度、食感、香り、味わい。そのすべてが口の中で渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、無限の相乗効果でこの上ない幸福感をもたらした。

　紅べに緒おも、唐揚げを頰ほお張ばって、

「揚げたての唐揚げって、やっぱり格別だよねえ。ああ、カロリーとか、もうどうでもよくなっちゃう……」

　と、うっとりする。

「……そういえば、あたしこの店で鶏の唐揚げ頼んだことないわ」

　碧みどりの呟つぶやきに、飛露騎が信じられないという顔をした。

「マジっすか」

「あたしはここには日本酒を飲みに来るんだもの。唐揚げはさあ、どっちかっていうと、ビールかハイボールなのよね。日本酒やるなら、唐揚げよりもっと合う選択肢がたくさんあるし」

「さっぱりわかんないっす」

「まあ、未成年に同意されても困るけどね」

　碧が酒を口に運びながら苦笑する。

「私には、碧様の仰おつしやることは理解できます。確かにこの唐揚げは美お味いしいですが、このお酒に合うのは先ほど食べた生魚だと思います」

　碧の他に、もう一人だけ成人として酒を飲んでいたヴヴが、しみじみと言って日本酒を飲み干した。

「でしょ!?　や、ヴヴちゃん、わかってるわね！」

　碧は上機き嫌げんで、燗かん酒ざけをヴヴのお猪ちよ口こに注ついだ。

「まあ、他の世界で何があったのかは良く知らないけど、こっちの世界では楽しくやればいいのよ」

　完全に酔よっておかしくなったとしか思えない碧の言葉だったが、それに対して変な顔をする者は、このテーブルには一人もいなかった。

　その言葉の意味や、そもそもなぜこの五人が居酒屋で食事をすることになったのか、それを説明するには何時間か時を遡さかのぼらなければならない。





白子の天ぷら







　ありふれた集合住宅のキッチンで、高校の制服の上からエプロンを着けた紅べに緒おは、ゆるふわなロングヘアをシュシュでささっと手早く束ねた。

　そして、袖そでをまくり上げつつ、高校の制服に似つかわしくないほど豊かな胸を揺らしながら、

「よーし、頑がん張ばるぞ」

　おっとりと少し間の抜けた気合いの言葉を発した。

　少し垂たれ気ぎ味みの優しげな目に、気合いの色が灯ともる。

　外見、雰ふん囲い気きともに家庭的という言葉を全身で体現したような少女だった。通っている学校で『この学校で一番の美少女は？』というアンケートでは二〇位以内に食い込めるかどうかかもしれないが、『お嫁さんにしたい女子は？』というアンケートならダントツで一位を獲得しそうな。

「ちょっと待って！　紅緒、何を頑張る気!?」

　ドタバタと、やはり高校の制服を着た少年、飛ひ露ろ騎きがキッチンに飛び込んできた。

　同年代の平均身長くらいの背せ丈たけと体重で、そろそろ目にかかろうかというくらい髪が伸びている。

　紅緒は大きな胸を揺らしながら振り返って、

「もちろん、ヒロくんの晩ごはんだよ？」

　とにっこり微笑ほほえんだ。

　だが、飛露騎は大いに慌あわてた。

「掃除や洗濯をやってくれてることには感謝してるけど」

「いいのいいの、幼なじみの務めだもん。あ、制服のワイシャツ、ボタンが取れかけてたから直しておいたよ。タンスの二番目の引き出しに入れておいたから、明日着てね」

「あ、うん、助かるよ……じゃなくて！　でも！　料理だけは自分で作るから！」

「えー？　でもねでもね、ご両親の都合で一人暮らしを始めることになった男の子の晩ごはんを作るのも、幼なじみの大事な務めだと思うの！」

「いや、全部頼りきりになるのも悪いし！」

「あと、ヒロくんの健康を考えて、身体からだに良い食材をいっぱい使うね！」

「ちょ、待って、何を使う気!?　っていうか、話を聞いてよ！」

「ええと、カカオが七〇％以上のチョコレートは身体にいいって聞いたから、チョコを使って野菜炒いためを作ろうと思うの。しかもカカオ九〇％のを買ってきたんだよ！」

「悲劇の予感しかしないんだけど!?」

「大丈夫大丈夫。きっと、そんな酷ひどいことにはならないわ。あとね、ゴーヤも身体からだに良いんだって」

「苦さに苦さを重ねるのかよ！　その自信はどこから湧わいて出るんだ！」

「それはね、幼なじみだから無限に湧いてくるんだよ」

「僕とお前の間で幼なじみの概念が違いすぎて絶望しそうだよ！」

「だって、身体に良いんだよ？」

「身体に良いことは免めん罪ざい符ふでも黄門様の印いん籠ろうでもないんだって何度言えば……！」

　台所で漫才じみたやりとりをしつつ睨にらみ合うことしばし。

「ちょっとー、あんたたち、何騒さわいでんのよ。外まで丸聞こえよ？」

　そう言いながら、勝手知ったる感じで台所に入ってきた碧みどりは、髪を簡単に束ねた頭をポリポリと搔かいた。

　髪同様、着ているものも適当で、上下ともよれよれのスウェットの上にくたびれた半はん纏てんを羽は織おっただけの超部屋着姿だった。

　少なくとも今は容姿に一切気を遣っていないのは明白で、もちろんメイクもしておらず、妹と対極にあるような貧相な胸も含めて、女性らしさをどこかに放棄してしまったようだった。辛かろうじて、妹同様に端正な顔立ちだけが最低限の「美人」と呼べる要素だった。

「だって、碧さん」

「だってね、お姉ちゃん」

　二人の声が重なる。

「だっても何もないわよ。もー、ヒロんとこの小お父じさんと小お母ばさんが仕事で海外に行ってから毎日じゃない」

「私はね、ただ一人暮らしを始めたヒロくんに健康的な食生活を送ってほしいだけなんだよ？　それをサポートするのは、もう幼なじみの義務だと言っても過言ではないよ！」

「過言だよ……。僕は、ただ普通に人並みにきちんと食える飯を求めているだけなのに、それすら贅ぜい沢たくだっていうのか……」

「大おお袈げ裟さなのよねえ、二人とも」

　碧はやれやれ、と肩をすくめた。

　その瞬間。

　そう、まさに瞬間、一瞬の出来事だった。

　玄関からだけではなく、ベランダや窓からも踏み込んできた重装備の特殊部隊員たちに包囲され、三人は銃を突き付けられていた。

「手に持った物をすべて捨てて手を上げろ！　無む駄だな抵抗はするなよ、世界の滅亡を目もく論ろむテロリストめ！」

「「「は？」」」

　指示通り手を上げて抵抗の意志がないことを示しつつ、しかし、包囲された三人は特殊部隊の人たちの言葉に首を傾かしげた。

「え……ええと、あの、僕はこの家の住人の花はな泉いずみ飛ひ露ろ騎きですけど、テロリストってなんのことですか……？」

　おそるおそる、飛露騎は近くの特殊部隊員に尋たずねた。

　尋ねられた隊員は、飛露騎の質問には答えず、

「どうも様子がおかしいな……」

　と呟つぶやいた。

「生物兵器や爆発物はおろか、刃物さえごく一般的な家庭にあるハサミや包ほう丁ちようしか見当たりません」

「ＰＣや電子器機も確認中ですが、特に怪しい点はなさそうです」

　そんな報告が飛び交うにつれ、明らかに隊員たちがげんなりし始めた。

「またかよ」

「冗談じゃねえよなあ、こっちは自衛隊にまで手を回してヘリや特殊車両まで持ち出してるんだぞ」

「だいたい、滅亡対策室なんて胡う散さん臭くさすぎて信用できねえんだよ」

　そんな隊員たちの言葉を聞いた飛露騎がこっそり窓から外を覗のぞくと、言葉通り、何両もの戦車がこちらに主砲を向けて待機していた。

　それにヘリが飛ぶ音も聞こえてくるし、他にも多くの隊員が手に手に凶悪そうな銃器を持って十と重え二十重はたえにこのマンションを包囲しているのが見えた。

「申し訳ない、どうやら手違いだったらしい」

　どうやら現場の指揮を執っているらしい特殊部隊員が、飛露騎にそう言って頭を下げた。

「手違いって……」

　室内を見回せば、床は土足で踏み荒らされ、窓は割られ、あらゆる収納やクローゼットなどの中の物が床にぶちまけられていた。

「言いたいことはわかる。じきに今回の作戦行動の責任者が来るだろうから、すべての苦情はそいつに言ってやってくれ。こちらからも、きちんと責任を取るよう上を通して厳重に伝えてもらうことにする」

「あんたたち自身のためにも、そうすることね」

　部屋の惨さん状じようを見て回りながら、碧みどりが皮肉っぽく言った。

「街中を戦車まで走らせたんならさぞ目立ったでしょうし、特殊部隊がこれだけの装備を持って民家を包囲して押し込んだってことは目撃者も多いはずだもの。納得のいく後始末をしてもらえなかったら、マスコミに横暴だって訴えてやるから」

「ちょっと、お姉ちゃん」

　隊員の持つ銃器を見た紅べに緒おが、姉をたしなめるようにその腕を摑つかんだ。

　が、当の姉の方は妹の言葉など意にも介さず、なおも食ってかかる。

「言っておきますけど、あたし、大学生であると同時に物書きの端くれなんで！　テレビとかがダメでも、あらゆる手段を使って──」

　が、碧みどりが言い終わる前に、それは──異変は起こった。

　ぴしり。

　やけに響くそんな音を立てて、飛ひ露ろ騎きたちや何名かの隊員たちがいる台所の天井付近の空間に亀き裂れつが入った。

　──えっ。

　飛露騎も含めて、その場にいた全員が天井付近に目を向ける。

　亀裂はどんどん大きくなり、そして、その中から──

　煌きらびやかで、しかしややクラシックな、中世ヨーロッパを思わせるドレスを身に纏まとった金髪の女の子と、対照的にシンプルな、まるでエプロンのないメイド服のような衣装の銀髪褐かつ色しよく肌の女性が姿を現した。

　飛露騎の真上に。

「え？」

　空中に投げ出された二人が、落下を開始する。

「ちょ、お退どきになって！」

　ドレスの少女──ロフィーナが飛露騎に向かって言うが、そんな咄とつ嗟さに反応できるはずがない。

「うわっ」

「きゃっ」

「……」

　せめて受け止めようと両手を広げた飛露騎だったが、特に鍛きたえているわけでも力自慢でもない一介の高校生がカッコよく女の子を受け止めることなどできるはずもない。

　飛露騎は降ってきた謎なぞの女性二名に押し倒されるような形で床に倒れ込んだ。

　固い床に打った背中の痛みと、身体からだの上の女の子の柔やわらかさと、真逆の感触が同時に襲ってくる。

「いてて」

　飛露騎が目を開けると、折り重なるように落ちてきたドレスの少女の顔が、自身の顔のすぐ側そばにあった。

　吐と息いきがかかるほどの、まつげの長さが観察できるほどの超至近距離。

　目が合った。青い瞳ひとみはまるで宝石のようだった。












　雪のような白い肌に、さらさらとかかる金色の髪。

　──なんて綺き麗れいな……。

　飛ひ露ろ騎きは見とれてしまっていた。

　が、突き付けられた刃物の切っ先によって現実に引き戻された。

「姫様の『退どけ』というご命令に従わないだけでなく、その御おん身みに触れるなど、無礼でしょう」

　いつの間にかロフィーナは銀髪のメイド──ヴヴに助け起こされていた。

　そして、ヴヴはどこから取り出したのか、サバイバルナイフのような武器を飛露騎に突き付けていた。

「……！」

「ヴヴ！」

　ロフィーナが鋭く侍女の名を呼んだ。その二音に、強い制止の意味が込められているのは明白だった。

「お止やめなさい。そこの者は、わたくしたちを受け止め助けようとしてくれたのでしょう。少年、そうですわよね？　わたくしたちの言葉、わかりますか？」

　飛露騎はうなずいた。

「通訳装置は正常に機能しているようですわね」

　胸元の首飾りに触れながら言ったロフィーナの傍らで、ヴヴは太ふと股もものホルダーにナイフを仕し舞まった。

「あ……あのう、貴女あなたたちは、いったい……？」

　おそるおそる、紅べに緒おがロフィーナとヴヴに訊きいた。

「こちらにいらっしゃいますのは、カタスト公爵家のご息女、ロフィーナ・ソガペール・カタスト様にございます。私はロフィーナ様にお仕えする侍女のヴーヴクリコ・ポンサルダンにございます。ロフィーナ様はヴヴとお呼びくださいます」

「公爵とは、どこの国の公爵家でありますか？　いや、そんなことより、今の現象はいったい……？」

　隊員が訊いた。

「違う世界の、でございますわ。現象について言えば、異世界とこの世界をつなぐ扉が開いて、わたくしたちを追放し、また閉じた、ということでございますわね」

「異世界……？　そんな馬鹿な……」

　すでに天井付近に現れていた亀き裂れつは、綺き麗れいさっぱりなくなってしまっていた。

　そして、物音を聞きつけたのか、他の部屋にいた隊員たちもやって来て、明らかに異質な二人組に銃口を向けた。

　それに対して、ヴヴがロフィーナを守るように前に出た。

「無礼でしょう。それを下ろしなさい。それが武器で、貴方あなたたちが兵士であることは動きを見ればわかります」

　表情を変えることなく言いながら、ヴヴは左腕の袖そでをまくり上げた。

「動くな！　抵抗するなら……」

　しかし、ヴヴは隊員の言葉を遮さえぎるように、

「もう一度言います」

　と強く言った。

　同時に、褐かつ色しよくの左腕がガシャガシャと音を立てて変形し始めた。内蔵された機構は飛ひ露ろ騎きが知っている機械とは材質も構造も違っていて、ところどころから漏れる青白い光が美しかった。その機構が稼働する様はまるで花が咲くようでもあったが、それを隊員に向ける挙動と目つきは戦士のそれだった。

「何あれ……!?」

　驚く飛露騎に、ロフィーナは、

「ヴヴは、義手に色々な機能を仕込んでいますのよ。その中には、わたくしを守るための武器もあるのですわ」

　と、こともなげに説明した。

　そんなやりとりを尻目に、ヴヴは隊員たちを鋭い目で睨にらみつける。

「その武器を下ろしなさい。死にたくないのなら。そして、この世界を滅亡させたくないのなら」

　一気に場の空気が張り詰める。

　だが、──いや、だからこそ、飛ひ露ろ騎きは動いていた。

　睨にらみ合う両者の前に躍り出て、通せんぼをするように両手を広げる。

「ヒロくん!?」

　紅べに緒おが悲鳴のような声を上げた。だが、飛露騎はそれには構わず、

「やめてください！　おかしいでしょ、女の子にいきなり銃を向けるなんて！　話を聞くだけなら銃は要らないはずだ！」

　と叫んだ。

「さっき空間がひび割れたの、貴方あなたたちだって見たでしょ！　あんなの見たら、異世界って話も丸っきりウソだなんて言い切れないじゃないか！　異世界人だか異星人だか知らないけど、いきなり武器を向けたんじゃ友好的な関係なんか結べるもんか！」

　そして肩越しにロフィーナとヴヴを振り返って、

「貴女あなたも、それを仕し舞まってください！　武器なんでしょ！」

　と怒鳴るように言った。

「しかし」

「しかしじゃありません！　ここは僕の家です。僕の家で勝手に戦争なんか始められてたまるもんか！」

　一瞬、場が静まり返った。

　が、すぐにロフィーナが鈴のような綺き麗れいな声で笑い始めた。

「少年、良い度胸ですわね。気に入りましたわ。ヴヴ、彼の言う通り、武器を仕舞いなさいな」

「ですが、姫様」

「よい。この者たちが愚おろかさゆえに世界を滅亡させるなら、それもまた一興ですわ」

「……はい」

　ヴヴは素直にロフィーナの命令に従い、再び左腕を変形させ始めた。二秒とかからず、ヴヴの左腕は何の変へん哲てつもない腕に戻る。

「さあ、貴方たちも銃を下ろして！」

　そう飛露騎が言うと同時に、

「ちょっと待った！　話は私が聞かせてもらいます！　世界の滅亡に関して、総責任者である私が！」

　そう言いながら、ひとりの女性が土足のまま踏み込んできた。

　無骨な特殊部隊の面々とは対照的な、ビシッとスーツを着こなしたボブカットの女性だった。スーツだから辛かろうじて大人に見えるが、その童顔と控ひかえめな胸のせいで、服装によっては飛ひ露ろ騎きや紅べに緒おと同じくらいの年齢に見えるかもしれない。

「それにしても貴方あなたたち！　いきなり突入って、何を考えているんですか！」

　そんな女性が、屈強な男たちに超上から叱しつ責せきをかまし始めた。

「だいたい、貴方たちは事態の重要性をわかっているの!?　一つ間違えば世界そのものが滅亡の危機に陥おちいる超トップシークレット級の緊急事態なのよ!?　対象もデリケートな上、近隣に対しても秘ひ匿とくすべき情報だというのに──」

「あの」

　罵ば倒とうされていた特殊部隊員の一人が手を挙あげた。

「しかし、自分たちは、〆しめ張はり滅亡対策室室長殿からの緊急要よう請せいを受けての出動だと聞かされているのでありますが」

「えっ、私の？」

　〆張滅亡室長室長と呼ばれたクールビューティは考えを巡らせるように自分の額ひたいに指を当てて黙り込んだ。

「私は、この部屋を包囲してほしい、と要請したはずですけど？」

「いえ、部屋で包囲しろ、という要請だったと聞いておりますが」

「わ、私がそんな凡ミスをしたと──？」

「自分が直接聞いたわけではありませんのでお答えしかねますが、要請のお電話は録音されているかと」

「……え、ええと」

「というか、滅亡対策室室長殿。貴女あなたの要請で我々が出動して無む駄だ足を踏んだ回数を覚えておいでですか」

「それは……まあ……」

「まあ、確かに、そうした無駄足出動の度に、偶然にも災害や事故が近くで起こって完全な無駄足は免まぬがれてきましたが。場合によっては、そのおかげで何人もの人命救助が間に合ったケースもありましたが。そして、今回も不可解な出来事に直面していますが」

「うう……すみません……」

　しょぼん、と肩を落とす〆張滅亡対策室室長の凹へこみまくった表情を見て、飛露騎は本気で「大丈夫か、この国」とは思ったものの、もちろん口には出さない。

「と、とにかく！」

　気を取り直すように、うら若い〆張滅亡対策室室長は咳せき払ばらいをして、

「そちらのおふたりには、色々お聞きしたいこともありますので、ご同行をお願いしたいのですが！」

　とロフィーナとヴヴに言った。

「お断りいたしますわ」

「ええっ!?　そ、即答でそれですか!?」

「異世界で身分を振りかざす気はありませんけれど、仮にも貴族に対していきなり武器を向けるような無礼な方々は信用できませんもの。そうですわね……、わたくしは、この少年を信用することに致しますわ」

「ええっ!?」

　いきなり指名されて、飛ひ露ろ騎きは驚きを隠すこともできなかった。

「状況もわからない中、わたくしたちに武器を向けるのはおかしい、と憤いきどおってくださいましたでしょう？　しかも、武器の前に身をさらしてまで。その義ぎ憤ふんは、何よりの公正さの証明ですもの」

　ロフィーナはさらに飛露騎を見つめて頰ほおを朱に染めて、

「それに、なんだかわたくし、この少年を見ているうちに胸がドキドキして顔が熱くなってきましたわ」

　などと言い出した。

「え、ちょ、それってまさか……!?」

　紅べに緒おが焦りと驚きよう愕がくが入り混じった顔をした。

「マジで!?」

　碧みどりは碧で、面白いモノを見つけた少年のようなイタズラっぽい笑みを浮かべる。

　その他の面々も、ほぼ愛の告白ともいえる発言に驚いていた。

　だが──

「これは、熱い友情ですわね！」

　そのロフィーナの言葉に、その場にいたほぼ全員が、

「「「「「「「「「「「……は？」」」」」」」」」」」

　と首を傾かしげた。

　そんな周囲の反応を意にも介さず、ロフィーナは、

「ですので、すべての事情も情報もこの少年に話すことに致しますわ」

　と高らかに宣言した。

「なんかいきなり責任重大だけど……そんなに熱烈に友情を感じてもらっちゃったならしょうがないかなあ。友好関係なら大歓迎だよ」

　頭を搔かいて少し照れながら、飛露騎がそれに応じる。

「「「「「「「「「「「……はあ？」」」」」」」」」」」

　周囲が、再度怪け訝げんな顔をする。

「もう、ヒロくんったら……」

「鈍感ってレベルじゃないわね……。まあ、ほぼ通い妻状態のあんたの好意もスルーしっぱなしなのがヒロだしねえ……」

「うう、ヒロくん……」

「あんたも苦労するわね」

「お姉ちゃん、それは言わない約束だよう」

　そんなヒソヒソ話を交わす姉妹を尻目に、

「え、あの、でも、私、責任者なんですけど……」

　と情けない声を出す自称責任者を、ロフィーナはキッと睨にらみつけた。

「でしたら、貴女あなたが一番罪深い存在ですわね。だって、この者たちに武器を向けさせた張本人ということですもの」

「い、いえ、ですから、それは手違いで……」

「手違いが起こる時点で、それは無能の証明ではありませんの？」

「うう……すみません……返す言葉もございません……」

「とにかく、兵を退ひかせなさいな。無礼でしょう？　もしこのまま兵を同席させるというのなら、それは宣戦布告と見なしますわ。もちろん、わたくしたち二人が貴女たちの国なり世界なりを相手に勝てる見込みはゼロですけれど、勝っても負けても戦いの先にはこの世界の滅亡しかありませんわよ」

「ええと、その……撤収して頂けますか……？」

　涙目で、〆しめ張はり滅亡対策室室長が特殊部隊員たちに言った。隊員たちは困こん惑わく気ぎ味みに顔を見合わせているが、〆張滅亡対策室室長は必死な顔で、

「本気でまずいんです……！　もう滅亡因子の計測量がメーターを振り切っちゃってるんです……！　あのお姫様の言うことがブラフだとは思えないくらいに！」

　と懇こん願がんし、半ば強引に彼らを全員退出させた。

「よろしい」

　ロフィーナは鷹おう揚ようにうなずきつつ、空き巣にでも入られたかのような室内を見回して、

「この有り様は、あの兵たちを呼び寄せてしまったわたくしのせいですわね……。少年にはなんてお詫わびをすればいいのか……」

「少年じゃなくて、飛ひ露ろ騎きです。花はな泉いずみ飛露騎。こっちはおとなりさんで幼なじみの久く保ぼ田た紅べに緒お、それとそのお姉さんの久保田碧みどりさん」

「ええと、初めまして……。っていうか、ヒロくん、もう、ヒヤヒヤさせないでよぉ」

「ホントに、無鉄砲というかなんというか……まあ、らしいけどさ。あ、ども、碧です。大学生兼小説家やってます」

　ロフィーナは紅緒と碧に一礼し、

「以後、よしなに。では、飛露騎、巻き込んでしまったことも含めて、改めて謝罪いたしますわ」

「この世界に来たばかりで金銭的な補償はできませんが、私も片付けはお手伝いいたしますので」

　そう言って、ロフィーナとヴヴは飛ひ露ろ騎きに頭を下げた。

「あ、それには及ばないわよ」

　そう言いながら、碧みどりが〆しめ張はり滅亡対策室室長に詰め寄った。

「突入してきた人たちが言ってたんだけど、この不始末、ちゃんと責任取ってくれるのよね？」

「……へ？」

　特殊部隊の撤退後も残っていた〆張滅亡対策室室長がきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「あんたの命令でこうなったんでしょ。あんたも含めて人の家に土足で踏み込んで、家中引っかき回して、ガラスも割れてるし布団やクッションは切り裂いて中まで調べられてるし、当然後片付けと弁べん償しようはしてくれるんでしょ？」

「いえ、その……」

「しかも、話を聞く限り命令の伝達ミスがあったわけでしょ？　ぜーんぶマスコミに話しちゃおっかなー。あ、ヒロ、この惨さん状じよう、写メでガンガン撮っておいて。マスコミがダメでも、証拠写真付きでネットに……」

「わー！　そんな、勘かん弁べんしてくださいよう……！」

「わたくしからも、一ついいかしら？」

　ロフィーナがにっこり笑って、

「わたくし、特異体質で、『滅亡因子』というものを保有しているそうですの。具体的に言うと、気持ちが激しく落ち込むと世界が滅ほろんでしまうのですわ。わたくしの世界では『鬱うつ性世界滅亡症候群』と呼ばれていましたわね。一二歳で発症して世界から追放されて、行った先の世界でもまた追放されて、ということを数え切れないくらい繰り返していますの。処刑したりしたら、世界にどんな影響が出るかわかりませんものね」

　と、平静な口調で自らの生い立ちを語った。

「そんなわたくしがこの世界に来てしまったせいで、偶然この家に転移してきてしまったせいで、飛露騎たちに多大な迷惑をかけてしまったなんて、ああ、責任を感じて落ち込んでしまいますわ！　鬱になってしまいますわ！」

　そして胸に手を当てて大仰に天井を仰あおいだ。

「それは大変です。この世界が滅亡してしまいます」

　完全な棒読みで、ヴヴも追従する。

「えーと、それは一大事だね！　でも、それってつまり、責任者さんがきちんとケアしてくれたら世界は滅びないってことだよね、お姉ちゃん？」

　紅べに緒おが碧に訊きいた。

　飛ひ露ろ騎きは思う。碧みどりとロフィーナ、ヴヴの三人は明確な意図を持って話の流れを作っているが、紅べに緒おだけは素だろうな、と。

「そういうことね。まあ、ヘマした人がちゃんと責任取って弁べん償しようしろって言ってるだけだし、当たり前のことよね？」

　碧が、笑顔で〆しめ張はり滅亡対策室室長の胸ぐらを摑つかんだ。

「あんたの肩書きとか、この騒さわぎを見る限り、ロフィーナちゃんの言ってる滅亡因子の話はどうやら本当なのね？　前々からこういう事態が起こりうるって知ってて、準備をしてたってことでしょ？」

「み、民間人に公開できない機密というモノもあります」

「あー、そういうこと言うんだ。滅ほろびるわー。これは世界滅びるわー。滅亡対策室室長のせいで滅びるわー」

「ええっ!?」

「ロフィーナちゃんの言葉を疑うの？　うわー、初対面の人に噓うそつき扱いされたら、あたしならメッチャ落ち込むわー。ロフィーナちゃんもますます落ち込んじゃうわー。世界の滅亡がどんどん加速していくわー。どうすんのよ、滅亡対策室室長」

　まくし立てる碧を見て、飛露騎は思った。この人、絶対楽しんでる、と。

「あー、まあ、ロフィーナちゃんの言葉がホントかどうかなんかわかんないか。ＯＫ、じゃあ賭かけてみよっか。室長さんギャンブラーねー。勝算もわかんない賭けに世界の滅亡をベットするなんて。あたしが思うに、室長さんはベガスとかマカオとか行かない方がいいわよ？」

「お姉ちゃん」

　見かねて、紅緒が碧の肩を叩たたいた。

「もうこの室長さんの精神力はゼロだよ？」

　紅緒の言う通り、もはや〆張滅亡対策室室長は泣き出しそうな顔になっていた。

「ふっ」

　碧が勝ち誇った顔をする。

「べ、弁償します……」

「します？」

「いえ、させて頂きますっ！　あとで領りよう収しゆう証しようを……」

「はあ？　馬鹿言わないで。こんな冬の寒空に、窓が割れた部屋であたしたちに対応しろって言うの？　あんたが悪いのに、あたしたちに苦労を強いるの？　どこまで無責任で恥知らずなの？　本気で責任取る気あるの？　これだから役人は給料ばっか高いくせに役に立たないって言われるのよ」

「うう、そこまで言わなくても……」

「じゃあ言わせんな、って話よ。あんた、あたしが言ったことまだわかってないわね。領りよう収しゆう証しようも何も、支払いはあんたがここで全部やるの。今から清せい掃そう業者とリフォーム業者を頼んで、その人たちが来るのを待って、作業に立ち会って、支払いまで全部やるの。あ、融ゆう通づうの利くお抱えの業者なりスタッフがいるってんならそれでもいいわよ。とにかく、滅亡がイヤなら二時間以内に極力元通りの部屋に直しなさい。領収証が必要なら、あんたが勝手にもらえばよろしい。それが責任ってものよ。おわかり？」

「は、はい……」

　もはや、泣き出しそうな顔は泣き顔に変わっていた。

「勝った！」

　碧みどりが、ロフィーナとヴヴにぐっと親指を立ててみせる。

「それは、どういう意味ですの？」

　首を傾かしげるロフィーナに、碧は、

「グッジョブ！　って意味よ。ナイスアシスト！」

「はあ。よくわかりませんけれど」

　そう言いつつ、ロフィーナは碧に親指を立てて返した。

「あ、それから、この世界には、彼女を追放する手段ってあるわけ？」

「いえ、それは……。現段階では、滅亡因子を観測することしか……」












「あ、そう。じゃ。彼女が落ち込んだり凹へこんだりしたら滅亡だから──」

　悪魔のような笑顔で、碧みどりは、

「今後、ロフィーナちゃんとヴヴちゃんと、彼女たちと仲良しになったあたしたちが快適に生活できるよう、あらゆる面で徹底的に便べん宜ぎを図りなさい。あんたの責任で、ね」

　そう言って宮仕えの才さい媛えん（？）にトドメを刺した。





　　　　＊






　簡単に身み支じ度たくを整え、飛ひ露ろ騎きたちは〆しめ張はり滅亡対策室室長を残して外に出た。部屋が使えなくなったこともあり、作ることができなくなった夕食をファミレスで食べよう、ということに決まったからだった。

　さすがにドレスやメイド服のような侍女の衣装では目立つということで、ロフィーナは紅緒からニットのワンピースを借り、その上からやはり借りたコートを着込んだ。ヴヴも「動きやすい方がいい」という希望に添って、ハイネックのセーターとジーンズとダウンジャケットを借りることになった。

　すでに日が落ちた夜の外気に、飛露騎は歩きながらもブルッと身体からだを震わせる。吐く息の白さが、視覚からも冬が寒さを身体に染しみこませようとしているようだった。

「寒いなあ」

　何気ない飛露騎の呟つぶやきに、

「もう一二月だもんね」

　と紅べに緒おが相づちを打った。

「あ、寒いときは生姜しようがとか唐とう辛がら子しがいいんだって。今度、ヒロくんに唐辛子の生姜炒いためを作ってあげるね」

「何その罰ゲームみたいな料理……」

「こらこら紅緒、これからごはん食べに行くのに、今度作るごはんの話を始めるのもどうなのよ」

「なるほど、紅緒はお料理が得意ですのね」

　さすがに異世界のドレスは目立ちすぎるから、と紅緒や碧の服を借りて着替えたロフィーナが、ふむふむとうなずいた。

「うん！」

　嬉うれしそうに、紅緒がうなずく。

「なんで自信満々にうなずけるんだよ……」

　飛露騎は比ひ喩ゆでなく頭を抱えた。

　その飛露騎の態度で、ロフィーナは実情を把は握あくしたらしく、

「ああ、そういう……うふふ、ヴヴのお料理とどっちがひどいのかしら」

　と笑った。

「え、そうなんですか？」

　意外そうな顔をした飛ひ露ろ騎きに、ヴヴは表情一つ変えずに、

「給きゆう仕じならともかく、調理は料理人の職務であり、侍女の職務には含まれません。私は長く兵士をやっておりましたので、食事は支給されていました。料理を覚える必要はなかったのです。戦場では、火さえ通っていればいい、というのが実情でしたし」

　と答えた。

「そりゃまた難儀な生活してたのねえ……。つまり、どっちかっていうと、ヴヴちゃんはボディーガードって感じなのかしらね。まあ、それはともかく、助かったわ、ロフィーナちゃん。上う手まく話を合わせてくれてサンキュね」

「……はい？」

　碧みどりの言葉に、ロフィーナは首を傾かしげた。

「いやほら、ヒロの部屋を片付けさせるって件でさ……」

「ああ……、なんとなく察しはついていますけれど、わたくし、適当に話を合わせた覚えはありませんわよ」

「え？」

「碧様。あの部屋で姫様が仰おつしやっていたことは、全部、真実でございます」

「「「……え」」」

　飛露騎と紅べに緒おと碧が絶句する。

　そして碧は腕を組んで、

「そっかー。滅亡しちゃうかー」

　と、「買おうと思っていたコンビニのプリンが売り切れていた、残念」くらいの軽い感じで言った。

「お姉ちゃん、まだ滅亡するって決まったわけじゃないよ」

　紅緒も、プリンがないならシュークリームでいいじゃない、みたいな気楽さで言う。

「いやいや、もっと重大な問題なんじゃないの!?」

　叫んだ飛露騎に碧は「ちっちっち」と人差し指を振って見せた。

「甘い甘い。世界規模となるとアレだけど、滅亡なんかいつ起こったって不思議じゃないでしょ。交通事故で死んだって本人にとっては滅亡なんだから」

「そりゃそうだけど……」

「ロフィーナちゃんが来なくたって、この世界はいくつも滅亡の火種くらい抱えてるわよ。それが一個増えたってだけの話なわけ。深刻に考えるだけ無む駄だよ」

「そうだよ、ヒロくん。どうせどうにもできないんだよ？」

「お前ら達たつ観かんしすぎだよ……」

「ねえ、お姉ちゃん。それより、あの人、大丈夫かな。窓が割れちゃった部屋にひとりで寒くないかな？」

「んー？　まあ、探せば着るものも毛布もあるし、すぐに業者も来るだろうし、死にはしないんじゃない？」

　碧みどりは半強制的に奪い取った『〆しめ張はり津つ留る美み』と印字された名めい刺しをポケットから取り出し、眺めながら答えた。

「……なんだか、申し訳ありませんわ」

　ロフィーナがうつむいて、呟つぶやくように言った。

「わたくしがこの世界に来てしまったばっかりに……」

「あの人は勝手にヘマしてその責任を取ってるんだから、気にしなくて良いわよ」

「あ、その点に関してはまったく気にしていませんわ」

　キッパリと、迷いなくロフィーナは言い切った。

「気にしてないんだ……」

　なんだか飛ひ露ろ騎きには、部屋に残してきた〆張津留美という女性が哀あわれに思えてきた。

「それでも、飛露騎たちには迷惑をかけてしまいましたもの」

「いや、それは気にしなくていいってば。だってさ、ロフィーナさんがそれを望んだわけじゃないんでしょ？」

「ロフィーナ、で結構ですわよ。貴族といっても、その寄よる辺べの家がこの世界にはないんですもの」

「いや、それもやりにくいっていうか……」

　ロフィーナはにっこりと微笑ほほえんで、真まっ直すぐに飛露騎の顔を見つめた。その頰ほおが、ほのかな桜色に染まる。

「わたくしは飛露騎に厚い友情を感じているのです。他人行儀なのはイヤですわ」

「そうは言うけどさ……」

「では、敬意を込めて、ロフィーナ様とお呼びください。もしくは、姫様でも結構です」

　真顔でヴヴが言った。

「ロフィーナちゃんの主張から後退してるじゃない」

「冗談です」

　やはり真顔で、ヴヴが言う。

「申し訳ありません、ヴヴはとても有能な侍女なのですけれど、冗談と料理が下手なのが玉たまに瑕きずなのですわ」

「じゃあ、間を取って『姫』でいい？」

　ロフィーナはなんとなく不満そうではあったが、

「まあ、この際それで構いませんわ」

　とうなずいた。

「それはそれとして、ヒロくんの言う通り、あんまり気にしないでね？」

「そうね。部屋を壊したのもドジッ子の津留美ちゃんが悪いんだし？　全然ロフィーナちゃんは悪くないわよ」

「でも……やはり、いい気分ではありませんわよ」

　飛ひ露ろ騎きの目には、この瞬間、ロフィーナの表情が少し翳かげったように見えた。

「ねえ、あれ……」

　そのとき紅べに緒おが指さしたのは、電器店のショーウィンドウの中、ニュースをたれ流している大型テレビの画面だった。

『突然ですが、今入ったニュースです。世界各地で、突然エビが巨大化して暴れ出したとのことです』

「「はあっ!?」」

　飛露騎と碧みどりが異い口く同どう音おんに素っ頓とん狂きような声を上げる。

　ニュースキャスターの顔から切り替わった映像では、巨大なロブスターが今まさに自由の女神を大きなハサミで叩たたき潰つぶそうとしていた。

「これ、怪獣映画かなんかじゃないの……？」

「でもでも、ヒロくん、そんな映像をエイプリルフールでもないのにニュースで流すなんておかしいよ」

「っていうか、エイプリルフールでも日本のテレビ局はここまでやらないでしょ」

　碧の言葉に、飛露騎と紅緒が「確かに」とうなずく。

「ああ、わたくしのせいですわ……」

　ロフィーナは両手で顔を覆ってしまった。

「「……は？」」

　そして、飛露騎と碧は顔を見合わせた。

「え、その程度の凹へこみ方で世界が滅亡しちゃうの……？」

「左様でございます」

　ヴヴが恭うやうやしく答える。

「なるほど、そりゃ追放したくもなるわね」

「あれが『世界の滅亡』……」

「巨大なエビさんが世界を埋め尽くすのかな……？」

「なんだか生臭そうな滅亡ねえ。確かに、異常なニュースではあるし、これが続いたら色々まずい気はするけど」

「あの巨大エビが大量発生して各国の都市部や軍事基地、原発なんかで暴れ始めたらまずい気がするけど、なぜかあんまり危機感を感じないなあ」

「エビだもんねえ」

「まあ、日本人は海鮮の恨みを脈みやく々みやくと買ってそうだから、滅ほろぼされても文句は言えないかもしれないけど」

「んー、そうねー。冬場は美お味いしい海うみの幸さちが多いし」

　そう言って、碧みどりは少し考え込んだ。

「お姉ちゃん……？」

「よし、ファミレスやめ。美味しいもの奢おごってあげるからついてきなさい」

　言うが早いか、返事も聞かず、碧は目指していたファミレスとは別の方向へと早足で歩き出した。




「ここよ」

　碧がやってきたのは、ファミレスとは対照的に、飛ひ露ろ騎きや紅べに緒おには入りにくそうな店の入り口だった。

　のれんが掛かった入り口の横には、ラベルを誇こ示じするように一いつ升しよう瓶びんがズラリと飾られている。

『繚りよう乱らん亭てい』

　のれんに記されたそれが店の名前であるらしい。

「ねえ、お姉ちゃん、ここって居酒屋じゃないの……？」

「そうよ」

「私もヒロくんも高校生だよ。ロフィーナちゃんだって、見た限り──」

　紅緒が抗議らしきモノを言い終わる前に、碧はガラッと店の入り口を開けていた。

「おや、いらっしゃい！」

　店の中から、威い勢せいの良い声と陽気な喧けん噪そうが流れ出してきた。

「マスター、五人なんだけど、席はある？」

「ええ……って、久く保ぼ田たさん、お連れさん未成年でしょ？　困りますよ」

「大丈夫、お酒なんか飲ませないわよ。妹と近所の子なの。ご近所に海外から留学してきたから、この国の美味しいものをご馳ち走そうしようと思って」

「はあ……。まあ、そういうことなら……」

　年配のお店の人を納得させて、碧は、

「ほら、開けっ放しだと寒いから、早く入ってきなって」

　と未成年三名と侍女一名を手招きした。

　明らかにアウェーな店内に、飛露騎を先頭に四人も足を踏み入れる。

「飲食店のようですけれど……ずいぶん雑然としたお店ですわね」

　呟つぶやくような小さな声で、ロフィーナが言った。

「どうやら大衆的な酒場のようでございます」

　ヴヴも店内を見回しながら、小声で答える。

　店の中は狭せまく、寿す司し屋やのように食材を入れるケースがある長いカウンターには、ズラリと客が座っていた。カウンターの向こうの調理場には、三、四人の料理人が忙しそうに動き回っている。

　カウンターの他には四、五人がけのテーブルが五つほど。奥の扉の向こうには座敷や二階席があるのかもしれないが、少なくとも、今の段階で飛ひ露ろ騎きたちにそれを知る術すべはない。「こちらの席へどうぞ。新規五名様ご案内！」

　応対してくれた年配のお店の人が案内してくれた席へと歩み寄り、脱いだ上着を椅い子すの背もたれに掛けて、碧みどりは腰を下ろした。他四名もそれに倣ならう。

「今、おしぼりをお持ちしますね」

　年配のお店の人は、そう言ってそそくさとカウンターの中へ入っていった。

　ロフィーナもヴヴもすました顔で座っているが、物もの珍めずらしいのか、チラチラと店内をしきりに観察していることが丸わかりだった。

「美お味いしいお酒を飲ませる店はね、料理も美味しいのよ」

「たいした自信ですわね。言っておきますけど、わたくし、自分で言うのもなんですけれど、家柄も良いですし、追放された先でも散々ご機き嫌げん取りで美食を振る舞われていますから、舌は肥こえていましてよ？」

　イタズラっぽくロフィーナが言った。

　同様に、ふふん、と碧がニヤリと笑う。

「あらー、言うわねえ。でもね、この東京は世界で随ずい一いちの美食都市と評されているのよ。まあ、この店はたぶんそういう美食家のつける星とかランキングとは無縁だけど」

「……そんなことで大丈夫ですの？」

「ふふん、高級店や有名店ばかりが美味しいわけじゃないのよ。それにね、ロフィーナちゃん。追放されるまでの家での食事はともかく、ご機嫌取りのお料理なんか、本当に美お味いしかったの？　あんたを恐れ、疎うとましいと思っている人たちに囲まれての食事なんてさ」

「……それは」

「ここでの食事は違うわよ。これから親しくしようって相手を心から歓迎するために振る舞う食事なわけじゃん？　ウソと建前で塗ぬり固められた空虚な美食なんかに引けを取るとは思えないんだよねえ」

　碧のストレートな物言いに面食らって、ロフィーナが頰ほおを紅潮させた。

　頰ほお杖づえをついて、そんなロフィーナの様子を見ながら、碧がニヤニヤと笑う。

「やっぱり、ロフィーナちゃんみたいなタイプは、こういうこと言われ慣れてないわけね。免疫ないんでしょ。いいじゃんいいじゃん、お姉さん、美人のそういう素直な反応好きだよー？　今日は美味しいお酒が飲めそうね」

「お酒って……、碧さん、いいの？　〆しめ切きりがあるって言ってた気がするけど……」

「いいのいいの。世界が滅ほろびるかもしれないなら、〆切を守ったって意味なんかないじゃない」

　冗談めかした碧みどりの言葉だったが、それに対してロフィーナは表情を曇くもらせた。

「……本当に、申し訳ないと思っていますわ」

「あ、ロフィーナちゃん、気にしなくていいからね？　だってお姉ちゃん、それ言い訳にしてお酒を飲みたいだけだもん」

「バレたか」

　ぺろり、と碧が悪びれた様子もなく舌を出す。

「むしろ、どうしてバレないと思ったんすか」

　飛ひ露ろ騎きも苦笑する。

　そんなところに、先ほどの年配の店の人がやってきて、

「はい、おしぼりとお通しですね」

　そう言いつつ、筒つつ状じように丸められた温かいおしぼりと、小ぶりな器に盛り付けられたレンコンとゴボウのきんぴらをそれぞれの前に配った。

　碧がおしぼりで手を拭ふくのを見て、ロフィーナとヴヴもそれに倣ならう。

「あれ？　まだ何も頼んでないんじゃ……。もしかしてサービスっすか？」

　首を傾かしげた飛露騎に、碧は笑いながら、

「これは『お通し』って言うのよ。まあ、頼んだ料理が来るまでこれで酒飲んでろ、っていうちょっとしたお料理ね。代金は取られるけど、んー、席料みたいなもんかな」

「へえ……」

「突き出しとか先付けなんていうところもあるんだよ？　注文されないで出る品だからトラブルの元にもなって、最近はやめてるお店もあるんだって」

「おや、お若いのに詳くわしいですね」

　紅べに緒おの説明に、お店の人が驚いた顔をする。

「あんた、なんでそんなこと知ってんの？」

　姉に問われて、妹は迫力満点の胸を張って、

「それはもちろん、ヒロくんに教えてあげるためだよ！」

　と自信満々に宣のたまった。

「なんで僕の人生においてお通しの知識が必要になるって思ったの……？」

「まあ、それはともかく、なくなっちゃうのも寂しいわよね。普段頼まないものが出てきて、あ、これってこんなに美お味いしいんだ、みたいな発見があったりするし」

　お通しの器を眺めながら、碧がしみじみと言った。

「そう仰おつしやって頂けると、お出しする甲か斐いがあります」

「あ、でも、僕らはお酒は飲んじゃダメだって言われたのに、これは出るんですね」

　飛露騎の言葉に、碧も年配の店の人も苦笑した。

「それで、ご注文はどうします？」

「んー、何か熱あつ燗かんにいい日本酒を見み繕つくろってもらえます？」

「九く頭ず竜りゆうとか、どうです？」

「あ、じゃあそれ。ヴヴちゃんはもう大人よね？　お酒はいけるでしょ？」

「飲めるか、という意味でしたら嗜たしなむ程度には。しかし、今は仕事がありますので、ちょっと……。それと、姫様の給きゆう仕じは私がお引き受けしたいのですが」

「うーん、それはちょっとダメかなー。今日はヴヴちゃんだってお客様なんだから。それに、このお店の人たちはそれでお金をもらってるんだから、他人の仕事を奪うことになっちゃうでしょ」

「別に、それでこのお店からお給金を頂こうというつもりはございませんので……」

「そりゃそうだろうけど、お店の人も立つ瀬がないでしょ。ねえ？」

　碧みどりに同意を求められたお店の人は、「そうですね、勘かん弁べんしてください」と笑った。

「ヴヴ、わたくしたちはこの世か……国には来たばかりで右も左もわからないのですから、このお店の方針に従うべきですわ」

「……姫様がそう仰るのであれば」

「というわけだから、今はお仕事は忘れなって。マスター、お猪ちよ口こは二つね」

「はい、九頭竜のお燗とお猪口二つ、と」

「あと、あんたたちはソフトドリンクね」

「じゃあコーラ」

　迷いもせず、飛ひ露ろ騎きが言った。

「もう、ヒロくんったら、甘いジュースでごはんなんて……。あ、ええと、私はウーロン茶をお願いします」

「……紅べに緒おに味覚についてとやかく言われるのは心外だなあ」

「……ええと」

　右も左もわからないでいるロフィーナに、紅緒は、

「ロフィーナちゃんは、甘いのと甘くないの、どっちが好き？」

　と尋たずねた。

「どちらかといえば、甘い方が好きですわね」

「じゃあ、まずはオレンジジュースなんかがいいんじゃないかな」

「はい、オレンジね。お料理はどうします？」

「とりあえず、お刺さし身みの盛り合わせを人数分。あとは……あんたたち、何が食べたい？」

　碧に訊きかれて、飛露騎は、

「鶏とりの唐から揚あげとフライドポテト」

　メニューを見ながら迷わず言った。

「ちょっと、ヒロくん、そんなカロリーが怖いものばっかり……。ええと、何かお野菜も頼むべきだと思うの」

「じゃあ、合あい鴨がもとアボカドのサラダなんてどうです？　ちょっと変わり種ですが」

「あ、じゃあ、それをお願いします。……ロフィーナちゃんとヴヴさんは、何か食べたいものはある？」

　メニューを広げて、紅べに緒おが訊きいた。

「遠えん慮りよしなくていいからねー。あたしは大学生だけど、こう見えてちゃんとお金稼いでるから。ここであんたらがお腹なかいっぱい食べる程度の支払いは余裕だから」

「碧みどりさんって、たまにそういう言い方するのが鼻につくよね」

「うっさいわね。それがスポンサーに対する態度かね？」

「すみませんでしたッ！　碧さん優しくて超美人です！」

「よろしい。で、どうすんの、ロフィーナちゃん、ヴヴちゃん。っていうか、メニュー読める？」

　ロフィーナは右手で首飾りにちょっと触れて、

「ええ、ほとんどは読めますわ。でも、この国の文化はよくわかりませんから、みなさんにお任せいたしますわ」

　と答えた。

「私も、姫様と同じにございます」

「それもそうね。まあ、少し食べてみて、追加するときに気になるモノがあったら頼めばいいわ。じゃあ、マスター、とりあえずそれで──」

「あ、あとごはんと味み噌そ汁しるを！」

　飛ひ露ろ騎きの言葉に、碧が眉まゆをひそめた。

「ちょっとちょっと、気持ちはわかるけど、少しはスポンサーに合わせなさいよ。こっちはチビチビのんびりやるつもりなんだから」

「えー」

「面倒くさそうって顔しないの。まあ、絶対やめろとは言わないけど、のんびりと美お味いしい料理をつまむのも良いものよ？　コース料理なんかも一品ずつゆっくり食べる形式だし、まあ、勉強だと思いなさいな」

　白飯をガーッと搔かき込みたい、料理が美味しいならごはんがほしい、というのは日本人なら結構な割合の人が思うことだろう。まして、飲酒の経験がない育ち盛りの高校生ともなれば、なおさらだ。

　しかし、

「あ、じゃあごはんと味み噌そ汁しるはいいっす」

　飛ひ露ろ騎きはあっさりと注文を取り下げた。

「おや、いいのかい？」

　年配の店の人──『繚りよう乱らん亭てい』のマスターが首を傾かしげた。

「はい。碧みどりさんに逆らうとちょっと面倒くさいんで」

「あっはっは！」

　飛露騎の言葉に、マスターが笑い出した。

「ちょっと、マスター笑いすぎ！　ヒロ、あんたねえ！」

　睨にらむ碧から、悪びれもせず飛露騎が目を逸そらした。

「じゃ、すぐ作るから待っててね」

　そう言って、マスターは飛露騎たちの席から離れた。カウンターの中に注文を伝えるマスターの声が聞こえてくる。

「でも、お姉ちゃん、よくこんなお店知ってたね」

「やー、担当さんに教えてもらったのよ。小説家なんかやってると、打ち合わせのあととかに、たまにご馳ち走そうしてもらえたりするのよね」

「で、そういう機会に教えてもらって、それ以降気に入って通ってる、と。なんかすっかり常連って感じだったし」

「まあねー」

　ロフィーナは話を他よ所そにじーっと割り箸ばしを眺めて、

「……これは何ですの？」

　と首を傾げた。

「このオトーシや手を拭ふく布と一緒に出されたところを見ると、何か食前の祈りなどに使う道具なのではないでしょうか」

　ヴヴもしげしげと割り箸を眺めながら言った。

「それは箸っていって、こう使うの」

　紅べに緒おは箸を割り、お通しのきんぴらをつまんで、口に運んで見せた。

「まあ、そんな使い方をしますの!?」

「そっか、初めてだとわかんないよね」

　思わず、飛露騎は苦笑した。

「これまで渡り歩いてきた世界には、箸みたいな道具はなかったの？」

「あったのかもしれませんが、私どもは見ませんでした」

「色々な世界を渡ってはいても、一つ一つの世界に長居をするわけではありませんもの」

「なるほど」

「……お姉ちゃん、フォークか何か借りた方がいいかしら」

「そうね、すぐに飲み物が来るから、そのときに頼んでみましょ」

「あ、その飲み物のことなんだけど、碧みどりさん、ちょっとくらいなら──」

「ダメ」

　ぴしゃり、と碧は言った。

「この場にいる大人のあたしらの責任になるってのもあるし、未成年に飲ませたとなればお店にも迷惑がかかるの。だから、その点についてはどんなに酔よっても一切妥だ協きようはしないから」

「ちぇっ」

「諦あきらめなよ、ヒロくん。お姉ちゃんザルだからそう簡単に酔っ払わないよ？」

「そういうこと。成人まであと何年もないじゃない。それまで待ちなさい」

「そういうところだけ真面目まじめなんだもんなー」

「碧は意外と真面目ですのね」

「意外と、とは失敬なんじゃない？　あたしはいつだって大真面目よ？」

「お姉ちゃんは、大真面目にふざけてるのよね」

「そりゃそうよ。勉強も仕事も真面目にやって、遊びも真面目にやるのがあたしよ」

「……毎回〆しめ切きり破っておいて、真面目……？」

「そこ、うるさい」

　やがて飲み物が運ばれてきた頃には、ロフィーナの視線は箸はしよりもまったくブレずに自然体を貫く三人に向けられていた。

「ロフィーナちゃん、どうかしたの？」

　紅べに緒おが首を傾かしげた。

「……あなた方は、わたくしが怖くありませんの？」

「怖い……？」

　三人は顔を見合わせた。

「逆に、僕には、なんで姫が怖がられると思ったのかがわからないんだけど」

　うんうん、と紅緒もうなずいている。

「あ、もしかしてあれ？　滅亡させちゃうから？」

　碧の問いに、ロフィーナは「もちろん、そのことですわ」とうなずいた。

「今までも気負わず接してくれた人はいましたけれど、あなたたちほど気負わずに接してくださる方々は初めてですわ。大抵は関かかわりたがらなかったり、怯おびえてわたくしの顔色ばかり窺うかがう者たちでしたもの」

　ロフィーナが言い終える前に、「やれやれ」と、碧が露ろ骨こつにため息をついた。

「どうやら、しょーもない連中にばっかり会ってきたみたいねえ」

　言いつつ、碧みどりは運ばれてきた猪ちよ口この一つをヴヴの前に置き、徳利とつくりから湯気が立つ燗かん酒ざけを注ついだ。その後、自分の猪口に手酌で酒を注ぐ。

「ヒロ、あんたもそう思うでしょ？」

「うん、まあ、他の世界の人たちのことは知らないけど、別に姫が滅ほろぼしたり殺して回るわけじゃないしさ」

「確かに、わたくしは何も致しませんわ。でも、気持ちが落ち込むと世界が滅びに向かうんですもの。近くにいれば、機き嫌げんを損ねてそのきっかけを作ってしまうかもしれない、そう思うのは無理もないことですわ」

「ロフィーナちゃんは全然悪くないのに……。そんなのひどいと思うの！」

「そうねえ、ロフィーナちゃんたちがこの世界を滅ぼすためにやって来たなら話は別だけど、そういうわけじゃないから、怖がったりする必要はないわよね。むしろ、素敵じゃない、異世界から来た友達なんて。ねえ、あんたもそう思うでしょ、ヒロ」

「うん」

　迷いなく、飛ひ露ろ騎きはうなずいた。

「……それは肝が据すわりすぎではなくて？」

「だって、見ず知らずのロフィーナちゃんを庇かばおうと銃口の前に飛び出すような男だもの」

「……そうでしたわね。でも、お二人も相当ですわよ」

「そうかな？」

　不思議そうな顔で、紅べに緒おが首を傾かしげる。

「まあ、僕らは正直、まだ世界が滅ぶとか、ピンと来てないのかもね。でもまあ、だから、姫も気にすることはないよ」

「そういうこと」

　笑いながら、碧は猪口を口元に運んでちびりと燗酒をなめるように飲んだ。

「っていうか、ピンと来たからって女の子を傷つけるような接し方をする人間はこの場にいないわよ」

「それを、ついさっき〆しめ張はりさんとかいう人をあそこまでメタメタに追いつめた碧さんが言うの……？」

「うっさいわね、ミスでもヘマでも、いきなり銃持った部隊を踏み込ませるような人間はあたしの中では女の子に分類されないの」

「ええと、つまり、ほら、私たち、こういうお姉ちゃんにいっつも振り回されてたから、細かいことは気にしないのよ」

「それな」

「あんたたちねえ……！」

　三人のやりとりに、ロフィーナがくすりと笑った。

「そうそう、その顔。ロフィーナちゃんはせっかくお姫様らしい綺き麗れいな顔してるんだから、笑ってた方がいいって。どうせこの世界には異世界に追放するような技術はないんだし」

　初めて見た異世界から来た女の子の笑顔に、こちらの世界の三人も笑顔を向けた。

「だって、世界の滅亡を細かいことなんて」

「細かい細かい。そんなことより、今、目の前にある美お味いしいごはん。違う？」

　そんな話をしている間に、ヴヴがおそるおそる、猪ちよ口この酒に口をつけた。

「おお、これは……なんと口当たりのいい……！」

「でしょー」

　その様子を見て、碧みどりが嬉うれしそうににんまりと笑う。

「でも、そこそこ強いから、口当たりに騙だまされてぐいぐい飲むとすぐ酔よっ払うわよ」

　そして、碧も酒を口に運ぶ。

「あー、美味しー。こりゃ明日の〆しめ切きりとかどーでもよくなるわー」

「ちょ、碧さん、明日の〆切って!?」

「ダメだよ、ダメだよ、お姉ちゃん！」

「あ、あれっすよね！　あともう数行とかで終わる状態とか！」

「まさか。あと文庫本三分の一くらいかなー？」

「それまずくないっすか!?」

「いいのいいの。世界が滅亡するなら、〆切なんかなんの意味もないわ」

「うわ、碧さん、絶対いい言い訳を見つけたとか思ってる！」

「お姉ちゃん、開き直っちゃダメーっ」

　お人ひと好よし三人のけたたましいやりとりを聞きながら、ロフィーナは自分の前に置かれた黄色っぽい液体が入ったグラスにおそるおそる口をつけた。

　果実の味を模もしたその甘い飲み物は、果実というには、なんだかわざとらしくて安っぽいようにも思える。

　ごくありふれた、果汁がほとんど含まれていないオレンジジュース。

　それが、この世界で初めてロフィーナが口にした味だった。
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「はい、刺し盛りと、合あい鴨がもとアボカドのサラダね」

　刺さし身みの盛り合わせは、大皿にマグロの赤身、中トロ、ブリ、イカ、エビ、シメサバ、ヒラメ、金きん目め鯛だいなどが五切れずつ綺麗に盛り付けられていた。

　そして、合鴨とアボカドのサラダは、細長い皿にレタスを敷き、その上にスライスした合鴨、スライスしたアボカド、スライスしたトマトの順で重ねるように並べ、さらにその上に細切りにしたタマネギをまぶし、そこにドレッシングをかけた代物だった。

　三色が細長い皿にずらっと並ぶ彩りは、居酒屋という店には少し不釣り合いな洒落しやれた印象だった。

「うわっ、刺さし身み、なんか豪ごう華かっすね」

「そりゃそうよ、ここのお刺身、安くないんだから」

「サラダも思ってたのと違ってびっくりだよね、ヒロくん」

「確かに、なんか居酒屋っぽくないっていうか、こう、ボウルみたいなのにドカって入ってるのかと思ってた」

「それ、どっちかっていうとファミレスの発想でしょ」

「でも、思っていたよりオシャレな感じだ」

「この店、不定期で本職顔負けの洋食や中華がメニューに並ぶわよ。もちろん、盛りつけもレストラン顔負けな感じで」

「マジで!?」

「メニューの表、よく見なさい。『本日のオススメ』って書いてあるでしょ。そこ、季節とか仕入れとか店の人の気まぐれによって、毎日変わるのよ」

「え、すっごく大変そう……。お姉ちゃん、居酒屋ってどこもそうなの？」

「まさか、そんな店、そんなに多くないわよ」

「よく見ると、『本日のオススメ』って手書きで、しかも日付も書いてあるんだね。これは毎日書くだけでも大変そうだなあ」

「まあ、『本日のオススメ』の中にも、ほぼ毎日ある定番も多いんだけどね。この合あい鴨がもとアボカドのサラダも来る度にあるわよ」

「この味を出すのは無理でも、こんなふうに盛りつけをちょっと変えてみたら楽しそうよね。ヒロくん、今度作ってあげるね」

「やめて」

　飛ひ露ろ騎きは間髪入れずに、むしろ被かぶせ気ぎ味みに言った。

「どうしてもというなら僕が作るから」

「もう、それじゃあ意味がないんだよ、ヒロくん」

「せめて、珍ちん妙みような健康志向アレンジをやめて」

「美お味いしく作れるようになるためには一杯練習しなきゃ。早速明日から、毎日ヒロくんに作ってあげるね」

「なんでノーガードで打たれまくりながら一歩も怯ひるまずに進んでくるの……」

「ねえ……これ……生じゃありませんの……？」

　ロフィーナが不安げに刺身の盛り合わせを見つめながらうめいた。

「特にこの場で手を加えるというわけでもないようですが……碧みどり様、このお料理はこのまま食すものなのでしょうか？」

「そこの小皿に醬しよう油ゆ……紅べに緒お、そこの醬油差し取って。サンキュ、これをこうして注そそいで、つけて食べるのよ。はい、ヒロ、実演！」

「はいはい。こうやって」

　飛ひ露ろ騎きは醬油皿に醬油を垂たらし、そこにわさびを少し溶いて、ブリを一切れつまみ上げ、わさび醬油をつけてパクリと口に入れた。

「うわっ、美う味まっ！」

　幸せな顔をして旬しゆんのブリを堪たん能のうしている飛露騎に苦笑しつつ、碧は、

「こらこら、実演を引き受けたなら、最後まで説明しなさいよ。これは刺さし身みといって、生の魚介類をスライスした料理よ。生食はこの世界でも違う文化圏の人には驚かれるけど、この国は生食のために物流も保存技術もものすごく発達しているから、食中毒の危険はほぼないわ。まあ、生ものだから、出されたら早く食べた方がいいことは間違いないけど。あと、ヒロ、わさびは醬油に溶かず、刺身の上に少量乗せるのがマナーらしいわよ」

「え、そうなんすか？」

「わさびの風味も飛ぶし、刺身の種類によってわさびの量を調整できなくなるしね。まあ、そんなに気にしなくて良いと思うけど。少なくとも、あたしらと食べるときはね。豆知識ってヤツ？」

「あ、ええと、苦手なら無理に食べなくてもいいからね？　ほら、こっちのサラダは鴨かもっていう鳥のローストしたお肉と果物と野菜だから。あ、たぶん野菜とかは生だけど」

　ロフィーナは三人の顔を見回して、少し考え、意を決したように、

「いえ、友人がわたくしを歓迎して振る舞ってくれるお料理ですもの、食べないなんて失礼な態度を取ったのではカタスト家の名折れですわ」

　と緊張した声で言った。

「姫様。まずは、私が毒どく味みを致しましょう」

「いいえ、ヴヴ、必要ないわ。そう言われて貴女あなたに押しつけたら、それだって失礼に違いはないもの」

「というわりには、声が上ずっているような」

「ロフィーナちゃん、本当に無理はしなくていいんだよ？」

「いいえ、二言はありませんわ！　貴族たるもの、一度口にした言葉を違えるなど、恥ずべきことですもの！」

「お、素敵な心意気だねえ。じゃあ、これから食べるといいかな。刺身初心者にも美味さがわかりやすい。あと、わさびは刺激が強いから、慣れるまでは少なめにねー」

　碧は、ロフィーナに中トロを指し示した。

　ロフィーナはうなずいて、中トロにフォークをブスリと刺した。それをわさびなしの醬油につけて、五分の一程度をちょっとだけ囓かじった。

「……あら？　これ、美お味いしいですわ！」

　パッとロフィーナの表情が綻ほころんだ。たちまち、二口目で五分の四を全部口の中に入れてしまう。

「そんな……生の魚なんて臭いだけなのでは……」

　半信半疑な顔で、ヴヴも中トロにフォークを伸ばした。

　そして。

「な……これは……生臭さがまったくない……。それどころか、この脂あぶらが舌の上で溶けるような感覚は……なんと表現すればいいのか……」

　驚きよう愕がくするヴヴを見て、飛ひ露ろ騎きたちは嬉うれしそうに顔を見合わせた。

　その後、ロフィーナは他の刺さし身みにも挑戦したが、やはりシメサバなどの特徴的な味がするものは苦手だったようで、顔をしかめる場面もあった。

　そして鶏とりの唐から揚あげなども運ばれてきて、レモンがどうとかそんなやりとりをしつつ舌した鼓つづみを打って、しばし。

　唐揚げをひとり一個ずつ食べたあとに一個だけ残った皿をチラチラ見ながら、ロフィーナがソワソワし始めた。












　酒を飲みながらもそんな様子を見ていたヴヴは、

「あの、この唐揚げ最後の一個の処しよ遇ぐうなのですが」

　と周囲に訊きいた。

「あー、いいわよ、食べちゃって。ヒロ、紅べに緒お、あんたら食べたい？　なんならもう一皿頼むけど」

「うーん、どうだろ。美お味いしかったけど、同じものを頼むよりは、その分は他の料理を食べてみたいかなあ」

「うん、私もヒロくんとおんなじ意見だよ」

「だってさ、ヴヴちゃん」

「あ、いえ、私ではなく姫様に」

　全員の視線がロフィーナに集中する。

「わ、わたくしは別に……」

　ロフィーナは顔を真っ赤にしてモジモジとうつむいた。

「なんだ、食べたいなら遠えん慮りよしないで言えばいいのに」

「だって、なんだか意地汚いでしょう……？」

「まあ、舌が肥こえてるロフィーナちゃんのお口にも合ったみたいで一安心ね」

　少し意地悪げに笑う碧みどりの視線に、ロフィーナはさらに顔を赤くして「くっ……」と下唇くちびるを嚙かんだ。

「もう、お姉ちゃん！　そういうこと言わないの！」

「何よー、ちょっとした冗談じゃないのよー」

「姫、別にそんなの恥ずかしがらなくたっていいと思うよ。普通に、最後の一個もらっていい？　とか、気楽にそう言えばいいんだよ」

　ロフィーナは赤い顔のまま、拗すねたように唇を尖とがらせて、

「じゃ、じゃあ、最後の一つは頂きますわっ」

　と言って唐から揚あげにフォークを突き刺した。

「ま、実際、お気に召して頂けて何よりだわよ。異世界から来た人に自分の世界の食べ物を紹介して気に入ってもらえれば嬉うれしいし、ご馳ち走そうする甲か斐いもあるってものよね」

　言いながら、碧がメニューを広げた。

「さて、唐揚げだけが揚げ物じゃないわよ。……ねえ、マスター！」

　碧がニヤリと笑って、手を挙あげ声を張り上げてマスターに追加注文の意図を伝えた。

「はい、お待たせ」

　さっとマスターが伝票を手にやってきた。

「ええとね、白しら子この天ぷらを人数分お願い」

　マスターは注文を伝票に書き込みつつ、

「旬しゆんだからね、今日の白しら子こはすごくいいですよ」

　と誇らしげに言いながらテーブルから離れていった。

「白子？　それって、鍋なべとかに入ってる白くて名状しがたいアレのこと？」

　飛ひ露ろ騎きが首を傾かしげた。

「あー、そうね、お酒を飲まないと鍋でくらいしか食べたことないか。うん、鱈たらの鍋に入ってるあの白子のことよ」

「お姉ちゃん、白子って、天ぷらにするものなの？　初めて聞いたよ？」

「ん？　まあ、ポピュラーなのは白子ポン酢とかかもね。でも、結構こういうお店では見るわよ。まあ、火の通し方とか難しそうだから、家庭ではちょっと難しいかもしれないわね。生でもダメだし、火を通しすぎても台無しだし」

「なるほど……」

　とは言いつつも、飛露騎も紅べに緒おもピンとこない、という顔をしている。ロフィーナは聞き流しながら最後の唐から揚あげを堪たん能のうし、ヴヴも聞いているのかいないのか、燗かん酒ざけを楽しんでいた。

「ふふん、まあ、キミたちはわかっていないようだけど、あたしに言わせれば白子の一番美お味いしい食べ方は天ぷらよ。白子ポン酢や焼き白子も悪くないけどね、やっぱ天ぷらに比べたら一段落ちるかなあ。いわんや、鍋で煮すぎた白子なんて。まあでも、今日、キミたちはそれを味わうことができるワケだよ。このお姉さんに感謝したまえ」

「うわっ、ウザっ」

「こら、ヒロ。奢おごってもらっておいてウザいとか言うんじゃないわよ、まったく」

「……でも、今のはヒロくんに同感っていうか、お姉ちゃんの言い方に問題がある気がするよ？」

「薄情な妹ねえ」

　碧みどりが面白くなさそうに頰ほお杖づえをついて、猪ちよ口こをあおった。

　そんな話をしながら待つことしばし、お待ちかねの天ぷらが運ばれてきた。

　一口サイズの丸い天ぷらが一皿に四つ。その脇には天ぷら一個と同じくらいの大きさの大根おろし、おろし生姜しようが、そして塩が添そえられ、別の器の天つゆが配られる。

「塩と天つゆ、お好みでどうぞ」

　運んできたマスターはそう説明してくれた。

「あたしは断然塩で食べるべきだと思うけど、まあ、両方試してみればいいわ。ロフィーナちゃん、ヴヴちゃん、その大根おろしと生姜は好きに使っていいわよ。薬味といって、特にこっちの生姜は香りがだいぶ変わるわ。天つゆに入れちゃうのが一般的だけど、天ぷらに載せて食べてもいいから」

　そう説明しながら、碧は白子の天ぷらにちょん、と塩をつけると、パクッと口の中に放ほうり込んだ。

「美う味ま……熱っ！　あっつ！」

　美味しいはずの天ぷらで、碧みどりの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

「ちょ、お姉ちゃんったら、揚げたての天ぷらは熱いに決まってるじゃない！」

「碧さん、これをお飲みになって」

　ロフィーナが自分のオレンジジュースを碧に差し出した。碧はそれを受け取って、大おお慌あわてで一気に飲み干した。

「あっちい……。舌火傷やけどした」

　碧は涙目で、犬のように舌を出した。

「もう、大おお騒さわぎして、恥ずかしいじゃない」

　紅べに緒おは碧の大声に何ごとかと目を向けてきた他の客に、ペコペコと愛あい想そ笑わらいで頭を下げた。

「姫、ヴヴさん、僕らは気をつけて食べよう」

「ええ、そうですわね」

「同感でございます」

　紅緒が、碧の舌を冷やす用にウーロン茶と、ロフィーナのための新しいオレンジジュースを注文した。ついでに、とばかり碧は日本酒のお代わりも追加する。

「どれ、じゃあ白しら子この天ぷらを……」

　飛ひ露ろ騎きは白子の天ぷらを箸はしでつまみ上げ、ちょん、と塩をつけ、火傷しないよう気をつけながら口の中に入れた。

　歯を立てると、さくりと衣の食感が小こ気き味みよく、とろりと熱い白子が溢あふれ出す。溢れ出したそれは、濃厚な旨うま味みの奔ほん流りゆうだった。

　とろけ方や濃厚さはある種のチーズに近く、しかし味わいには確かに魚の要素が感じられる。それでいて、生臭さに代表されるようなクセはほとんどない。

　ほんの少しつけただけの塩味が、まろやかさの中にあるほのかな甘あま味みを絶妙に引き立てていた。

「うっわ、確かにこれは美味い！」

　思わず、飛露騎は声を上げていた。

　ロフィーナと紅緒も、飛露騎に続いて白子の天ぷらを口にする。

「これは……なるほど、美味ですわね！」

　綻ほころんでいるであろう口元を手で隠すようにしながら、ロフィーナは言った。

「わたくしは、こちらのつゆにつける方が好きですわ。せっかくサクサクの衣を液体に浸すなんて、と思いましたけれど、ちょんってつけてサクサクが残りながらも表面がしっとりした状態が最高ですわ。それと、このショウガの爽さわやかな香りと、つゆを含んだダイコンオロシのまとわりつき方も、すべてが計算し尽くされている感じがしますわ！」

「あらま、途端に饒じよう舌ぜつになったわね」

「でも、その気持ちがわかるくらい、ホント美お味いしいよ……！」

　紅べに緒おも、幸せそうな笑顔でしみじみとそう言った。言いながらも、まだ味の余よ韻いんを楽しんでいるような顔だった。

「でしょお？」

　ドヤ顔で、碧みどりが貧相な胸を張る。

「美味でございます。同じ揚げ物でも、先ほどの鳥よりこのお酒に合うよう作られている気がいたします」

　ヴヴは白しら子この天ぷらを食べたあと、追撃するように日本酒を口に含んだ。

「その通りよ！　ヴヴちゃん、よくわかってる！」

　碧は「我が意を得たり」とでも言いたげに膝ひざを打った。

「何より、この鮮烈な黄色い味が素晴らしいですわよね」

「はい、姫様。とても鮮やかな黄色でございます」

「「「黄色い味!?」」」

「さ、さすが異世界から来ただけあって面白い表現をするわね。お姉さんには、その発想はなかったわ」

「こちらの世界では味を色に喩たとえないのですか？」

　不思議そうな顔で、ヴヴが首を傾かしげた。

「んー、ワインなんかは変わった味の表現をするけど、色に例えるってのは聞いたことがないわねえ」

「何色がどんな味に対応しているのかな……？」

　紅緒が首を傾げる。

「でも、気に入ってもらえてよかったじゃない」

「まーそうね」

　そんな話をしていると、突然店の中がざわついた。マスターや他の従業員たちも含めて、誰もが店内に設置されたテレビの画面に見入っていた。

『世界各地で深刻な問題となっていた巨大エビは、どういうわけか一いつ斉せいに海へと帰り始めたとのことです。原因はわかっていませんが、対応に苦く慮りよしていた各国は──』

「あらまあ、巨大エビさんたちはお早いお帰りなのね。もう少し暴れてくれた方が、原稿が遅れる言い訳にもなったかもしれないのになー」

「お姉ちゃん、馬鹿なこと言ってないで帰ったらちゃんと仕事しなきゃダメだよ」

「えー。そんなこと言われると、お酒が不ま味ずくなるー」

「じゃあ、今日はもう飲まなくてもいいよね？」

「紅べに緒お、そういうことじゃないのよ？」

　聞き慣れた姉妹の言葉の応酬を聞き流しながら、飛ひ露ろ騎きは、

「それにしても、どういうことだろう」

　と、テレビを見やりつつ呟つぶやいた。

「それはほら、あれよ」

　妹との会話を切り上げて、碧みどりがロフィーナを指さした。

「気分が落ち込んで世界が滅亡するなら、美お味いしいものを食べて幸せな気分になったから世界が救済されたんじゃないの？」

「そんな適当な……」

　苦笑しかけた飛露騎と紅緒だったが、碧の指さした先にあったものを見て、即座に考えを改めた。

　碧の無む茶ちやな理屈にも納得してしまうほどに、二個目の白子の天ぷらを口に運ぶロフィーナの顔は、年相応の無邪気な笑顔だった。
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　そのあとに飛露騎たちがお茶漬けやおにぎりの〆しめまで平らげて、お腹なかも心も満足して帰ってみると、津つ留る美みはまだ律儀に待っていた。

「あ、すげえ、ガラスも直ってるし掃除も終わってる！」

「ほー、なかなかやるじゃない、津留美ちゃん」

　碧が馴なれ馴なれしく津留美の肩をポンポンと叩たたいた。

「当たり前です！　って、お酒臭い！　まさか、私をここで待たせて一杯引っかけてきたんですか!?」

「は？　あんたが自分の失しつ態たいの責任を取ることと、あたしがお酒を飲むことの間になんの関係があるのよ」

「くっ……！」

　津留美が右拳こぶしを振るわせている。目の前に居る酔よっ払いを殴りたい、と思っていることは誰の目にも明らかだった。

　津留美は怒りを飲み込むように深呼吸をして、酔っ払い女は無視して飛露騎へと視線を向けた。

「とにかく、ご迷惑をおかけしました。ガラスその他、国家の威い信しんをかけて、極力元通りに近い形に直しました。それでも急ぎだったので、見落としがあるかもしれません。あとから何か気がついたら、名めい刺しを置いていきますから、この番号へ連絡を」

　事務的な口調で、まくし立てるようにそう告げる。

　そして、津つ留る美みはロフィーナに向き直り、膝ひざをついて臣しん下かの礼を取った。

「ロフィーナ様、異世界とはいえ高貴なご身分とのことですので、我が日本では国こく賓ひんとしてお迎えさせて頂きます。つきましては、ご寝所にホテルのスイートルームをご用意させて頂きましたので、そちらに……」

「お断りいたしますわ」

　津留美が言い終わる前に、すまし顔でロフィーナは言った。

「わたくしは、貴女あなた方より飛ひ露ろ騎き──この少年を信頼する、と言ったはずですわよ。ですから、わたくしはこの家に住まわせて頂くことに致しますわ」

「「「「ええっ!?」」」」

　飛露騎と紅べに緒おと碧みどりと津留美が同時に驚きの声を上げた。

「ちょ、聞いてないんだけど!?」

「今言いましたわ。それに、わたくしと飛露騎は固い友情で結ばれた仲ですのよ。何も問題はございませんわ」

「さ、さ、さすがに男の子がひとりで暮らしてる部屋に女の子が転がり込むのは、ど、ど、どうなのかな!?　アウトじゃないのかな!?」

「ヴヴもいますもの、間違いなんか起こりませんわよ。あくまで友情ですもの。友情で結ばれた二人を引き裂くなんて、野や暮ぼの極みですわよ」

「その友情が問題って気もするけどなー」

　頰ほおを朱に染めて飛露騎を見つめるロフィーナを見やって、碧が苦笑する。

「そ、そうです！　しかも、安全面などからも、こうした民間の住居では万全を期すのは難しいといいますか……」

「最初に対応を誤って心証を損ねたのはそちらですわよ。挽ばん回かいのために努力してみせるのは当たり前ではなくて？」

「そ、そんな……」

　津留美が泣きそうな顔をする。

「ロフィーナちゃんも容よう赦しやないわねえ。結構根に持つタイプ？」

「そんなことはございません。姫様はとても寛大でいらっしゃいます」

「侍女が忠義を捧ささげた主を評する言葉は、なかなか額面通りには受け取れないわよねえ」

　碧が苦笑した顔のまま肩をすくめた。

「まあ、ここは折れてあげたら？」

　しかし、その碧の提案にも、ロフィーナは頑がんとして首を横に振った。

「わたくし、飛露騎と碧と紅緒をとても気に入りましたの。寄よる辺べもない異世界ですもの、なるべく信頼できる友達の側そばにいたいと思うのは自然なことではありませんこと？」

「ええと……うーん、そう言われちゃうと、断りづらいなあ……」

「お姉ちゃん、うちで引き受けることってできないかな？　やっぱり、ヒロくんは男の子だし、問題だと思うの」

「そうねえ。こんな美人が二人もヒロの家に転がり込むんじゃあ、紅べに緒おは気が気じゃないわよねえ」

「ちょ、お姉ちゃん、なな、な、何を言ってるの!?　そういうことじゃなくってね？」

「はいはい。でも、うちはお父さんとお母さんとあたしとあんたで、部屋いっぱいじゃないの。二人も受け入れる余裕ないでしょ」

「それはそうだけど……」

「その点、ヒロの家はご両親がしばらく仕事で帰ってこないから、同じ広さの家に一人で好都合なのよねえ」

「うー」

　そんなやりとりをしていた姉妹に、津つ留る美みは、

「っていうか、貴女あなたとあの酔よっ払いはおとなりのはずよね？　なぜまたここに？」

　と訊きいた。

「だって、この世界のことを何も知らないロフィーナちゃんには、色々お手伝いが要るでしょ。洗面所もお風ふ呂ろも使い方がわからないだろうし、まさかそれを男の子のヒロにやらせるわけにはいかないもの」

「じゃあ、妹さんはともかく、貴女は最初からお二人をここに泊まらせる気でいたんですか!?」

「んー、や、もしかしたら津留美ちゃんがホテルでも取るかなー、とは思ってたけど、確証がなかったから、そうなる場合もあるかなー、くらいにはね。まさか本人があんな主張をするとは思わなかったけど」

「だからって……。でも、確かにこの団地に空き部屋はないし、立ち退のかせるにしてもすぐというわけには……」

「そりゃ、そんな急には無理よねえ。しかも本人の希望だもの。まさか賓客に一方的に自分たちの都合を押しつけるなんて失礼な真ま似ね、しないわよねえ？」

　碧みどりに意地悪く言われて、津留美は心底不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「やむを得ません。諸もろ々もろの事情を鑑かんがみ、当面はここで彼女に生活してもらいます。貴女たち姉妹は──いえ、妹の紅緒さん、貴女はそれをサポートしてください。もちろん、この家の管理者である飛ひ露ろ騎き君にも、お手伝いをしてもらう紅緒さんにも、きちんと賃金は用意しますので」

「ちょっとぉ、なんであたしを言いかけたあとに外したのよ」

「酔っ払い相手に話すことはありません」

　津留美はプイッと碧からそっぽを向いて、飛露騎の両肩をガシッと摑つかんだ。

「わかってるとは思うけど、女の子の同居人が増えるからって、ムラムラしたりセクハラしたり、あまつさえ襲いかかったり、世界を滅亡させそうな行動は厳禁ですからね！」

「……人のことを野獣かなんかだと思ってるんですか。そもそも、即座にヴヴさんに鎮圧されて終わりですよ」

「世間一般の認識では、高校生男子は野獣みたいなものよ。それに、信頼していた友人に裏切られるなんて、最悪の滅亡が襲ってきそうでしょ」

　確かに、と飛ひ露ろ騎きは苦笑しつつうなずいた。

「業者呼んだときに、どっかの部屋に内うち鍵かぎでもつけてもらえばよかったのにねえ」

　碧みどりに言われて、津つ留る美みは、

「そこまで予想できるわけないじゃない……」

　とうなだれた。

「まあ、ヒロなら問題ないと思うけどねー」

「私もヒロくんなら大丈夫だって信じてるけど……」

「そんな根拠もなしに太たい鼓こ判ばんを押されても、すぐに信用なんかできるわけないでしょう」

「じゃあ、あんたも今夜はここに泊まっていったら？」

「僕の家なのに僕の意見は」

「ヒロ、これは高度に政治的な話し合いなのよ」

「そうだけど、酔よっ払いに言われたくないわ。そもそも、民間人に口出しされたい案件じゃないの」

「えー」

　釈しやく然ぜんとしない顔の飛露騎に、

「なんだか申し訳ありませんわね」

　と、ロフィーナが軽い感じで声をかけた。

「わたくしのような高貴な美少女を家に泊めることは栄えい誉よあることですけど、なんだか余計な人まで押しかけてきそうな雲行きですものね」

「……なんか、姫はときどき急に上から目線っていうか、偉えらそうになるよね」

「姫様は心の優しい方でございます。しかし、だからこそ、誰かと親しくなりすぎると別れが辛つらくなって世界に悪影響を及ぼしてしまうかもしれない、とわざと高こう慢まんに振る舞うこともございました。そのクセが抜けていらっしゃらないのではないかと」

「ロフィーナちゃん……！」

　目を潤うるませて、感極まったような顔で、紅べに緒おがロフィーナの両手を取った。

「この世界では、そんな気の遣い方しなくていいからね！　だって、追放なんかできないんだもん！」

「ちょっと、ヴヴ！　余計なことは言うなとあれほど……！」

　ロフィーナはヴヴに食ってかかろうとするが、ガッチリと両手を紅べに緒おにホールドされたままなので、詰め寄ることもできなかった。

「この世界に長く留とどまる必要があるなら、姫様の素晴らしさを周囲に理解して頂いた方が得策かと存じますが」

「照れてるんじゃないのー？」

　高度に政治的な話し合いをしていたはずの碧みどりが、耳みみ聡ざとく聞きつけて、揶や揄ゆするように言った。

「碧！　うるさいですわよっ！」

「あはははは、ロフィーナちゃんは可愛かわいいわねえ」

「はい。姫様は大変お美しく、可愛らしく、高貴でいらっしゃいます」

「ヴヴ！　碧のそれは皮肉ですわよ！」

「心外ねえ、本心だってば」

「このように多少ひねてしまっていてご迷惑をかけることもあるかとは存じますが、どうぞよろしくお願いいたします」

「ヴヴったら、もう！」

　飛ひ露ろ騎きは苦笑いしつつ、

「まあ、大丈夫、姫とヴヴさんに住んでもらうくらい、迷惑なんかじゃないから」

　と優しく言った。

「そうだよ、ロフィーナちゃんもヴヴさんも迷惑なんかかけてないわよ」

「そうね、ロフィーナちゃんとヴヴちゃんには迷惑なんかかけられてないわね」

　碧の露ろ骨こつな言い回しに、

「な、なんですか、まるで私が迷惑みたいな……。寒い中、私はあなたたちのために、ずっとここで待っていたんですよ!?」

　と腕をバタバタさせながら、涙目で言った。

「それに、自覚はないかもしれないけど、非常事態なのよ！」

「だからさ、非常事態なんだから、あんたもここに泊まり込んで常に対応できるようにしとけばいいでしょ、って言ってんの」

　津つ留る美みはもう言い返す言葉も見つからず、口をパクパクさせるだけになっていた。

「そんなことより、ロフィーナちゃん、外は寒かったでしょ？　お風ふ呂ろ、一緒に入ろ。明日からひとりで入れるように教えてあげるね」

「風呂……湯ゆ浴あみですわね」

　事態は決したと判断したのか、紅緒はロフィーナと一緒に居間から出て行った。

「あ、ヒロ、なんかちょっとしたものでいいから、おつまみ作ってよ。あと少しだけ飲みたいのよね。あたし、コンビニに行ってお酒のみもの買ってくるからさ」

「碧みどりさんは帰って仕事しなきゃダメでしょ」

「えー」

　不満げな碧の背中を、飛ひ露ろ騎きは無む理り矢や理り玄関まで押していって追い出した。

　そして、飛露騎は居間に戻り、涙目のまま立ち尽くしている津つ留る美みに、

「あの……ごはんまだですよね。何か食べます？　簡単なモノなら作れますけど」

　と声をかけた。

　こうして、飛露騎の滅亡と隣り合わせの奇妙な生活は始まったのだった。





欧風チーズカレー







　飛露騎の朝は早い。

　少しでも寝坊しようものなら、勝手知ったる感じで紅べに緒おがやってきて、腕によりをかけて朝ごはんやお昼の弁当を作ろうとするからだ。

　飛露騎とて、少々照れ臭いながらも、幼なじみが親身に世話を焼いてくれることに悪い気はしない。

　むしろ、洗濯や掃除を完かん璧ぺきにこなしてくれている辺り、感謝してもしきれないとも思っている。

　ただ、問題は──紅緒の料理は総じて健康志向が行きすぎており、美お味いしいかどうかはまったく考慮されないことだ。

　しかも、団地のとなりで両親と姉との四人暮らしの紅緒は、自分の朝食や弁当は母親が用意しているから、と、作るだけ作って自分は食べないのだ。

　気にかけてくれるのは嬉うれしいが、ひどい話だ、と飛露騎は常々思っている。

　それはさておき。

　キッチンに立ち、まずはメニューを考える。

　──昨日の様子を見る限り、姫とヴヴさんは日本食みたいな文化には馴な染じみがなさそうだよなあ……。

　だとしたら、納豆や焼き魚より、トーストと目玉焼きの方が抵抗なく食べてくれるのではないか、と考え、飛ひ露ろ騎きは冷蔵庫を開けた。

　──簡単なサラダは作れる。タマネギはサラダよりスープに使った方がいいかな。あと、目玉焼きはベーコンエッグにしよう。

　考えながら、材料を取り出す。まずはオニオンスープから、とタマネギをまな板の上に乗せた。

　と、そこへ、結局、万が一にも間違いがあってはいけないから、と泊まり込んでいた津つ留る美みがキッチンへとやってきた。スーツ姿ではあるが、髪の毛は整っているとは言い難い。どうやら、スーツのまま寝ていて、物音を聞きつけて様子を見にきたらしい。

「おはようございます」

　飛露騎のあいさつに、津留美は、

「…………おはよう」

　どんよりとそう返した。

「元気ないっすね。寝起きだからですか？」

「……ショックなことがあったのよ」

「はい？」

「ロフィーナ姫……私より胸が大きいの……」

「……」

　さすがに「きっと碧みどりさんよりはあるから大丈夫ですよ」とか「どうせ紅べに緒おに敵かなう人は大人にもそうそういないから誤差の範はん疇ちゆうですよ」とも言えず、「知るか」と突き放すことも出来ず、そもそもそんな話題を健全な高校生男子に振られても、とばかりに対応に窮きゆうしてしまった。

　そんなところへ、

「ヒロくん、今日は私が朝ごはんを作ってあげるわね！」

　と言いながら、すでに制服姿で登校の身み支じ度たくを整えた紅緒もキッチンへとやってきた。

「いや、いいよ。っていうか、毎回思うんだけど、紅緒はどうやって施せ錠じようされたうちの玄関を突破してくるの……？」

「もちろん、小お父じさんと小お母ばさんから合あい鍵かぎを預かってるんだよ？　合い鍵がなくても入れるけど」

「なんで!?」

「どんなときでもヒロくんを起こしに行くのが幼なじみの務めだからだよ？」

「いや、僕が訊きいているのは動機じゃなくて手段なんだけど」

「……それ、不法侵入なんじゃない……？」

　怪け訝げんな顔で、津つ留る美みが呟つぶやく。

「合あい鍵かぎを預かっているのに？」

「それでもかなりグレーじゃないのか」

「もう、ヒロくんったら照れちゃって。それより、退どいて退どいて。朝ごはんは私が作ってあげるわ。タマネギは血液をサラサラにする効果があるって聞いたから、タマネギをいっぱい使おうよ！」

「オニオンスープは作るけど、そんなにタマネギの買い置きがあるわけないでしょ。人の話を聞けって。っていうか、もう作り始めてるから、大人しくしてて」

「えー。あ、じゃあ、お弁当を作るね！　お弁当はまだでしょ？」

「いや、まとめて作るからいいってば。それに、タマネギだけの弁当とかイヤすぎるし」

　そんなやりとりをしているところに、寝間着代わりにと紅べに緒おが貸したスウェット姿のヴヴがやってきた。

「皆様、おはようございます。ところで、姫様の身み支じ度たくを整えて差し上げたいのですが、櫛くしなどの道具を貸して頂けますでしょうか」

「あー、それなら洗面所にあるけど……、今あるのは僕のや家族のだし、新しいのを買ってきた方がいいかな」

「ふむ……」

　津留美は少し考え込んで、紅緒に、

「紅緒さん。これでヘアブラシや化粧品など、最低限必要なものをコンビニで買ってきてもらえないかしら？」

　と何枚かの紙幣を差し出した。

「身支度もこの世界の道具は使い慣れてないと思うから、帰ってきたらヴーヴクリコさんと一緒に身支度を手伝ってあげてくれないかしら」

　どうしよう、と迷った様子の紅緒に、飛ひ露ろ騎きは、

「朝食も弁当も僕がやるから、紅緒はそっちをお願い。僕じゃ女の子の身支度なんてわからないからね」

　そう言って引き受けるよう促した。

「あ、学校に持っていくお弁当の話なら、今日は要らないわよ」

　津留美があくびを嚙かみ殺しながら言う。

「「は？」」

　飛露騎と紅緒が異い口く同どう音おんに言った。

「今日は平日ですけど……？」

「学校よりロフィーナ姫の方が優先よ。ロフィーナ姫とヴーヴクリコさんの戸こ籍せきや住民票の用意とか、事務的な手続きは私の方でやっておくから、あなたたちには別の任務を頼みたいのよ」

「任務？」

「ええ。ロフィーナ姫たちの服や日用品を揃そろえる買い物に行ってもらえないかしら。今夜も借り物というのは不便でしょう？　今のままでは身み支じ度たく一つ満足にできないし」

「え、それってもしかして、国家機密の任務で学校は公欠扱いになるってことっすか!?」

「ちょっと、ヒロくん！　なんでそんなに嬉うれしそうなの」

「そりゃあ、堂々と学校休めたら嬉しいじゃん」

「もう、すぐサボりたがるんだから……」

　そんなこんなで、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おは学校を休む大義名分を手に入れたのだった。
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　出かけるといっても、遠出をするわけではない。

　飛露騎たちの住んでいる地域は、都心からは少し離れているもののそこそこ都会なので、最寄りの駅前に出れば大抵のモノが揃う駅ビルや商店街があるし、もう少し足を延ばせば映画館やボウリング場などの娯楽施設も備えたショッピングモールもある。

　だから、日常的な生活の延長程度でしかないのだが──

「紅緒、なんでそんなに気合い入れた格好してるわけ……？」

　淡あわいグレーのニットセーターと白いスカートに、赤いダッフルコートを引っかけている。それぞれは高校生が持っていておかしくない程度の品だが、組み合わせを考えに考えているであろうことは、見る人が見れば想像に難くないだろう。

　髪の毛のゆるふわ感もいつもの一・五倍増しだ。

「だって、ヒロくんとお出かけなんて久しぶりなんだもの」

「とても似合っていましてよ、紅緒」

「お似合いでございます、紅緒様」

「ありがとう、ロフィーナちゃん、ヴヴさん。二人もとっても似合ってるよ」

　紅緒を褒ほめたロフィーナは、借り物のジーンズにご満まん悦えつだった。

「そう？　こういうズボンというかパンツスタイルを女性が穿はくという文化がわたくしの生まれた国にはありませんでしたから、新鮮ですわ。動きやすくて素敵ですわね」

　一方、ヴヴは、借り物とはいえやはり長めのスカートだった。警護のために着慣れた服がいい、と、今朝もメイド服のような侍女服を着ようとしたのを、出かけるのに目立つから、と紅緒が説得したのだった。

　なお、碧みどりは昨夜のツケを支払うべく〆しめ切きりと死闘を繰り広げている。

「とにかく、結構買うものがあるから、早く行こう」

　津つ留る美みから手渡された『とりあえず必要なものメモ』と、軍資金として渡された分厚い封筒を見ながら飛ひ露ろ騎きは言った。

　そのメモを、紅べに緒おも覗のぞき込む。

「ねえ、ヒロくん。化粧品がやけに多くない？」

「……確かに。そりゃヴヴさんと二人分だし、それなりに必要だろうけど……」

「津留美でしたら、自分も住み込むからそのために必要なものも買ってきてもらうって言ってましたわよ」

　ロフィーナの言葉に、飛露騎は顔をしかめた。

「一晩だけじゃないの……？　そりゃまあ必要な措そ置ちかもしれないけど、なんで自分も住み込むことについて僕に一言の相談もないんだろう」

「うーん、うっかりしてたんじゃないかな？」

　苦笑しながら、紅緒が言った。

「うっかりで特殊部隊を踏み込ませる人だからね……」

　飛露騎の言葉に、紅緒が苦笑する。

「あ、僕らの高校の制服もリストにあるね」

「津留美が編入できるよう手配すると言っていましたわ。わたくし、学まなび舎やって初めてなのでとても楽しみですの」

「え、そうなの？」

「ええ。わたくしたちの世界では、貴族は学び舎に通うより家庭教師を呼ぶ方が一般的でしたし、その後渡り歩いてきた世界では、通うほど長くは居ませんでしたもの」

「そっか。……あれ、制服、ヴヴさんの分も？　ヴヴさんってもう大人ですよね？　昨日お酒飲んでましたし」

「はい。高等学校の生徒として勉学に励はげむことに特に年齢制限はないと聞いておりますが、何か問題が？」

「いえ、問題はないですけど、珍めずらしいっていうか、ちょっと目立つかな、って。どうしても十代の生徒ばっかりなんで」

「それでしたら、構いません。姫様のお側そばでお仕えできない方が問題でございます」

「ヴヴさん、揺るぎないですね……」

「本当にね。もう公爵家も関係ないのですから、もっと気楽にしていいといつも言っていますのよ？　むしろ、こんなわたくしの供をしてくれて、こちらが感謝しなければいけないくらいですのに」

「もったいないお言葉です」

「あ、でも、編入試験とか、どうするのかな？」

　紅べに緒おが首を傾かしげる。

「姫の学力とかもわからず編入させるって言ってるなら、なしで編入を認めさせるんじゃないかな」

「えっ、そんなこと、できるの？」

「さあ。わかんないけど、政府が本気になれば可能なんじゃない？」

「……政府ってすごいんだねえ」

「お気き遣づかいはありがたいですけれど、権力の濫らん用ようは感心いたしませんわね」

　ロフィーナが美しい眉まゆ根ねを寄せた。

「まあ、確かにそうだけど……」

　ルールを曲げているのだから、決して良いことではないだろう。しかし、自分たちが学校に行っている間、ロフィーナを一人にしておくのも不安だから、という津つ留る美みの配慮なのだろう、ということも、飛ひ露ろ騎きには理解できた。

「いやあ、まあ、いいんじゃない？　ちゃんと勉強して一定の成績さえキープすれば」

「そうだよね。一緒に学校に通えるんだし」

「よくはありませんわ。わたくしに不正をしろだなんて、不名誉にもほどがありますわ。受けますわよ、その、編入試験とやらを」

「さすが姫様、清せい廉れん潔けつ白ぱくでございます」

　大丈夫だろうか、と飛露騎と紅緒は顔を見合わせた。

　試験に失敗して落ち込んだら、という懸け念ねんが二人の脳のう裏りをよぎる。とはいえ、こう言っている以上、特別待たい遇ぐうで入学しても後ろめたさで世界が滅ほろびかねない。

「ええと、じゃあ、一応〆しめ張はりさんにそう伝えておくね」

　携帯電話と名めい刺しを取り出して、飛露騎は言った。

「よしなに」

　満足そうに、ロフィーナがうなずいた。

　飛露騎が早速電話すると、

『なるほど。では、そのように手配しましょう。念のため、買い物リストにお二人用の各教科の参考書を追加してもらえるかしら。今夜から勉強会を始めましょう』

　とのことだった。

「伝えたよ。あと、勉強、夜に〆張さんが教えてくれるって」

　電話を切りながら、そう報告する。

「飛露騎、大たい儀ぎでした。みんなでお勉強なんて、初めてですからわくわくいたしますわ」

「私たちも協力するよ。ね、ヒロくん？」

「もちろん」

　──もしかしたら、試験問題や採点の方に手を加える気じゃ……。

　ふとそう考えた飛ひ露ろ騎きだったが、口に出すのはやめておいた。

　どのみち、何を言ったところで何かしらの策は講じてくるだろう。仮に津つ留る美みが納得したとしても、さらにその上を納得させることができるとは限らない。

「さ、とにかく、店に向かおう」

　携帯電話やら何やらをポケットに仕し舞まい、飛露騎は先頭に立って歩き始めた。

「ねえ、ロフィーナちゃん、どんなお洋服が好きなの？」

　飛露騎を追って歩きつつ、紅べに緒おが訊きいた。

「この世界のことはまだよく知りませんけれど、このような……ジーンズ？　は何着か欲しいですわね」

「一つ侍女として私見を申しますと、下着類はもちろん、こうした平時の外出用を数着と、それ以外に正式な場で着用できる礼服も欲しいところです」

「それもそうだよね。あ、でも、学生は制服が正装になるんじゃなかったかな？」

「うん、確かそう」

「なるほど、では、編入試験をパスすれば礼服は別に用意しなくてもいいんですのね」

「だね」

「参考までにお訊きしますが、紅緒様がお召しになっているような服が一般的なのでしょうか？　多少スカートは短いようですが、私の侍女の服と形状はそこまで違わないように思えるのですが」

「ええと……あれ？　もしかして、ヴヴさん、私がメイド服じゃダメって言ったの、根に持ってる……？」

「いえ、私の感情の問題ではなく、あの服は姫様をお守りするために色々工夫が凝こらしてありますので。着慣れた服の方が動きやすいということもありますし、警備上、あの服の方が望ましいというのが主たる理由でございます」

「あー、うーん……」

　ヴヴの話を聞いて、飛露騎も紅緒も考え込んだ。

「いや、ダメではないんですけど、ちょっとこの国では、その手の衣装は特殊な位置づけというか……。まあ、ちょっと目立つかも、って程度なんで、ヴヴさんさえよければいいんですけど」

「メイド喫茶とかのスカートが短い服と違ってシックな感じだし、大丈夫じゃないかな？」

　そう言った紅緒も、若干自信がなさそうな口調だった。

「この世界の服も色々複雑ですのね。とにかく、紅緒の服や、今わたくしが着ているような服がこの世界のスタンダードですのね？」

「うーん、まあ、この季節だと、そうかな？　ヒロくん、どう思う？」












　紅べに緒おは自分の服を見せるように、くるりと回って見せた。

「僕に女の子のファッションのことを訊きかれても……まあ、おかしくはないっていうか、似合ってるとは思うけど……」

「え、ホントに!?　ヒロくん、もう一回！　もう一回言って！」

「はあ!?　今は姫の服をどうするかって話だっただろ！」

　顔を真っ赤にする飛ひ露ろ騎きに、満面の笑みで食い下がる紅緒。そんな二人のやりとりを、ロフィーナは楽しそうに、ヴヴは表情一つ変えずに見つめていた。




「ロフィーナちゃん、本当にここでいいの？　〆しめ張はりさんから預かったお金だと、もっと高級なお店で服を買えるよ？」

　いつも紅緒が服を買うという店に入り、そう訊いた紅緒に、ロフィーナはキッパリと首を横に振った。

「高価な服は要りませんわ。高価な服をくれるのは、わたくしに怯おびえる人たちですもの。これからこの世界で普通に暮らしていくにあたって、わたくしが欲しいのは、紅緒や碧みどりが着るような普通の服ですわ」

　そう言ったロフィーナの顔は楽しそうで期待に満ちている。ただ、飛露騎にも紅緒にも、その笑顔の奥には、なんだか寂しさが隠れているように見えた。

　心が沈めば、世界が滅ほろぶ。

　これまでロフィーナがいた世界では、それを知った偉えらい人たちが高価なもので機き嫌げんを取ろうとしたのだろう、ということくらいは飛ひ露ろ騎きにも想像できた。

　そして、ロフィーナ自身がそれにうんざりしていたのかもしれない、ということも。

「それより、こんな時間に買い物してて、お店の人に怪しまれないかな」

　飛露騎が独りごちて首を傾かしげた。

　本来なら学校に行っている時間である。

　だが、そんな飛露騎たちに近づいて来た店員は、特に何かを尋たずねるでもなく、

「いらっしゃいませ」

　と、少しぎこちない笑顔で言った。

「……？」

　飛露騎は少し違和感を覚えたが、すでにロフィーナを連れて紅べに緒おは服を選び始めている。

「この服は今わたくしや紅緒が着ている服とはだいぶデザインが違いますけど、これも普通ですの？」

「ロフィーナちゃん、普通かどうかなんて気にしないで、自分が可愛かわいいと思うかどうかで選べばいいんだよ。あ、ほら、こっちのワンピースとか可愛くない？」

　言いながら、紅緒が白いワンピースを手に取って、ロフィーナの身体からだに当ててみる。

「ええと、白系より、黒めの方が綺き麗れいな肌が映えるかな……？　ロフィーナちゃん、黒とピンクならどっちが好き？」

「どちらも嫌いではありませんわ。このくらいの淡あわいピンクは特に好きですわよ。あんまりどぎついピンクはどうかと思いますけれど」

「じゃあ、こっちにしよっか？　うーん、ヒロくんはどっちが良いと思う？」

「どっちも買えば？　これからの生活に必要な服なら、何着か要るでしょ」

「あ、そっか。ヒロくん、冴さえてるねえ！　私、服って一着ずつしか買わないから、つい今日もそんな気がしちゃってたよ」

　途端に、紅緒があれもこれもとたくさんの服を手に取り始める。

「待て待て！　極端すぎるだろ！　他にも買うものはあるんだから！」

「あ、それもそうだね」

「まったく……とりあえず、何着かを試着してみたら？」

「そうですわね。ヴヴ、着替えを手伝ってくださいな」

「はい、姫様」

　飛露騎の言葉に従って、ロフィーナが店員さんから試着室の使い方の説明を受け、ヴヴと一緒に中に入る。

　その後、紅緒が見立てた何着かの服を着たロフィーナに、

「どう？　似合いまして？」

　と少し赤らめた頰ほおで期待に満ちた視線で訊きかれ、「もちろん」と答えつつ、飛ひ露ろ騎きは美少女には何を着せても似合うのだという真理を知った。
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　なぜ、女の子の買い物は長いのだろう。

　両手に大きな紙袋を持って店を出て、飛露騎は思った。

「申し訳ございません、飛露騎様。本来、侍女である私がお持ちすべきところなのですが、この有り様でございますので」

　ヴヴはすでに両手いっぱいに荷物を持っている。その量は飛露騎が持っている荷物より遥はるかに多い。

「あ、いえ、こういうときに荷物持ちをやるのは男って相場が決まってますから」

　むしろ、飛露騎としてはヴヴに持たせすぎてしまっていて心苦しいくらいだった。

「それに、ほら、楽しそうですし、荷物を持つ甲か斐いもあるってもんです」

　そう言って、紅べに緒おと仲良くファッション談義をしているロフィーナを見やる。

「はい。あんな楽しそうな姫様は久しく見ておりませんでした」

　ヴヴも、深くうなずいた。

　楽しそうなロフィーナを見つめるヴヴもまた、無表情から楽しそうな感じが滲にじみ出ているように飛露騎には思えた。

　そんな楽しげなロフィーナは街の雰ふん囲い気きにも慣れてきたようで、紅緒と話しながらも、キョロキョロと興味深そうに色々なものに目をやっていた。

　と、ロフィーナが急に足を止めた。

「飛露騎、紅緒。誰か倒れていますわよ」

　ロフィーナは細い路地の奥を指さした。

「えっ」

　飛露騎と紅緒も、路地を覗のぞき込むようにして、ロフィーナが指さす先を目で追った。

　ロフィーナの言う通り、路地の奥では、ちょっとガラの悪そうなお兄さんたちが何人も伸びていた。

「こ……抗争でもあったのかな……？」

「大変ですわ。早く助けなければいけませんわね！」

「姫様、お待ちください」

　路地に入っていこうとするロフィーナの腕を、大荷物を器用に片手で持って、ヴヴが空けた手で摑つかんで制止した。

「まだ犯人が近くにいるかもしれません。まずは私が敵の殲せん滅めつを……」

「きゃー！　殲滅しちゃダメ！　それは警察のお仕事だよ！」

　慌あわてて、紅べに緒おがヴヴにしがみついて殲滅行動を阻止しようとする。

「警察だって殲滅はしないと思うけど……とにかく、姫もヴヴさんも、路地に入っちゃダメ！　今専門家を呼ぶから！　紅緒、二人を絶対に離しちゃダメだぞ！」

　言いつつ、飛ひ露ろ騎きは携帯電話を取り出して、救急車を呼ぶべく一一九をプッシュした。




　救急車を待って事情を説明し、次の買い物のためにショッピングモールへと向かう道すがら、

「一五人も運ばれるなんて、びっくりだよね」

　と紅緒が振り返りつつ言った。

「この辺も物ぶつ騒そうになったね」

「……あの人たちは、結局なんでしたの？　被害者なのに、野や次じ馬うまには同情もされていないようでしたわね」

「いわゆる無法者やならず者のような人種なのではないかと推測しますが」

　ロフィーナの質問とヴヴの推理に、飛露騎は「うーん」と少し困って、

「悪いかどうかを直接は知らないけど、荒っぽい人たちではあるのかな」

「そういうことですのね。でも、ああした人たちは、普通は加害者側なのではなくて？」

「どうなんだろう。もっと悪い集団に襲われたかなあ。手を出しちゃいけない人たちにケンカを売っちゃったとか」

「この世界にはモンスターはいませんのよね？　となると、あれだけの人数を倒せるだけの戦力が敵方にあったということですわね……」

　しれっと出たセリフに、モンスターがいる世界もあるのか、と飛露騎は戦せん慄りつしたが、言った当人は気にした様子さえない。

　と、紅緒が前方を見て「あ」と声を上げた。

　つられて飛露騎も前を見ると、そこには自転車で警けい邏ら中の警察官の姿があった。警察官は飛露騎たちを見て、不審げに一度表情を曇くもらせて、自転車から降りた。

　──あ、即補導はないとしても、職質は免まぬがれないか。

　特に悪いことはしていないにも拘かかわらず、飛露騎たちが身構えたその瞬間。

　警察官は無線機を手に何ごとか話して、納得いかなそうな顔で再び自転車に跨またがり、飛露騎たちなど見なかったように警邏へと戻っていった。

　紅緒はホッとしたようだが、飛露騎は、

「あれ……？」

　と首を傾かしげた。

　そんな飛ひ露ろ騎きの袖そでが、クイクイとロフィーナに引っ張られる。

「あっちの路地から何か音がしますわよ」

　ロフィーナが言い終わる前に、路地から明らかにヤのつく自由業に見える人が吹っ飛ばされてきて、歩道のど真ん中で大の字になって伸びてしまった。

「あー、うん、これはもう偶然じゃないね」

　飛露騎は携帯電話を取り出し、もう一度、津つ留る美みの名前を選択した。

　そして繫つながるなり、

「もしもし、花はな泉いずみですけど、〆しめ張はりさん、明らかに水面下で色々やってますよね？　具体的には、先回りしてチンピラを叩たたきのめしたりとか、お巡りさんに職質とか補導しないよう手を回したりとか、今もちょっと筋者の人たちを殲せん滅めつしようとしたりとか」

『えっ、なんのことかし……え、筋者？　何それ、知らないんだけど！』

「前の二つはご存じなんですか？　もしかして、お店にも話を通したりしました？」

『うん……あっ』

　数秒の沈黙。

「いや、まあ、リスクを排除するって意味では理解できるんですけど、先に言っておいてくださいよ。っていうか、国家権力はどんだけ人を動員してるんですか」

『だって、世界の滅亡がかかってるのよ？』

「それはそうですけど」

『とにかく、すぐにそっちに向かうわ。あなたたちはその場で待機して。間違っても人通りのない路地なんかに入らないでちょうだいね』

「あ、はい」

　通話が切れて、飛露騎が津留美からの指示をロフィーナと紅べに緒おに伝えようとした瞬間、爆音を響かせながら凄すさまじいスピードでバイクが走ってきて、アスファルトを切りつけるようにして派手に停とまった。

　バイクから降りた女性はフルフェイスのヘルメットを取る。その下から現れた顔は、ついさっき飛露騎が電話で話していた津留美のものだった。

「……ちょっと、来るの早すぎでしょ。まさかどこかで監視してたんですか……？」

「細かいことは気にしちゃダメよ」

　細かくないでしょ、と思う飛露騎を尻目に、津留美は伸びている反社会的な職業と思おぼしき男性に歩み寄って脈を調べ、次いで路地へと目を向けた。

　すでに争う音もほとんど聞こえなくなっている。

「出てきなさい！　この案件は国家規模の機密に関かかわっています！　返答がない場合は、超ちよう法ほう規き的てき措そ置ちにより拘束、あるいは排除します！」

　津留美の警告に返答でもするかのように、さらに二人、三人と怖そうなお兄さんたちが吹っ飛ばされて転がってきた。

　そして、その後、悠ゆう々ゆうと何人かの人影が路地から姿を現す。

「穏おだやかじゃない物言いなのだわ。作戦行動に手を貸そうって同盟国の人間に対する言葉とは思えないのだわ！」

　舌っ足らずの声とともに、黒スーツの一団が姿を現した。

　その先頭にいた声の主は、金髪碧へき眼がんの白人女性だった。

　いや、女性というか──、

　幼女だった。

　金髪を可愛かわいらしいポニーテールにまとめた、青い目に白い肌の幼女。

　その背後に控ひかえる一団も、人種が入り乱れているが、どうやらアジア系の人間はほとんどいない、いかつい外人集団だった。

　そして幼女も含めて、全員が黒スーツにサングラスのメン・イン・ブラックスタイルだった。

　ただし、幼女のサングラスは明らかにサイズが合っておらず、ずり落ちまくりだった。

　──何この異様な集団。

　それが飛ひ露ろ騎きの第一印象だった。

　幼女がパチンと指を鳴らす……ような仕草をした。音は何一つならなかったが、黒スーツの一人が幼女の横でジュラルミンのアタッシュケースを開き、恭うやうやしく差し出した。

　幼女はその中から棒付きのキャンディを取り出し、剝はがした包み紙を上着のポケットに突っ込みながら、それをタバコよろしく口にくわえた。

　そんな動作をボーッと見ていた飛露騎たちを、幼女はキッと睨にらみつけた。

「ちょっと！　もー、使えない人たちなのだわ！　これだから凡人は困るのだわ！　ここは『お前たちは何者だ』って訊きくところでしょ!?」

「……訊いたら所属を教えてもらえるのかしら？」

　怪け訝げんな顔で、津つ留る美みが訊く。

「もちろんなのだわ！　我々はＵＳＡ大統領直属の秘密研究機関、『滅亡を隠いん蔽ぺい及び究明する部署』略してＭＩＢなのだわ！　そして、吾わが輩はいは、その責任者兼筆頭研究者、ローズ・フォア・カクレー博士その人なのだわ！」

「なんで合衆国の秘密機関なのに名前が日本語の頭文字なの……？」

「それ以前に、秘密機関って言いながら堂々と名乗るのはどうなのよ……」

「この世界では、あんな幼おさな子ごが公職に就くこともありますの？」

　飛露騎と津留美とロフィーナの疑問をすべてスルーして、ローズと名乗った金髪幼女は、

「吾輩たちＭＩＢは、世界の平和を守るためにステイツからやってきたのだわ！」

　と偉えらそうに胸を張った。

「……どこまで本気なの？　この件に関して、他国の協力要よう請せいを受じゆ諾だくしたという話は聞いていないわ」

　津つ留る美みはローズに疑わしげな目を向けた。

「まず、身分を証明して頂きたいわね」

「それは無理な相談なのだわ。秘密機関ですもの、身分証明書の類たぐいは持ち合わせていないのだわ」

「……つまり、目下あなたたちはただの不審人物の集団なのですが」

「同盟国の善意に対して酷ひどい言いようなのだわ！　外交問題案件なのだわ！」

「許可も根回しもなく、身分も証明できない人たちに善意を託す方がよっぽど悪質な外交問題よっ！」

「そんなことより、ジャパニーズ・マフィアはフリーランス・サムライやニンジャを雇やとったりしてないの？　がっかりなのだわ」

「ちょっと、話を聞きなさいよっ！　ああもう、どうしてどいつもこいつも勝手なことばっかり……！」

「凡人は細かいことを気にしすぎなのだわ」

　ローズは大仰に肩をすくめた。その拍子に、またサングラスがずり落ちる。

「博士。もしかしたら、もっと大きなヤクザ・マフィアなら雇っているかもしれません」












「あるいは、この先、報復の一環として差し向けられるかも」

「そんなことよりアキバに行きましょう。今日は博士のフェイバリットの『殺し屋ニンジャ』の限定フィギュアの発売日、今から行けば間に合います」

　ローズの後ろから、男たちが進言する。

「そうだったのだわ……。でも、治安維持をおろそかにしては世界の滅亡に繫つながってしまうのだわ」

　ローズは難しい顔をして考え込み、

「とにかく、このまま治安維持を続けるのだわ！　そのあとにアキバに向かうのが一石で二に兎とを得るってヤツなのだわ！」

「……ええと、一石二鳥と二兎を追う者は一いつ兎とをも得ずが混ざってる……？」

　紅べに緒おが首を傾かしげる。

「まあ、意味は通る気がするけどね」

「ちょっと！」

　慌あわてた様子で、津つ留る美みが声を荒らげる。

「日本国内で、合衆国の身分も知れない人たちにそんな勝手をされては困ります！」

「現時点では、ホントに合衆国の人かどうかも怪しい気がするけどね」

「まったくね、どこに苦情を入れればいいのかしら」

「それは心外なのだわ。お手伝いをしてあげてるのに」

　まったくだ、と後ろの男たちが胸元から銃を抜く。

「あ、ちょっと、銃まで持ってるんですか!?　もう外交問題どころか犯罪ですよ!?」

「事態が事態なので、既存のルールなんかにこだわっていてはダメなのだわ！　世界滅亡の阻止を日本だけに任せておけと言われても、こっちだってはいそうですかと納得できるわけないのだわ！」

「だからって、そんな理屈が……！」

　そこへ、黒いスーツに七三分けの一団がやってきて、

「室長、三班到着いたしました！」

「指示を！」

　などと口々に言っている。どうやら、滅亡対策室に所属している人たちらしい。

　そして、日米の黒服による壮そう絶ぜつな舌ぜつ戦せんが始まった。

　内政干渉だの安全保障条約だのといった単語がしばらく飛び交った結果、

「金髪幼女に率いてもらえる貴様らが、我が国で好き勝手をするなど断じて認めるわけにはいかない！」

「悪いが我々は黒ストッキング派だ。貴様らのボスは貧相な胸が残念だが黒ストッキングの似合う美脚ではないか。それが羨うらやましくてならないッ」

　などと本音めいた方へと脱線し始め──

「ちょ、子ども扱いは心外なのだわ！　それに、将来性も考慮するべきなのだわ！」

「ちょっと、聞き捨てならないんですけど!?　い、一応Ｂはあるし！　ひひ、貧乳って言われるほど小さくないし！」

　どうにもおかしな方向へとズレて行き始めた頃。

「……やめなさい」

　呟つぶやくように、ロフィーナが言った。

　しかし、その小さな声は、争っている当事者たちには届かない。

「おやめなさいっ！」

　ロフィーナが叫んだ。

　その瞬間、アスファルトを突き破って、何本もの巨大なタケノコが天に向かって伸びていった。

「ヒロくん、あれ……！」

　紅べに緒おが指さした電器店のショーウィンドウのテレビでは、

『……ただいま入ってきたニュースです。世界各地で、タケノコが季節や地域を無視して異常な成長を見せています』

「タケノコ!?　なんでタケノコ!?」

「ねえ、ヒロくん、タケノコで世界が滅ほろんだりするのかな……？」

「僕に訊きかれても……。でも、確かタケノコって地面の下ですごい根を張るんじゃなかったっけ？　もし地下に通ってるものとか全部ダメになったら、かなりヤバいのかも。東京だってガス管や上下水道、地下鉄とか影響ありそうなものがたくさんあるし、国によっては電線とかも地下でしょ……」

　飛ひ露ろ騎きと紅緒のやりとりを聞いて、日米の特殊機関の面々が蒼あおい顔になったとき、どこからともなく高笑いが聞こえてきた。

「話は聞かせてもらったわ！」

　碧みどりだった。

　碧が、ちょうど今停とまったタクシーから飛び降りて、不敵な笑顔で腕組みをしていた。

「お姉ちゃん、お仕事はいいの!?　〆しめ切きりは今日でしょ!?」

「文庫で五ページ分書いたからいいのよ！」

「……あれ、あと三分の一とか言ってなかったっけ……？」

「世界が滅ぶなら、〆切も滅ぶから問題ないわ！」

　なぜ自信満々にそんなことを言い切れるのか、飛露騎にはまったく理解できない。

「さあ、世界が滅ぶ前に、美お味いしいカレーを食べに行くわよ！」

　しかし、飛露騎は知っていた。

　こう言い出した碧みどりを止めることはできないということを。
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　欧風カレーの『ドンディ』、それが飛ひ露ろ騎きたちが連れて行かれた店の名前だった。

　シックで落ち着いた雰ふん囲い気きの店内は少し薄暗い。すでに店の入り口をくぐった瞬間から、スパイスの香りが漂ただよってくる。その香りは刺激的すぎず上品で、本格的なインド系のカレーとはまた違った進化を遂げたカレーを想像させた。

「あ、そういえば、ロフィーナちゃん、ヴヴちゃん、辛いの平気？」

　店の一番奥のテーブルに案内され、それぞれが座ったタイミングで、碧がロフィーナに訊きいた。

「人並みですわね」

「私が知る限り、以前、姫様は激辛料理を振る舞われてご立腹なさったことがあります」

　その世界が滅ほろんでいないといいけど、と飛露騎は思わずにはいられなかった。

「もー、ヴヴはまた余計なことを言って！」

　ロフィーナが拗すねたように頰ほおを膨ふくらませる。

「……えーと、やや苦手、くらいと考えていいかしらね」

「むしろ、かなり苦手だと考えて頂いた方がよろしいかと」

「ヴヴはわたくしを子ども扱いしすぎですわ！」

「いや、別にそこで見み栄えを張らなくても」

「そうよ。あたしもそんなに得意じゃないもの。見栄で美お味いしいものを楽しめないのはもったいないわよ。ってことで、最初は甘口がいいかもね」

「甘口、中辛、辛口から選べるなら、僕は中辛かなあ」

「私も。……というか、あの人たち、ついてきちゃったけど、どうして今さら他人の振りをしてコソコソしているのかな……？」

　紅べに緒おが言うように、津つ留る美みの部下たちと金髪幼女率いる一団で、店はすでに黒スーツで満席になってしまっていた。

　そこまでバレバレな行動をしておきながら、飛露騎たちの誰かと目が合うと、サッと視線を逸そらす。

「放ほうっておきなさいよ。美味しいものを食べるときは、それだけに集中しなきゃもったいないわよ」

「それもそうですわね」

　素直に、ロフィーナがうなずく。

　そんなやりとりを聞きつつ、飛露騎はメニューを広げた。

「うわっ、高っ！」

　軒並み、一五〇〇円を超えている。『お子様カレー』ですら一〇〇〇円超え。飛ひ露ろ騎きが知っているカレーの相場からすると、倍以上だ。

「別に奢おごるから金額は気にしなくていいってば。あ、でも、最初は悪いこと言わないから、チーズカレーにしておきなさい」

「お姉ちゃんがメニューを強要するなんて珍めずらしいね」

「他のも美お味いしいけど、ここのチーズカレーは絶対に食べておいた方がいいわよ。諸君らはこんなカレー、食べたことないだろうからね？」

　ふふん、と碧みどりが貧相な胸を張ってふんぞり返る。

「碧さん、奢ってくれるのは嬉うれしいんですけど、そういうとこウザいです」

「……ヒロはもうちょっとオブラートに包んだ言い方を覚えなさいよ」

　飛露騎は碧の反撃を聞き流しながら、もう一度メニューに目を落とした。

　スタンダードなポークやビーフ、チキンの他に、碧イチオシのチーズ、野菜カレーやキノコカレー、エビカレーやアサリカレー、牡か蠣きカレーなどもある。

「どれも美味しそうだけど……じゃあ、僕は碧さんに従ってチーズカレーの中辛かな」

「私も。ロフィーナちゃんはチーズカレーの甘口でいい？」

「……よろしくてよ。ここはヴヴの顔を立てますわ」

「私も、最初ですので姫様と同じものをお願いいたします」

「飲み物は？　ソフトドリンクならセットだけど」

「僕はアイスコーヒー」

「あ、私も」

「わたくしは……、そうですわね、昨日の夜と同じものはありまして？」

「オレンジジュースね。ヴヴちゃんはお酒でいい？」

「お任せいたしますが、今日はどうも姫様の身辺が騒そう々ぞうしいようですので、警護に支障が出ないようあまり強くないお酒でお願いいたします」

「はいはい。じゃあ……」

　と、碧が手を挙あげて店員を呼んだ。

「チーズの中辛を二つと甘口二つ、あたしは……魚介ミックスの甘口。飲み物は、アイスコーヒー二つとオレンジジュース、あとバドワイザー二つね」

　店員が丁てい寧ねいに復唱して、去って行く。

「あ、あと、ここはデザートも美味しいのよ。すっごいなめらかなプリンとか。食べ終わってお腹なかに余裕があったら頼んでいいわよ」

　そして、まず、飲み物と一緒に、蒸ふかしたジャガイモが十個、つまりひとりに二つずつ、テーブルに置かれた。それと、五人分のバターとバターナイフも。

「あれ？　これ、頼んだっけ？」

　飛ひ露ろ騎きが首を傾かしげた。

　湯気を上げるごろっとした丸ごとのジャガイモが、妙な存在感をテーブルの上で誇こ示じしている。

「あ、この芋はセットみたいなもんよ。自動で付いてくるの」

「あれかしら、昨日の、お通し？　っていう」

「んー、ちょっと違うかなあ。これはお金取られないし。カレーの代金の中に含まれてる感じかしらね。まあ、カレー屋さんに限らず、他のお店ではあんまり見ないサービスだけどね」

　碧みどりがバドワイザー──良い感じの量の泡が立ったビールを一口飲んで、早速蒸ふかしジャガイモに手を伸ばした。

「あちち」

　碧が薄いジャガイモの皮を剝むいて、一口囓かじった。そして、囓ったところに少しのバターをつける。

　ジャガイモの熱で、じわーっとバターが溶けていく。バターが溶ける様は、まるでジャガイモの中へと染しみこんでいくようでもあった。

　碧はそのバター染み染み地帯をがぶりと食べて、すぐにバドワイザーを喉のどへと流し込んだ。

「熱々のじゃがバターと冷え冷えのビール！　くぅぅぅっ！　サイコー！」

　外が冬の寒さということもあるのだろう、飛露騎の目には、熱々のジャガイモとその熱で溶けるバターのコンビネーションが、やけに美お味いしそうに見えた。

「あ、バターじゃなくて、そこにある塩でシンプルに食べても美味しいわよ」

　碧がテーブルの隅すみを指さした。そこには、らっきょう漬けや福神漬けが入った瓶びんがあり、そのとなりには塩や砂糖などが置かれていた。砂糖はコーヒー用だろう。

「あと、カレーが来るのを待って、カレーに投入するのも手ね」

　たまらず、飛露騎はジャガイモに手を伸ばした。紅べに緒おもロフィーナもヴヴもそれに続く。

　持っているのが辛つらいほど熱々のジャガイモは皮を剝くのももどかしい。しかし、その熱さが口の中ではご馳ち走そうに変わる。

　ホクホクした芋のほのかな甘さと、バターの塩気とコクが、熱さとともに口いっぱいに広がった。

「ああもう、バターとかカロリーの塊なのに、できるだけ避けたいのに、こんな鉄板の組み合わせ、美味しくないわけがないよう……！」

　食べながら紅緒が言った。

　完全に同意、と飛露騎がうなずく。

　ロフィーナも、ヴヴに皮を剝むいてもらったジャガイモを受け取り、熱さにはふはふ言いながら、ひたすらバターを塗ぬっては食べる、という行為を繰り返していた。

「言っとくけど、このあとカレーも来るんだから、それ考えて食べなさいよ」

　碧みどりに警告されても、誰ひとりとしてジャガイモを食べるのをやめようとはしなかった。

　そして、全員がジャガイモを食べ終えた頃、本命のカレーが運ばれてきた。

　ライスはグラタン皿のような縦長の皿に敷き詰められており、その上にはパラパラと細かいチーズが振りかけられていた。端の方には少しの漬けものが添そえられている。

　そして、魔法のランプのようなソースポットになみなみとカレールーが満たされている。サラサラのスープっぽいインド系とは違った、欧風特有のドロッとしたシチューのようなルーだ。

　そのルーに浮かんだ、ベージュ色のチーズ。

　ライスの上の細かなチーズとは違って、カレーの熱で溶けたチーズが楕だ円えん形けいを描いていた。その脇には、まるで溺おぼれそうになっているような少量のフライドオニオンと、緑鮮やかなクレソンがオシャレに飾られていた。

「こ、これは……なんかすごい……！」

　ごくり、と飛ひ露ろ騎きは自然としみ出てくる唾つばを飲み込んだ。

　まず、漂ただよってくる香りがすごい。そして、視覚的にチーズの存在感がすごい。

「はっはっは。まあ、諸君も存分に味わいたまえよ。さあて」

　ご機き嫌げんな表情で、碧が自分のシーフードミックスカレーをソースポットからドバッとチーズまぶしライスの上にぶちまけた。

　その際、カレーのルーが一滴、ビチャッと碧の服に跳はねた。

「あーっ！　この服、気に入ってたのに！」

「もう、お姉ちゃん、雑すぎだよ」

　紅べに緒おが慌あわてておしぼりで跳ねたルーを拭ぬぐうが、かなり目立つシミになってしまった。

「ウザいこと言ってるから」

「何よー、それは関係ないでしょ！　あーもう！　ビールお代わり！」

　自や棄けになったように、碧はカレーの具のエビやらイカやらアサリやらを肴さかなに、ビールをあおり始めた。

「このルーをあんなふうにごはんにかけて食べるのがカレーって料理だけど、服に跳ねると落ちないから気をつけてね」

　飛露騎の説明に、こくこくとロフィーナがうなずいた。

　飛露騎はスプーンで丁てい寧ねいにチーズカレーをライスにかけた。その過程で、チーズが柔やわらかく流動し、ライスの上に落ちるときに糸のように伸びる。

　紅緒も同じように、自分のカレーをライスにかけ、ロフィーナとヴヴも飛露騎や紅緒のやり方に見よう見まねで倣ならっている。

　伸びるチーズが不思議なのか、ロフィーナはときおり首を傾かしげたりしていた。

「もう、こんなの美う味まいに決まってる……！」

　飛ひ露ろ騎きはライスとルーをスプーンに載せて、口へと運んだ。

　カレーの香りが奔ほん流りゆうのように押し寄せ、ピリピリと辛さが舌を刺激する。しかし、ルーは辛さだけではなく、濃厚でフルーティな甘さを兼ね備えていた。

　さらに、ライスに散らされていたチーズと、ルーの中で溶けていたダブルのチーズが辛さから角を取り、まろやかさをこれでもかと加算している。

　そこに加わるフライドオニオンのサクッとした歯ごたえも、ルーに沈んでいたゴロッとしたマッシュルームの食べ応ごたえも、カレーを口に運ぶ度に新鮮さを与えてくれて、味が単調にならない役割を果たしていた。

「美お味いしーい！　このお値段も納得だね、ヒロくん」

「だね」

「今度、私もカレーにチャレンジしてみるね！　知ってる？　カレーって色んな香こう辛しん料りようが入ってるから、漢かん方ぽうとかとも相性がいいらしいよ？」

「いや、やめて。漢方の味しかしないカレーになるのが目に浮かぶようだから。カレーなら僕が作るよ。っていうか、これはさすがに家で出せる味じゃないよ……」

　それでも、チーズを入れるくらいなら真ま似ねできそうだ、と飛露騎は思った。

　ロフィーナもヴヴも、黙々とカレーを口に運んでいる。きっと、このカレーを気に入ったのだろう。この味は出せないだろうが、家で作る食事でも、カレーの日はロフィーナもヴヴも喜んでくれるかもしれない。

「しっかし、本当に美味いな……」

　ややもすればカレーは半分くらいで飽きてしまい、福神漬けやらっきょうを投入しなければならなくなる飛露騎だが、半分以上食べ進めた今でも、その必要を感じなかった。

　チラリと店内を見回せば、どちらの黒服たちも夢中になってカレーを貪むさぼり食っている。その理由が、スプーンを口に運ぶ度に深く理解できた。

「ね、美味しいでしょ」

　まるで自分のことのように自慢げに、碧みどりが言った。

「今日はついてたわよ。日によっては、行列が出来るくらいの人気店なんだから」

「この値段で行列ができるのはすごいよね……。いや、食べてみれば納得の味だけど」

「でしょでしょ」

「今日は別の理由で満席になっちゃったけどね」

「ところで、ロフィーナちゃん、ヴヴちゃん、辛さは平気？」

　碧に訊きかれて、ロフィーナはカレーをもぐもぐしながら、こくりとうなずいた。

「とても美お味いしいですわ。赤にほどよく黄色が混ざった感じですわね」

「この発泡するお酒も大変美味でございます。このカレーなる食べ物に合わせると、そこに青を加えたような鮮烈さがあります」

「……ごめん、全然わかんない」

　飛ひ露ろ騎きと同じだったのだろう、紅べに緒おと碧みどりも苦笑して顔を見合わせていた。

「カレーこそ黄色メインって気がするけどねえ」

「碧様、味を表現する色に実際の食べ物の色は関係ございません」

「ますますわからないね、お姉ちゃん」

「いやまったく」

　そんなふうにしてカレーを堪たん能のうすることしばし。

「それにしてもさ、姫、さっきはどうしたの？　急に大声を出して」

　飛露騎の質問に、ロフィーナはスプーンを置いてうつむいた。

「わたくしのことで争いが始まりましたのよ？　看かん過かできるはずありませんわ……」

「あれって争いって言うほどのものだったのかな？」

　紅緒が首を傾かしげた。

「確かに、最後の方とか全然関係ないことでケンカしてたような」

　飛露騎も苦笑する。

「だとしても、わたくしがきっかけですもの」

「よくわかんないけど、気にすることないんじゃない？　どうせ津つ留る美みちゃんが勝手にドジッたかテンパったかでしょ？　あたしはよく知らないけど」

「まあ、〆しめ張はりさんのせいかどうかはともかく、〆張さんも含めて周りが勝手に過剰反応してるだけだと思うよ」

「そうかもしれませんわね……。でも、やはり、わたくしがこの世界に来てしまったことが大元の原因ですもの」

「これまで渡ってきた世界では、姫様を利用しようと考えて戦争を始めるような者もおりました。姫様は、それに大変心を痛めまして、世界は滅ほろびる寸前まで壊かい滅めつしたことがあったのです」

「うわー、逆によく寸前で止まったわね……」

　呆あきれ気ぎ味みに、碧が半笑いで言った。

「っていうか、利用なんてできるの？」

「できると考える者はどこの世界でも少なからずいるのではないでしょうか。私は思い上がりも甚だしいと思いますが」

「それはそうですわ。人の手に負えないから、追放するしかないんですもの」

「それは違うんじゃないかな」

　飛ひ露ろ騎きは言った。

「ケンカのことはともかく、手に負えないってのはさ、なんか違う気がする。利用しようとか怖いから追放とか、そんなふうに考えるのがそもそも失敗の元でさ。そうじゃなくて、仲良くしようとか、友達になろうとか、そういう考え方がまず必要なんじゃないかな」

「ホントそれね。ヒロ、いいこと言った。結局、どの考え方も、ロフィーナちゃんをひとりの個人として扱ってないのよね。それじゃ信頼関係なんか築けるわけないわ」

「お姉ちゃんは〆しめ切きり破りまくってると、編集者さんと信頼関係築けないよね？」

「そ、それはね……それをなんとかするのが編集者の仕事なのよ」

「違うでしょ」

「ホント違うよ、お姉ちゃん。お姉ちゃんはそれでよくても、そのせいで仕事が増えたり、残業が増えたり、大変な思いをしてる人がいるんじゃないの？」

「うっ」

　碧みどりが言葉に詰まって、視線を泳がせた。

「あーもう！　今はその話はいいのよ！　とにかく、この国の考え方では、人はみんな幸せになる権利があるの。もちろん、ロフィーナちゃんもね。津つ留る美みちゃんが戸こ籍せきの手配するって言ってたんでしょ？　だったら、この国の国民のひとりとして堂々としてればいいのよ。周りで誰がケンカしていようと、それは変わらないの」

「理屈の上ではそうなのだと思いますわ。でも、そう簡単に割り切れるものではありませんわよ」

「そりゃまあ、ガチでケンカを始めたら国際問題になる人たち同士が小競り合いを起こしてるんだから、僕らもハラハラしたもんね」

　飛露騎の言葉に、別のテーブルでカレーを食べていた客たちがピクリと居心地悪そうに反応した。めざとくそれを見ていた碧が、

「そうだそうだ。ヒロ、もっと聞こえるように言ってやんなさいよ。いい大人がしょうもない縄張り争いで女の子の心を傷つけるなんて最低だって。お前らが世界を滅亡させる気かよ、って！」

「いや、僕はそこまでは言ってないけど……」

「お姉ちゃん、さすがに意図的に聞こえるように言うのは性格が悪いよ？」

「いいのよ、圧倒的な優位に立てるときには畳みかけるように攻め込んで殲せん滅めつするのが鉄則よ。甘さを見せたら反撃されるわ」

「碧のそのスタンスは先日の津留美を追い詰めたときの手腕でも明らかですわね」

「はい。戦乱の世界に行けば、良い軍師や参謀になるかもしれません」

「はっはっは、もっと褒ほめてー。まあ、圧倒的に有利な方にしかつかないけどねー」

「不利になったらすぐ寝返りそうな気がする」

「あと、お姉ちゃんのことだから、美お味いしいお酒と料理でもコロッと裏切っちゃうと思うよ？」

「その様子が目に浮かぶね」

「だよね、えへへ」

「ちょっとー、あんたたち、あたしのことそんなふうに思ってたわけぇ？」

「「うん」」

　綺き麗れいに重なった飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おの声に、碧みどりは顔をしかめつつ、

「……よくわかってるじゃない」

　と仏頂面で答えた。

　くすくすと笑っていたロフィーナだったが、急に真面目まじめな顔に戻って、小さくため息をついた。

「でも、わたくしがこの世界にとっては異物であることに代わりはありませんわ。しかも、世界を滅ほろぼすかもしれない、よくない存在でしてよ？　学まなび舎やに通えるなんてはしゃいでいましたけれど、やめておいて大人しくしていた方がいいのかもしれませんわね」

「ちょ、姫、今さら何言ってるの！」

「だって、学び舎には人がたくさんいるのでしょう？　たくさんの人と関かかわればトラブルも増えるでしょうし、そうなったら飛露騎や紅緒にもっと迷惑をかけるかも……。今でも、色々迷惑をかけているというのに」

「ロフィーナちゃん。それはさすがに、怒るよ？」

　にっこりと笑って、しかし真面目な口調で紅緒が言った。

「ヒロくんも私もお姉ちゃんも、一度でもロフィーナちゃんのことを迷惑だなんて言ってないよね？」

「それは……そうですけれど」

「でしょう？　っていうか、仮に多少迷惑だったとしても、友達のためだもん。別に全然いやじゃないよ。ね、ヒロくん？」

「固い友情で結ばれた親友だしね。それに、可愛かわいい女の子が困ってて世話を焼くのがいやなわけないよね」

　飛露騎の冗談めかした言葉に紅緒は唇くちびるを尖とがらせたが、飛露騎は気づきもせずに、

「まあ、なんていうかさ」

　と言葉を続けた。

「カレーって、大抵何を入れても美味しいんだよね。ほら、メニュー見ても肉から魚から野菜からなんでもありでしょ。チーズも。僕は、カレーの精神でいたいなあ。多少個性の強い人も、仲良しの中にはいた方が楽しいじゃない」

「個性……？　わたくしの滅亡因子が……？」

「うん、個性。背が高いとか、鼻が高いとか、おでこが広いとか、そんなのと一緒。ちょっと変わってはいるけどね」

「あっはっは、いいね、背が高い、鼻が高い、おでこが広い、世界が滅ほろぶ。それがぜーんぶ同列かあ。ま、ちょっとしたコンプレックスで悩むとか誰にだってあるんだから、ロフィーナちゃんももっと気楽にね。あたしなんか、妹がこれで、自分がこれなのよ」

　碧みどりが紅べに緒おと自分の胸を交互に指さした。

「ちょっと、お姉ちゃん、そういうのって品がないと思うの！」

　紅緒が恥ずかしそうに手で胸を隠す。

「まあ、つまり、紅緒の巨乳に男の目が釘くぎ付づけになるのと、ロフィーナちゃんの周りでちょっとアレな大人がケンカを始めるのも、おんなじってことよ。気にしたってしょうがないんだから、ほっとけばいいの。馬鹿だなー、と思っときゃいいのよ」

「僭せん越えつながら、姫様、私もこればかりは皆様が正しいように思います」

「……」

　黙り込んで、ロフィーナはもうその話題については何もいわなかった。

　そのロフィーナが何を思っているのかは、飛ひ露ろ騎きには推おし量はかれなかった。ただ、勘かんの域を出ないが、少しは気が楽になってもらえたような気がした。

「あ、そうだ。碧さん、デザート頼んじゃいましょうよ。凹へこんだときは、美う味まいモノを食べるに限るでしょ」

「あ、そうね。すみませーん、プリン四つ！　あと、バドワイザーお代わり！」

　やがて、陶とう器きの器に入ったプリンが運ばれてくる。

　陶器のフタを開けると、プリンの淡あわい黄色の上でキャラメライズされた砂糖の焦こげた色がひと味違う感を主張している。

　一口スプーンですくって口に入れてみると、飛露騎が知っているプリンとはあきらかになめらかさの桁けたが違っていた。

　濃厚な甘さとともに感じる、とろけるような舌触り。ただ甘いだけでなく、表面の焼けた部分のほのかな苦みが味を引き締めている。そんな味となめらかな食感を楽しんでいるうちに、いつの間にか消えてしまう。

「あ、これはすごい！　すごいね、ロフィーナちゃん」

「本当に、美お味いしいですわね」

　こくり、とロフィーナがプリンを食べながらうなずいた。

「とても白くて、黄色くて、ベージュのような優しい味わいですわ」

　ロフィーナはしみじみと、目を閉じてプリンをしっかりと味わっている。

「この世界には、美味しいものがたくさんありますのね」

　碧は苦笑しつつ、

「まだまだ美お味いしいものはたくさんあるわよ。でも、料理ってそのものの味と同じくらい、誰と食べるかってのも重要なのよ」

　そう言ってビールをあおった。

　と、そこで誰かの携帯電話が鳴った。

「あ、あたしだ」

　碧みどりが携帯電話を取りだして、耳に当てた。

「もしもし……あ、やってます！　今絶好調ですけど、タケノコ事件が……え？　もうタケノコの成長が止まってる!?　っていうか、枯かれた!?」

　碧の顔が蒼そう白はくになる。

「あ、はい、すぐ終わりますって……ええ、絶好調ですから！」

　通話を終えて、碧は強こわばった笑顔のままで、のろのろと携帯電話をしまった。

「どうしよう……世界は滅ほろばないって……」

「お姉ちゃん、世界が滅ぶ前提で行動するのやめようよ」

「っていうか、今から帰って必死に仕事するしかないんじゃない？」

「碧、勤労とは尊いものですわよ」

　ロフィーナにまでそう言われて、碧はがっくりとうなだれるのだった。





金きん目め鯛だいの煮付け







　自室で一人、紅べに緒おはため息をついた。

　勉強机に頰ほお杖づえをついて、何分経たっただろうか。宿題は一向に進まない。

　視線が自然と、机の上に飾られたフォトスタンドたちに吸い寄せられる。

　フォトスタンドは、端から順に、幼稚園の頃の飛ひ露ろ騎きと紅緒、小学校の入学式のときの二人の写真、二年生のときの写真……と続き、今に至るまでほぼ毎年分の写真がところ狭せましと飾られていた。

「うー……」

　紅緒は変なうめき声を上げて、机に突っ伏した。

　明日から、ロフィーナたちが学校に通い始めるらしい。

　そうなれば、ますます飛露騎とロフィーナが仲良くなってしまうかもしれない。

　──いえ、それはいいことなんだけど……。

　どうにも、モヤモヤする。

　原因は明らかに、ロフィーナの言う『友情』だ。

　──あれって、どう考えても『恋』だもんね……。

　少なくとも、津つ留る美みも碧みどりも同じ認識であることを紅べに緒おは知っている。

　碧ともども、津留美から『恋だということは指摘せず、友情だということにしておいてほしい、その方が滅亡的な意味で無難だから』と何度も釘くぎを刺されているのだ。

　確かに、恋は苦しいこともたくさんある、と紅緒は思っている。例えば、好きな人が自分の想おもいにまったく気づいてくれないこととか。

　しかし、本当にそれで済むのだろうか？

　当人の認識はともかく、根底にある感情が恋心なのだとしたら、それに伴ともなう感情の動きは当然あるはずなのだ。

　それが嬉うれしい楽しいだけなら問題はないが、嫉しつ妬とだったり落ち込んだりだってありうるわけで、つまり、紅緒が飛ひ露ろ騎きとの仲を進展させることそのものが世界の滅亡に繫つながってしまうことにもなりかねない。

　──勝ち目がないどころか、不戦敗を強いられてるんじゃ……？

　はあ、とまたため息が漏れる。

　そっと、豊かな胸に手を当てた。

　胸が苦しい。

　ロフィーナのことが嫌いではないだけに、余計に苦しい。

　この苦しさを、切なさをロフィーナが味わってしまったら、世界は滅ほろんでしまうのだろうか。

　それはそれで、なんだかかわいそうな気もした。
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　朝。

　ロフィーナやヴヴと一緒にすっかり津留美も花はな泉いずみ家に住みつき、三人で飛露騎の両親の寝室を占せん拠きよしていた。

　さらには紅緒も隙すきあらばごはんを作ろうとしたり、家事を手伝ったりするために顔を出すので、飛露騎にしてみれば、両親と暮らしていた頃より遥はるかに賑にぎやかな日々になっていた。

　そんなある日の朝。

　いつものように早くから飛露騎が朝ごはんを作っていると、

「いい朝ですわね」

「おはようございます」

　と言いつつロフィーナとヴヴがキッチンに入ってきた。

「うん、おはよう」

　と飛ひ露ろ騎きが振り返ると、ロフィーナもヴヴも高校の制服を着ていた。そして、廊ろう下かからこっそりと津つ留る美みが様子を窺うかがっていた。

「待って、もうすぐ朝ごはんができるから」

「第一声がそれなの!?　あーもう、この朴ぼく念ねん仁じん！　どっちもどっちだけど！」

　言いながら、津留美がキッチンに入ってきて、

「服！　彼女たちの服を見て何か感想はないのかって話よ！」

　と、ビシッと人差し指を突きつけた。

「ああ、そういう……。うん、二人とも似合ってるよ。すごく可愛かわいい」

　それは、飛露騎の偽いつわることない本心だった。そもそも素材がいいのだから、何を着ても様になるんじゃないか、と飛露騎は思う。

　髪の色や肌の色が違うというエキゾチックさが、多少のことは飲み込んで魅力に変えてしまう。少し年長のヴヴも、大人びていることは隠せないものの、それでもきちんと制服を着こなしていた。

「な……え、いきなりなんですの!?」

　ロフィーナは虚を突かれたように驚き、顔を真っ赤に染めた。

「え？　いや、だって〆しめ張はりさんが……」

「飛露騎はそんなことは言わない人だと思っていましたのに、見損ないましたわ！」

「ええっ!?」

　わけもわからず驚く飛露騎に、ヴヴは、

「姫様は、ご自身を褒ほめる者は滅亡怖さにおべっかを使う者だから信用ならない、とお考えなのです」

　至し極ごく冷静に説明した。

「そんな極端な……。今さら姫に媚こびへつらったりしないよ」

「だ、だって、今まで似合ってるとか可愛いなんて言いませんでしたもの！」

「服を買いに行ったときに似合ってるは何回か言ったはずだよ！」

「それは……言われてみれば、そうですわね……」

「姫様も、実は嬉うれしかったのでは？」

　ヴヴに指摘されて、ロフィーナはさらに顔を赤く染めて、

「だって、親しい友人に褒められたら嬉しいに決まってますわっ」

　と唇くちびるを尖とがらせる。

「では、怒る必要もなかったのでは」

「……そうかもしれませんけれど…………」

　最後の方はごにょごにょと聞き取れないくらいのボリュームになっていた。

「飛ひ露ろ騎き様、姫様は飛露騎様たちが対等に、気さくに接してくださることを大変喜んでおいでなのです。しかも、お察しだとは思いますが、飛露騎様は最初に身を挺ていしてまで姫様を守ろうとしてくださいましたので、大変信頼しておいでです」

「ちょ、ヴヴ、何を言い出しますの!?」

　ロフィーナはさらに顔を赤くして声を荒らげる。

　が、ヴヴは主の言葉を完全にスルーして、

「ですので、飛露騎様のいつもと違う様子に冷静さを欠いてしまうくらい焦ってしまわれたのです。どうか、お許しくださいますよう」

「あ、ええと……まあ、別に僕は気にしてないんで……」

「ご……ごめんなさい、わたくしとしたことが早とちりなんて……。今日から学まなび舎やに通うということもあって、少し気が昂たかぶっているみたいですわ」

「あ、いや、うん……」

　ロフィーナの赤面が伝でん播ぱしたのか、飛露騎も頰ほおを朱に染めながら、少し目を逸そらしつつ答えた。

　そんな二人の様子に、ヴヴは満足そうにうなずいた。

「ところで、この制服という服はスカートが短すぎませんか」

　ヴヴがスカートを気にしながら言った。

「これでは、姫様をお守りするための武装がほとんど隠せません」

「あのね……ヴーヴクリコさん、護衛なら私たちがきちんと動きますから、あまり物ぶつ騒そうなものは持ち歩かないでくださいね……」

　少し疲れた顔で、津つ留る美みは懇こん願がんするようにヴヴの肩を叩たたいた。

「と……ところで、なんで〆しめ張はりさんまで制服着てるんですか？」

「え？」

　津留美が「何を言ってるんだ」とでも言いたげな顔で首を傾かしげる。

　そこへ、いつものように、

「ヒロくん、おはよう！　朝ごはんを作りに来たよ！」

　と紅べに緒おもやってきて、キッチンに足を踏み入れるなり、

「えっ。どうしてロフィーナちゃんとヴヴさんだけじゃなくて、〆張さんまで高校の制服を着てるの？」

　そう言って不思議そうな顔をした。

「ちょっと、二人して何よ。ま……まだいけるでしょ……？」

「「……」」

　かなりチープなコスプレにしか見えない、とはさすがに飛露騎も言えなかった。

「何か言ってよ……。これでも私、まだ二二なんだから……。高校を出てたかだか四年じゃない……」

「いや、すでに大学出ちゃってる歳としじゃないですか」

　苦笑しつつ、飛ひ露ろ騎きは言った。

「ええと、あ、でも、その歳で室長ってすごいですよね。ね？」

　紅べに緒おも、なんとか場を取り繕おうと、視線を泳がせながら言う。

「中途半端なフォローは傷口を抉えぐるのよ……」

「で、なんで制服着てるんです？」

「学校でのロフィーナちゃんたちのフォローをあなたたちだけに任せるのも悪いと思って、潜もぐり込むことにしたのよ」

「……あの、まあ、実際高校に入学するのに年齢制限はないですけど……だったら先生とかの方がいいんじゃないですか？」

「あ！　その手があったわ！　早速手配しなきゃ」

「気付いてなかったんですか……」

「うっ。ま、まあ、生徒の方が側そばに居やすいっていうのはあるけど……、今のあなたたちの反応を見る限り、さすがにそっちの方がよさそうだものね……認めたくないけど」

「でも、いきなり先生として赴ふ任にんするなんて、できるんですか？」

　紅緒が首を傾かしげた。

「国家権力をなめないことね」

「……そりゃまあ、姫やヴヴさんの戸こ籍せきとか編入手続きとかをパパッと済ませちゃうくらいだもんなあ……」

「国家権力でも、年齢はどうにもならないんだね」

　紅緒が呟つぶやいた。おそらく、その発言に悪意は一片もない。

「うぐっ」

「大丈夫よ、津つ留る美み、存外に似合っていましてよ」

　きっと気を遣ったであろうロフィーナの言葉が、津留美の心にトドメを刺した。
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　その日は、飛露騎のクラスは大おお騒さわぎになった。

　朝のホームルームで副担任として赴任した津留美が紹介され、そしてロフィーナとヴヴが転校生として紹介される。

　さらに、飛露騎たちにとって、明らかに見覚えがある金髪碧へき眼がんのアングロサクソン幼女までも転校生として紹介されたのである。

「吾わが輩はいはローズ・フォア・カクレー博士なのだわ！　こう見えて、飛び級しまくりの天才なのだわ！」

「ローズさん、自分のことを天才とか言うのはこの国ではあまり褒ほめられたことではありませんよ」

　ぴしゃりと津つ留る美みに言われて、ローズは面白くなさそうに頰ほおを膨ふくらませて、

「日本人は謙けん遜そんとか言って自分のセールスポイントを隠すところがダメなのだわ」

　と聞こえよがしに言った。

「貴国と違って、この国には飛び級制度はないんですけど？」

「少しくらい同盟国に融ゆう通づうをきかせるべきなのだわ！」

　いい大人と幼女が睨にらみ合って火花を散らす。

　が、そんな険悪な空気を他よ所そに、

「おおお、金髪だ……！」

「幼女だ……！」

「小っちゃくてかわいいなあ……！」

　外見だけは可愛かわいらしい幼女の姿に、一部の男子が騒然である。

　可か憐れんでエキゾチックなロフィーナやヴヴの大人びたスタイルにも男子たちの注目が集まって、教室内は大おお騒さわぎ──になりそうなものだったが、静まり返っていた。

　男子のみならず、女子までも、気品漂ただようロフィーナの姿に見とれてしまっているようだった。

「あー、話が進まんなあ」

　担任の教師が苦笑しつつ、

「とりあえずロフィーナ君とヴーヴクリコ君とローズ君の席だが……」

　と言いかけたところで、津留美がそれを遮さえぎるように前に出た。

「おっと。席ですけど、えー、花はな泉いずみ君のとなりにロフィーナ姫……さん。さらにそのとなりに久く保ぼ田たさんは移動して頂ちよう戴だい。この二人はロフィーナさんと知り合いなので、色々サポートしてもらいます。ヴーヴクリコさんもその前か後ろに」

　露ろ骨こつな特別扱いだなあ、と思いつつも、思惑の意図がわかるだけに、飛ひ露ろ騎きも何も言えずに苦笑するしかなかった。

　そして、「まあ外人だし、日本のことがよくわかってないからの措そ置ちだろう」と勝手に理解した生徒たちが津留美の指示通りに席を変える中、ローズはちょこまかした歩き方でロフィーナの前の席に歩み寄り、そこに座っていた生徒に、

「ちょっと名案があるのだわ。ここは吾わが輩はいの席にするのだわ」

　と笑いかけた。

「え、でも、そんな勝手に……」

　戸惑う生徒に、ローズはどこから取り出したのか、銃のような妙な機械を取り出し、銃口らしき先端を向けた。

「……ええと、それは……？」

　戸惑いつつ訊きいた生徒に、

「天才科学者にして希代の発明家の偉業を身をもって試してみる気がないのなら、素直に退どくのが賢明なのだわ」

　不安げに周囲を見回す生徒に、津つ留る美みは、

「悪いけど、席、譲ゆずってあげてくれる？」

　とため息交じりに言って、ローズの手から銃らしき謎なぞ装置をひょいと取り上げた。

「あっ、吾わが輩はいの『眼鏡男子化光線銃』がっ」

「ちょ、何よその変な名前……。っていうか、教室内で恫どう喝かつをしない。あと、原則勉強に必要ないものは持ち込み禁止よ。この物ぶつ騒そうっぽいものは放課後まで預かります」

「横暴なのだわ！」

「生徒になったのなら、学校の規則には従うことね。別に返さないとは言ってないんだから、ただの一時的措そ置ち、別に横暴じゃないわよ。席に関しては一定の配慮もしたんだから、これ以上引っかき回さないでほしいものだわ」

「正論だけに腹立たしいのだわ……！」

「子どもは子どもらしく、大人の言うことを聞いてもらいましょうか」

「子ども扱いはむかつくのだわ！　絶対吾輩より頭悪いクセにー！」

「先生と呼んでもらいましょうか、生徒のローズ・フォア・カクレーさん」

「ぐぬぬ……」

　勝ち誇る津留美と、地団駄を踏んで悔しがるローズ。

　そんな二人に誰もが注目する中、紅べに緒おが小さく漏らしたため息を、ロフィーナは見逃さなかった。
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　休み時間。

「俺が校内を案内してあげるよ！」

「ロフィーナさんって日本人じゃないよね？　どこの国の人？」

「ヴーヴクリコさんって彼氏とかいるんですか!?」

「ろ、ローズさんお友達になってください」

　などなど、クラスメイトたちが転校生三人を中心に輪を形成しかけたのだが──

「姫様にあまり近づかれませんようお願い申し上げます」

　ヴヴが言って身構えると、その左腕がガシャガシャと変形し始めた。

「うるさいガキどもなのだわ！」

　同時に、ローズがまたもや装置を取り出して構えた瞬間、窓からドアから、バラバラと黒スーツにサングラスの外人の一団が一糸乱れぬ動きで突入してきた。そしてクラスメイトの輪を包囲し、拳けん銃じゆうを突き付ける。

「この案件は高度に政治的なのだわ！　ガキどもが気軽に介入できると思わない方がいいのだわ！」

　ローズは机に腰掛けて、まだ短い足を組み、拳銃に見えないこともない装置をクラスメイトに突き付けながらふんぞり返って笑った。

　教室から、ざわめきが消える。

　と、ロフィーナが立ち上がって、ローズが手にした装置に触れ、それを下ろさせた。

「これは武器ですわね？　こんなものを人に向けるのはおやめなさい」

　ローズにとってその行動は完全に予想外だったらしく、少しうろたえながら、

「何を……こ、これは貴女あなたのためなのだわ！」

　と言い訳めいたセリフを口走る。

「わたくしは、そんな扱いは望みませんわ」

　ロフィーナに真まっ直すぐに見つめられてたじろぐローズ、という構図は、傍はた目めには完全にお姫様にたしなめられる家臣、という印象だった。

　そんなところへ津つ留る美みが入ってきて、ツカツカとローズに歩み寄り、

「没収！」

　と言って装置を取り上げた。

「吾わが輩はいの『強制胸元はだけ銃』が……」

「はいはい、学校は部外者立ち入り禁止！　通報されて外交問題になる前に撤収しなさい。ローズさんも、あんまり好き勝手やってると、強制送還するわよ」

「冗談のわからない先生なのだわ」

　ローズはわざとらしくため息をつき、黒服外人たちはすごすごと撤収していく。

　同時に、転校生に話しかけようとしていたクラスメイトたちも、蜘く蛛もの子を散らすように離れていった。

「学まなび舎やというのは、とても賑にぎやかで楽しいところですわね、飛ひ露ろ騎き」

「ええと、うん、まあ、そうだね……」

　楽しそうに微笑ほほえむロフィーナを前に、この一連の騒動はいつもの学校とは違う、とも言い出せずに苦笑いを浮かべるのだった。
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　一つ授業が終わる度に、ロフィーナがとなりの席の飛ひ露ろ騎きに身を寄せて内容の質問をしたり、確認をする。

　そんなことを繰り返しながら、転校初日が進行していく。

　そんな中、紅べに緒おはトイレで手を洗っているときに、「ねえ」とクラスメイトたちから声をかけられた。

「ねえ、あの転校生のロフィーナって子、ちょっと花はな泉いずみにベタベタしすぎじゃない？」

「なんか特別な事情があるっぽいのはわかるけど、紅緒ちゃんは放ほうっておいていいの!?」

「そうだよ！　みんな、紅緒ちゃんの気持ち、知ってるんだからさ！」

　紅緒は蛇口を捻ひねって水を止め、口にくわえていたハンカチで手を拭ふきながら、小さく苦笑いをした。

「仕方ないよ、一番頼れる『親友』なんだから」

「親友って──」

「あのね」

　何かを言いかけたクラスメイトたちの言葉に、紅緒は自分の言葉を被かぶせて制した。

「ロフィーナちゃんのことは悪く言わないで。彼女は、すっごい苦労してるんだよ。なんにも悪くないのに、体質のせいで国を追われて、その後もずっとあちこちを転々として、友達のひとりも作れないでいたの。でも、泣き言一つ漏らさないで、ああやって明るく振る舞ってるんだよ」

「……そりゃ、あたしたちはそういう事情もよくは知らないし、いきなり転校生のことを悪く言いたくはないけどさ」

「うん、だから、何も言わなくていいんだよ」

「でもさ、だからって紅緒ちゃんが遠えん慮りよするのは違うんじゃない？」

「そうかもしれないけど、それは私個人の問題だから」

「そりゃそうだけどさ……」

　クラスメイトたちが不満そうな顔を見て、紅緒はまた苦笑をして──と同時に、トイレの外で走り去るような足音を聞き、ハッとしてドアを開け外に飛び出した。

　紅緒には廊ろう下かの先の角を曲がった誰かの長い髪が、美しい金色だったように思えた。

　──まさか……ロフィーナちゃん……？　聞いてたの……!?

　紅緒は、トイレの前で立ち尽くし、ただただ走り去った金髪の幻影を見続けることしかできなかった。




　紅緒が教室に戻ってみると、教室の前でロフィーナがたたずんでいた。まるで、紅緒を待っていたかのように。

「ロフィーナちゃん……」

　ロフィーナは、紅べに緒おににっこりと笑いかけた。

「心配は要りませんわ。人が集まるところが、賑にぎやかで楽しいだけではないことくらい、知っていますもの。すでに出来上がった派閥の中にわたくしのような者が突然加われば、それを不満に思う者がいるのも当然のことですわ」

「待って、ロフィーナちゃん、誤解だよ。みんなも別にロフィーナちゃんのことを悪く思っているわけじゃ……」

「もちろん、わかっていますわ。でも」

　笑顔のまま、ロフィーナは紅緒の顔を覗のぞき込んだ。

「もし、わたくしが間違ったやり方をしてしまっているなら、教えてくださいな。女の子同士のことは、紅緒に訊きかなければわかりませんもの」

「え、うん、それはもちろん」

「ありがとう。よろしくお願いしますわね」

　くるりと背を向けて、ロフィーナは教室へと入っていった。

「……ロフィーナちゃん、さすがだなあ……」

　人生経験の差だろうか。ロフィーナの大人びた対応に、紅緒はまたため息を漏らした。

　仲良く話す飛ひ露ろ騎きとロフィーナの姿を見ると、胸が苦しくなる。そんな自分がとても器が小さいように思えて、紅緒の気持ちはまた沈んだ。

　──結局、問題は、私の中にあるんだよね……。どうすればロフィーナちゃんみたいに強くなれるのかな……。

　また漏れそうになるため息を飲み込んで、うつむきがちになる自分を奮い立たせるように背筋を伸ばした。
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「姫様、いかがなさいました？」

　教室に戻ったロフィーナに、ヴヴがそう声をかけた。

「いいえ、なんでもありませんわ」

　すました顔でそう答えつつも、ロフィーナはヴヴの観察眼に舌を巻く。付き合いも長くなると、なかなか誤ご魔ま化かしも利かない。

　とはいえ、ロフィーナとて、学校へ通うに当たっていくつもの『良くない事態』は想定している。陰で色々言われることくらいは想定内だし、聞いてしまった範囲では、傷つくほど酷ひどい悪口を言われていたわけでもない。

　そんなことより、ロフィーナにとって気になるのは、紅緒の様子だった。

　今日は朝から、ずっと落ち込んでいるように見える。

　自分に向けられた悪口なんかより、ロフィーナにとっては紅べに緒おのことの方がよほど気になる問題だった。

　その問題は解決されるどころか触れられることさえなく放課後を迎えて──




　その日の夕方、世界的に異常気象が発生した。

　サザエが降り始めたのである。
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　降りしきるサザエで傘がどんどんボロボロになっていく。

　飛ひ露ろ騎きたちがアーケード街に辿たどり着いたときには、すでに降り積もったサザエを除去するために役所がブルドーザーを何台も駆り出していた。

「なんかすごいことになってきたね……」

「雨と違って流れないし、雪と違って溶けないもんね」

「……なんだか申し訳ありませんわ」

「いやあ、姫のせいじゃないよ。気にしない気にしない」

　と、そんな話をしていたところで、飛露騎の携帯電話が鳴った。

　取り出してみると、画面には碧みどりの名前があった。

「はい、もしもし？」

『世界はもうダメね！　だから美お味いしいものを食べに行くわよ！』

「唐突っすね……。お仕事は？」

『余裕余裕』

　本当だろうか、と飛露騎は思った。

　かなり不安を感じる。が、どうせ突っ込んでものらりくらりと調子よく躱かわされるのが目に見えているので何も言わないことにする。

『実はね、ほら、こないだ行った繚りよう乱らん亭てい、覚えてる？』

「あー、白子の天ぷらを食べた居酒屋」

『そうそう。そこのマスターから、良い金きん目め鯛だいが入ったよって連絡が来たのよ』

「え、そんな連絡もらうほどの常連なの!?」

『あっはっは、恐れ入ったか。ってことで、現地集合。場所は覚えてるわよね？』

「あ、うん」

『じゃあ、そういうことで！』

　電話が切れる。

「お姉ちゃん、なんて？」

「ごはんを食べに行こう、だって」

「こんな天気なのに」

　呟つぶやいて、ロフィーナは降りしきるサザエを見つめた。

「まあ、外出は控ひかえた方がいいかもしれないけど、雨でも雪でもなくサザエの日にどうするべきかなんて、誰も知らないだろうしね」

「帰り道の途中ですから、問題ないのではないでしょうか」

「ヴヴの言う通り、どうせ通る道ですわね。それに、美お味いしいものを食べられるなら否やはありませんわ」

　全員が首を縦に振って同意した。

　あの店の料理が美う味まいことはみんな知っているのだ。

　思い出しただけで、口の中に唾つばが湧わき出してくる。その店のマスターがわざわざ連絡までしてくる魚ならば、さぞ美味しいことだろう。

　家から一転、目的地を変更した一行の歩く速度は、心なしか増しているようだった。
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　居酒屋『繚りよう乱らん亭てい』に入ってみると、すでに碧みどりは前回と同じテーブルに着いて、お酒を飲み始めていた。今回は熱あつ燗かんではなく、枡ますの中にグラスを置いて、グラスに溢あふれるほど注そそぎ、たっぷりこぼれた分で枡を満たすという冷や酒の形式である。盛り切り酒ともいう。

「おーい！」

　碧が飛ひ露ろ騎きたちに手を振った。

「お姉ちゃんったら、もう始めてるの？」

「らしいけどね」

「らしいですわね」

「同感でございます」

　そんなことを言いながら、飛露騎たちも席に着く。

　同時に、マスターがお通しをもってやって来た。

「いらっしゃい。はいこれ、お通しのサザエのバター焼きね」

　小こ鉢ばちに入った、キノコと一緒に炒いためられたサザエの身。それが、バターの香ばしさを纏まとっている。

「えっ、サザエなんてお通しで出るんですか!?」

　驚いて訊きく飛露騎に、マスターは笑って、

「たくさん降ってきてくれたから、仕入れ値はタダだよ」

　と答えた。

「あー。や、っていうか、今降ってるのって食べて大丈夫なんですか？」

「開店前に食べてみましたけど、新鮮で良いサザエでしたよ。まあ、念のため、刺さし身みはやめてしっかり加熱することにしましたけど」

「まあ、店主が釣ってきた魚を出す店なんかもあるし、似たようなもんでしょ」

　碧みどりの言葉に、それとこれとは違うのでは、と思いつつ、飛ひ露ろ騎きはメニューのソフトドリンクの項目を開いた。

「じゃあ、僕はコーラを」

「オレンジジュースを頂きますわ」

「私はウーロン茶をください」

「私は碧様と同じものをお願いいたします」

　注文を取り終えて、マスターがテーブルの側そばから去って行く。

「碧、このグロテスクなものはいったいなんですの？」

　ロフィーナは、早速、碧がつまんでいた小こ鉢ばちに興味を示した。

「これ？　自家製イカの塩しお辛から。食べてみる？　でも、ロフィーナちゃんは苦手な系統の味かなあ」

「えっ、これ塩辛なの!?　僕が知ってるのとはだいぶ違うんだけど」

「ヒロが知ってるのって、瓶びん詰づめのとかでしょ？　そりゃ違うわよ。ここのはイカ刺しの胆きも和あえって言った方が正確かもしれないわね。まあ、一切れ食べてみなさいな」

　勧められて、飛露騎は未知の塩辛に箸はしを伸ばした。

　飛露騎が知っている塩辛は、ピンク色のグニャグニャした代物だ。

　しかし、今箸でつまみ上げた物体は、見るからにイカ刺しの形状を保っていた。細切りにされてイカ刺しとして出てくるあれの、一本だ。

　それが、黄おう土ど色いろのタレにまみれているのだ。しかも、そのタレにはとても小さな粒々が含まれていた。

　飛露騎はそれを口に入れた。

　すると、ふわっと柚ゆ子ずの香りが感じられた。次いで、濃厚なイカの胆の旨うま味みと、ほどほどの塩気。飛露騎の知っている塩辛より、ずっと塩味はマイルドだった。

　嚙かめば、しっかりとイカ刺しの歯は応ごたえが残っている。そして、ときおりタレに含まれていた粒々したものが弾はじけて面白い。

「うわ、これもう全然別の料理だ！」

「でしょ」

　にんまりと碧が笑う。

「柚子が爽さわやかでいいね。あと、この粒々……もしかして、とびこ？」

「そう。軍艦巻きなんかにもする、トビウオの卵の塩漬けね」

「なるほどなあ……うん、これは美お味いしい」

　ジッと飛ひ露ろ騎きが食べる様子を見つめていたロフィーナは、意を決したように、

「わたくしも一口頂きますわ」

　とフォークを伸ばした。

　おそるおそる、ロフィーナが塩しお辛からを口に運ぶ。

　ロフィーナは味を確かめるように慎重に咀そ嚼しやくし、

「あら。これは嫌いじゃありませんわ。むしろ……とても美お味いしいですわ！」

　と言って、もう一切れパクリと食べた。

「そうなの？　ちょっと独特の風味だからどうかなって思ったんだけど」

「でも、お姉ちゃん、これ、生臭さや磯いそ臭くささはそんなにしないから、ロフィーナちゃんが苦手な味とはちょっと違うんじゃないかな」

　自身も一口食べてみて、紅べに緒おが言う。

「あ、でも、私はこれ、柚ゆ子ずがない方が好きかも」

　それを聞いて、ロフィーナはまじまじと紅緒を見つめた。

「えっ、柚子って、この爽さわやかな香りのことですわよね？　意味がわかりませんわ。この香りこそこの料理の一番のポイントじゃありませんの？」

「まあ、こればっかりは好みなのよね。ロフィーナちゃんはオレンジジュース好きだし、柑かん橘きつ系けいが好きなのかしらね」

「いずれにしても、これは酒飲みの食べ物であると存じます」

　と、そこへ飲み物が運ばれてきた。

「あ、ついでに食べ物も頼みましょ。何が食べたい？」

「え？　碧みどりさん、何かオススメがあるからって来たんじゃないの？」

「金きん目めね。まあ、それはあとでメインディッシュに頂きましょ。他に何かない？　日本酒飲みとしては、お刺さし身みは頼むつもりだけど」

「お刺身なら、あれがまた食べたいですわ。チュウ……なんとかという、ピンク色の」

　ロフィーナが言った。

「中トロのことね？」

　紅緒の言葉に、ロフィーナは「それですわ」とうなずいた。

「ねえ、ロフィーナちゃん、実は中トロ以上に脂あぶらが乗って美味しい大トロっていうのもあるのよ」

「えっ!?」

　そんな馬鹿な、という顔でロフィーナが碧を見つめた。

「じゃあ、『マグロ三ざん昧まい』はどうです？　大トロと中トロ、赤身と中落ちの四点盛りで、マグロが色々楽しめますよ」

　飲み物を運んできて、注文を待っていたマスターがそう勧めてくれた。

「あ、それいいわね。ひとりのときはちょっと量的に頼みづらいし、いい機会だわ。じゃあ、マスター、それお願い」

「ありがとうございます」

　にこっと笑って、マスターはカウンターの中へと入っていった。

「中トロと大トロは、どんな魚ですの？　やはり、似ていますの？」

　ロフィーナが訊きいた。

「違うよ、ロフィーナちゃん。マグロという大きな魚の、脂あぶらが一番乗っているところと、その次に脂が乗っている部分なの」

　紅べに緒おはそう説明しつつ、スマートフォンで画像検索をかけて、マグロの写真をロフィーナとヴヴに見せた。

　ロフィーナとヴヴは「おおー」と興味深そうに画像を見つめていた。

「ほら、来たわよ」

　マグロ各種の刺さし身みが大皿に綺き麗れいに盛られて運ばれてきた。

　色の違う三種類の刺身が並び、骨からスプーンなどで刮こそげた中落ちは、まるでバラの花のように綺麗に盛りつけられていた。

「じゃ、ロフィーナちゃん、ヴヴちゃん、まずは赤身から食べてみましょうか」

　ニコニコしながら、碧みどりが箸はしで赤身を示した。

　こくんとうなずいて、ロフィーナは赤身をフォークで刺し、ちょん、と醬しよう油ゆをつけてパクッと一口で食べた。ヴヴもそれに続く。

「……さっぱりしていますわね」

「しかし、だからこそこの魚の味がわかるという気も致します」

「まあ、中トロが基準だとそうね。でも、ここのマグロは赤身でもかなり脂が乗ってる部類だけどね」

　碧の言葉に、ロフィーナは「なるほど」とうなずいた。

「赤身が一番好きって人もいるよね」

「赤身はともかく、私は大トロより中トロの方が好きだよ。大トロって最初の一口はいいけど、脂がきつすぎない？」

「あんたねえ、そもそも大トロってバクバク食べるものでもないでしょ」

「あ、確かにそれはそうだね」

　てへ、と紅緒が首をすくめた。

　ロフィーナとヴヴの反応を見た後、飛ひ露ろ騎きと紅緒、碧も赤身を口にする。

　マグロの味と風味が醬油の塩気とともに口いっぱいに広がった。ほんのりと乗った脂がどこかしっとりとした食感を演出し、マグロ自身の旨うま味みを引き立てる。

　飛ひ露ろ騎きもマグロの赤身は何度も食べたことがあったが、ぱさつきも臭みもなく、今まで食べたことがある赤身より何段も上な気がした。

「これは美お味いしいね」

「うん」

　飛露騎と紅べに緒おがうなずき合う。

「ここの店はね、マグロの仕入れにはこだわっていて、場合によっては採算を度外視することもあるそうよ。マグロが美味しくないとその店の刺さし身みは不ま味ずいって思われる、っていうのがあのマスターの信条なんだって」

「なるほど、だからマグロは絶対にいいモノを仕入れる、ってわけだ」

「そういうことね。まあ、このお店は他の魚も大抵美味しいけどね」

　だろうなあ、と飛露騎は店内を見回した。

　前に来たときも、今日も、まだ開店から間もないくらいの時間なのに、ほぼ満席になっている。人気がある証拠だ。そして、人気があるということには、それなりの理由があるものだ。

「じゃあ、次は中落ちを食べてみましょうか」

　碧みどりの言葉に従い、ロフィーナとヴヴは中落ちのバラを崩して、一切れ食べた。

「筋が少ないから、こっちの方が食感がいいですわね」

「そうね。脂あぶらも乗りすぎないし、赤身が好きな人にはたまらない部位よ」

　そして中トロを楽しみ、いよいよ大トロへ。

「……！」

　食べるなり、ロフィーナとヴヴの顔が驚きよう愕がくと幸福感に包まれた。

「溶けましたわ……！」

　幸福そうな顔で、ロフィーナが呆ほうけたように言った。

「どう？　美味しいでしょう」

　ロフィーナは満足げに首を縦に振り、ヴヴはすぐに日本酒を口に運ぶことで同意を示す。

「まあ、その分、お高いんだけどね」

　やっぱり、という顔で、ロフィーナとヴヴは皿に残った大トロを見つめた。

　どれどれ、と飛露騎や紅緒も大トロに手を出した。

　醬しよう油ゆにちょっとつけただけで、脂が醬油に溶け出していく。

　溶けた、というロフィーナの言葉そのままに、ほんの少し嚙かんだだけで口内の体温でさらりとなくなってしまう。

　濃厚な脂の中に感じるマグロの風味。

「うん、間違いない」

「美味しいけど……この脂の罪悪感が……」

「紅べに緒お、魚の脂あぶらは身体からだにいいのよ」

「それは知ってるけど、お姉ちゃん、限度ってあると思わない？」

　そんなやりとりに飛ひ露ろ騎きは苦笑しつつ、

「まあ、紅緒の言うことも少しわかるよ。中トロくらいが一番バランスがいいって気はするよね」

「そう、そうなの！　さすがヒロくん、わかってるね！」

「どっちも美お味いしいですわ」

　そんなロフィーナの言葉こそが真理であった。
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「さあ、本日のメインイベントよ」

　碧みどりがそう言うと同時に、テーブルに運ばれてきた金きん目め鯛だいの煮付けを見て、飛露騎は言葉を失った。

　大きな皿の上に、一匹丸々の金目鯛が、深い醬しよう油ゆ色の煮汁を纏まとって鎮ちん座ざしていたのだ。その赤い胴には十字の切り込みが入り、白い身が煮汁の色に染まっている。皿の底に溜たまった煮汁には、脂の乗り具合を証明するように、キラキラ輝く小さな玉がいくつも浮いていた。

　金目鯛特有の大きな目が、煮られてもなおギョロリと動き出しそうなほどの存在感を放っていた。

「でかっ！　っていうか、てっきり切り身を煮たヤツだとばっかり……」

「せっかくいいのが入ったって言ってくれたんだしね。それに、五人で食べたらこのくらいはすぐなくなるわよ。ひとりだとちょっとしんどいけどね」

「お姉ちゃん、もしかして、それで私たちを呼んだの？」

「うん。やっぱさ、どうせなら尾お頭かしら付きで食べたいじゃない」

「まあ、それで美味しいものをご馳ち走そうしてもらえるなら大歓迎だけどね」

「そうそう、利害が一致してるんだからいいのよ」

　そんな話をしている間、ずっとロフィーナとヴヴは、

「魚……丸ごとですわね……」

「豪ごう快かいでございます」

　と金目の煮付けを凝視していた。

「あれ、ロフィーナちゃんたちの世界では魚を丸ごと調理する文化ってないの？　ま、余計な説明は要らないわよ。温かいうちに食べましょ」

　碧が箸はしを伸ばす。続けとばかり、飛露騎も紅緒もロフィーナも、我先にと金目鯛をつついた。

　ふっくらとした白い身は、箸はしでつまむと簡単に骨から剝はがれた。

　口に入れれば、嚙かむごとに甘辛い煮汁が染しみた皮の部分と、しっとり柔やわらかい身が混ざり合って、金きん目め鯛だい特有の味と香りがブワッと口中の味覚を一色に染め上げる。

「これは……ほんのりと白みがかった黄色……いいえ、それだけでは色が足りない気がしますのに、この味を何色と言えばいいのか……！」

　ロフィーナが感動に目を見開いた。

「姫様、同感でございます。私も、この味を言い表す色を存じ上げません」

「金目鯛って独特の風味があるから、それじゃない？　それが良くて人気の食材だしね」

　上々の反応に上機き嫌げんで、碧みどりが言った。

「うん、なんか煮魚って地味なイメージがあったけど、これはすごいね」

「不思議ねえ。濃いめの甘辛い味付けなのに、なんだか上品な味に感じるの」

「でしょでしょ」

　満足げに、碧はうなずいて日本酒を一口すする。

「この組み合わせがね、もうたまんないのよ」

「心から同意でございます」

　ヴヴも、碧に倣ならって日本酒を飲み、「ほぅ」と愉悦のため息をついた。

「うら若い女の子の好みとしては、それでいいのかなあ……？」

「あー、いいのいいの。大学生でもサラリーマンでも、女の子でもおっさんでも美お味いしいものは美味しいんだから」

　完全に開き直った碧の姿勢に、飛ひ露ろ騎きは苦笑を禁じ得なかった。

「あ、僕、ちょっとトイレ」

　ふと、飛露騎は一度席を立った。

　トイレで用を足して、戻る。そんなにトイレに長居したわけではない。

　にもかかわらず、戻った飛露騎が目にした金目鯛は、もうほとんど骨だけになってしまっていた。

「え、ちょ、みんな食べるの早すぎない!?」

　愕がく然ぜんとした飛露騎に、女子四人は一様に申し訳なさそうな顔をした。

「ごめんねー、つい箸が止まらなくてさ」

「申し訳ございません、お酒も止まりませんでした」

「ひどいなあ。僕、まだ一口しか食べてないのに」

「まあほら、頭のところとか、まだ結構身は残ってるし、目玉の周りとか実は一番美味しいのよ？」

「ごめんね？　お詫わびに、今度煮魚を作ってあげるね！」

「それはやめて」

「ヒロくん、即答は酷ひどいよ」

「だって、紅べに緒おはどうせろくでもないもの入れようとするでしょ」

　そんな話をしている最中に、飛ひ露ろ騎きの頭脳にピーンとある考えが閃ひらめいた。

「じゃあ、残った煮汁は僕がもらっていいね？」

　と四人に念を押し、

「すみませーん！　白いごはんをください！　あと、スプーンも！」

　と店の人に声をかけた。

「ちょっとお行儀はよくないけど……」

　すぐに運ばれてきた白いごはんとスプーン。

　その上に、飛露騎は迷いなく残った煮汁をザバッとかけた。ついでに、頭やヒレの周りに少し残った身を丁てい寧ねいに取って、それも白飯の上に乗せる。

「なるほど、煮汁かけごはんか……。これはやられたわね。絶対美お味いしいわよ」

　少し悔しそうに、しかし楽しそうに、碧みどりが笑う。

「僕もそう思う」

　言いながら、飛露騎は煮汁の色が染しみて白くなくなった白米をスプーンで混ぜ、煮汁を馴な染じませた。

　そして、その茶色っぽく染まったごはんをスプーンですくって一口。

　甘辛さと、金きん目め鯛だいから染み出した脂あぶらの旨うま味み。それらがごはんに染みこんでいるおかげで、嚙かんでいる間中口の中を駆け巡る。

「美う味まい……。なんでだろう、味自体は魚の身を食べたときと同じなのに、ごはんが加わると格別に思える……」

　煮汁味の米を嚙みしめながら、しみじみと飛露騎は言った。

「日本人よねえ。でも、気持ちはわかるわ。まあ、私はこっちのお米が欲しくなるわけだけどね」

　碧が笑いながら、枡ますのお酒を空になったグラスに注そそぐ。

「……」

　ロフィーナはジーッと飛露騎と煮汁ごはんを見つめていた。

　貴族の出ということもあって、普段はとても上品で楚そ々そとしているのに、不ぶ躾しつけもいいところだった。

　何を考えているのかがあまりに丸わかりで、飛露騎は思わず苦笑いをしてしまっていた。

「……一口食べる？」

「わ、わたくしは別に……」

「要らないならいいけど」

　さらに一口食べて、飛ひ露ろ騎きは至福の表情を浮かべた。

　男の子の一口は大きく、煮汁かけごはんはどんどん減っていく。

「ああ……」

　どんどん減っていく煮汁かけごはんを、ロフィーナは悲しそうな目で見つめている。

「ああもう、我慢できませんわ！」

　ロフィーナは飛露騎のスプーンを持った手を摑つかんでぐいっと引き寄せ──、

　ぱくっ。

　直接食いついた。

「「「「え」」」」

　飛露騎と紅べに緒おと碧みどりとヴヴが同時に驚きの声を上げる。

　ロフィーナはそんなことはお構いなしに、煮汁ごはんをしっかりと嚙かんで味わい、飲み込んで、

「ああ、なんて美お味いしい……！」

　と天を仰あおいだ。

　その様を見て、紅緒は一瞬、うつむいて何かを考え込むような顔をした。

　が、すぐに顔を上げて、

「ロフィーナちゃん、ずるい！」












　と声を荒らげた。

「どっちのことを言ってるのかしらねえ。煮汁ごはんか、それとも……」

　ニヤニヤと碧みどりが笑う。

「はいはい、わかったよ」

　飛ひ露ろ騎きは煮汁ごはんが入った茶ちや碗わんとスプーンを紅べに緒おに差し出した。

「ヒロくん、私にはあーんってしてくれないの？」

「……は？」

「あーんってしてくれないの？」

　紅緒に潤うるんだ目で懇こん願がんされて、飛露騎はたじろいだ。

　居酒屋の喧けん噪そうの中、誰も飛露騎たちの方など気にしていないのだが、注目が集まっている気がしてならなかった。

　──下手に断ったら、食い下がられて余計に目立つ気がする……！

　そう考えて腹をくくった飛露騎は、猛烈な照れくささに顔を赤くしながら、一口分をスプーンに載せて差し出した。

「ほい」

　そう言ったのは、照れ隠し以外の何ものでもなかった。

　紅緒はというと、飛露騎が無む茶ちや振りにあっさり応じたことに驚きつつも、やはり顔を真っ赤にして、嬉うれしそうにスプーンをパクリと口に含んだ。

　その瞬間、二人の顔がますます真っ赤に染まる。

「これは良い肴さかなでございます」

「ねー。もうあんたら結婚しちゃいなよ」

　頰ほお杖づえをついて、呆あきれ気ぎ味みに碧がヴヴの言葉に相づちを打った。

「「なっ」」

　飛露騎と紅緒は二人して面食らった。

　が、飛露騎はすぐに照れを隠すように、

「結婚する相手は料理上手がいいから、紅緒の料理が美お味いしくなったら考えるよ」

　と冗談めかした口調で嘯うそぶいた。

「ひどいよ！　ヒロくん、それって一生無理ってことじゃない！」

「もう諦あきらめてるのかよ！　早すぎるだろ！」

　碧はそんなやりとりにひとしきりケラケラと笑って、

「じゃあ、ヒロ、今度はあたしの番ね？」

　と言った。

「は!?」

「もしかして、碧様の次は私もやらなければならないのでしょうか？」

「いや、別に無理強いはしないけど……。とにかく、あたしだけ除のけ者なんてイヤよ？」

「ちょ、碧みどりさん、酔よっ払いすぎなんじゃないの!?」

「いいからいいから、はーやーくー。はい、あーん」

　碧が大きく口を開けて、身を乗り出す。

　と、その拍子に、碧の肘ひじが、日本酒のグラスを倒してしまった。

「わっ！　あ、もったいない……！」

　碧は慌あわててグラスを戻すが、もう遅い。中に入っていた日本酒は、テーブルに広がり、テーブルの縁からポタポタと床に落ちていく。

「もう、お姉ちゃん、何やってるのよ」

　慌てて、紅べに緒おとヴヴがおしぼりでこぼれたお酒を拭ふいた。ロフィーナもそれに倣ならってテーブルを拭き始める。

「というか、碧様、なぜ枡ますからグラスを出してしまったのでございますか？　枡に入れておけばグラスも簡単には倒れなかったと存じますが」

「あ、うん、そうね。いつもは枡が空になっても枡の中にいれとくんだけどね……。ついうっかり」

　碧はぺろり、と舌を出して、

「マスター、ごめーん。お酒こぼしちゃった。床、拭いてもらっていい？　あと、『くどき上手』のお代わりを！」

　と、追加の日本酒を注文したのだった。

「お姉ちゃん、ちょっとは悪びれてよ、もう」

「まあまあ、そう怒んないでよ」

　そんな姉妹のやりとりを見ていたロフィーナが、くすり、と小さく笑った。

「いつもの紅緒に戻りましたわね」

　その小さな一言は、誰の耳にも届かないまま、居酒屋の楽しげな喧けん噪そうの中に溶けて消えていく。




　降りしきっていたサザエは、いつしかすっかり止やんでいた。
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　飛ひ露ろ騎きたちが帰ると、団地の飛露騎の家のとなり──紅緒や碧の家とは反対側──は引っ越し作業の真っ最中だった。

　そしてその引っ越し作業を指揮しているのは、金髪幼女のローズ・フォア・カクレーその人だった。

「あら、奇き遇ぐうなのだわ」

　ローズは飛ひ露ろ騎きたちに気付くと、手を挙あげて白々しくあいさつをした。

「まあ、これからはご近所同士、仲良くしてほしいのだわ」

「あれ、おとなりには吉よし田ださんが住んでたはずじゃ……」

「あの熟年夫婦なら、アタッシュケースにお金を詰めて渡したら、快こころよく退居してくれたのだわ！」

「えー。まあ、銃や変な装置を突き付けて脅迫したとかじゃないならいいけど……」

「やれやれ、また騒さわがしくなりそうね」

　碧みどりが肩をすくめる。

　そして、コンビニの袋を持ってやってきた津つ留る美みの、

「あ、やっと帰ってきたわね。長いこと待たされて、ちょっと合あい鍵かぎの必要性を実感してるんだけど、手配していいわよね？」

　という言葉で、食事の間ずっと待たせていたという事実が明らかになった。

「別に行動を制限する気はないけど、ごはんを食べてくるなら連絡くらいくれてもいいんじゃないかしら」

「あ、そうですね。すみません……」

　そんなやりとりをニヤニヤしながら聞いていたローズが、

「なんだか同どう棲せいしたての恋人同士みたいな会話なのだわ」

　とわざとらしく揶や揄ゆするように言った。

「こ、このマセガキは……っ！」

　顔を真っ赤にして反論する津留美を横目に見ながら、

　──恋人って部分はともかく、そんなに間違ってないから困るんだよなあ……。ご近所の人たちからはどんなふうに見えてるんだろう……。

　と考えて、ため息をついた。

　そして、ロフィーナと紅べに緒おと顔を見合わせる。なんだか意味もなく可お笑かしさがこみ上げてきて、三人はくすくすと白い息を吐き出すのだった。





有頭エビフライ







　金きん目め鯛だいの煮付けを食べた日の夜、風ふ呂ろに入ったあと、飛ひ露ろ騎きは参考書を持ったロフィーナに声をかけられた。

「どうしたの？」

「これ、教えてもらえませんこと？」

　ロフィーナはそう言って参考書を示した。

「あ、もしかして、〆しめ張はりさんが新しいのを用意してくれたの？」

　こくり、とロフィーナはうなずいた。

「わたくしの学力に合った参考書を何冊か見み繕つくろってくれましたのよ」

「あの人、教師はフリなのに、そんなことまでしてくれてるんだ」

「津つ留る美みは、ときどき間抜けですけれど、一生懸命でとても良い人ですわ」

「だね。あ、でも、だったら〆張さんに教えてもらえばいいのに。あの人、なんだかんだいってあの歳としで政府機関の要職に就いてるんだから、相当優秀だと思うよ」

「でも、なんだかいつも忙しそうですし、忙しそうにしていないときは疲れ切っていますし、ちょっと頼みづらいんですわ。今もひっきりなしに電話をかけていますもの」

「あ、そうなんだ。やっぱサザエの後処理とか色々あるのかな。なんかどう処理するかとか国会でも揉もめてるって話だし」

　バスタオルで髪を拭ふきつつ、飛露騎は、

「じゃあ、リビングで待ってて。ええと、日本史だね。僕も教科書とかを持ってすぐ行くから」

「お願いしますわね」

　うなずいて、ロフィーナがリビングへと歩いて行く。

　このとき、このささやかな夜の勉強会が不幸を引き起こすことになるとは、飛露騎もロフィーナも想像だにしていなかった。
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　翌朝。

　勉強熱心なロフィーナに付き合って深夜まで勉強を教えていた飛露騎は、起きるなり時計を見て舌打ちをした。

　まだ学校に遅刻するほど致命的な時間ではない。むしろ、まだまだ余裕だ。

　しかし、

　──寝過ごした。

　そう判断してベッドから跳はね起き、パジャマ姿のまま台所へ向かう。

　そして、

　──遅かった……！

　と飛ひ露ろ騎きは膝ひざから崩れ落ちた。

　リズミカルな包ほう丁ちようの音と、ぐつぐつという音を立てる鍋なべ。

　エプロン姿の紅べに緒おが、ネギを刻む手を止めて、

「あ、ヒロくん、おはよう。もうすぐ朝ごはんができるから、ちょっと待ってね」

　と満面の笑みで言った。

　超ご機き嫌げんで。最高にハッピーという顔で。

　一方、飛露騎の顔には絶望しかなかった。

「って、なんだか新婚さんみたいだねえ。きゃあ、やだー」

　紅緒が自分で言って自分で照れている。

「ヤダーじゃなくて！　鍋！　吹きこぼれてる！」

「えっ」

「そっちのフライパンは何作ってるのさ！　焦こげ臭いよ！」

「あ、うそっ、もう？　まだ卵入れてからちょっとしか経たってないのに」

「何、目玉焼き!?　火が強すぎるよ！」

　そんなこんなで、結果、出来上がった朝食は──

　目玉焼きは黒焦げだった。

　味み噌そ汁しるには、身体からだに良いからと大量の野菜ジュースが投入され、妙に青臭かった。

　特製ドレッシングで仕上げたというサラダは黒くろ酢ずの味しかしなかった。

「……あまり言いたくはありませんけれど……」

「さすがにちょっと……擁よう護ごできかねます」

「うーん、なるほど、これは……」

　朝食を食べ始めて三秒で、ロフィーナとヴヴと津つ留る美みは顔を見合わせた。

「な？」

「……紅緒を悪くは言いたくありませんけれど」

「飛露騎様の仰おつしやる通りでございました」

「私も料理はできないからあんまり言いたくないけど、これは、その……ちょっと困ってしまうわね」

　そんな紅緒作の朝食に飛露騎とロフィーナとヴヴと津留美が沈黙したとき、ガラッとリビングの窓が開き、ベランダからローズが堂々と侵入してきた。

「ミス・紅べに緒お、どうでもいいところで世界を危険にさらすのは感心しないのだわ！　もう少し危機感を持ってほしいのだわ！」

　だが、そこに紅緒の姿はない。

「紅緒ならいないよ」

「なんで作った本人がいないのか、理解に苦しむのだわ！」

「紅緒さんなら自分の家でごはんを食べるって言って一度帰ったわ」

　津つ留る美みの説明を聞いて、ローズは愕がく然ぜんとした。

「紅緒の料理の腕が一向に上達しないのは、自分が作ったモノを自分では食べないからだと思うんだよなあ」

「腕とかそういう問題じゃない気がしますわ」

「だろうね。身体からだを気き遣づかってくれてるのがわかるから、余計にタチが悪いんだよ……」

「健康に固こ執しつするあまり、料理の一番重要な部分を忘れてしまっている気がいたします」

「厚意じゃなく好意というか、下心じゃないの？　まあ、いいけど」

　顔をしかめつつ、津留美は焦こげついた目玉焼きを一口食べた。そして、ジロリとローズを睨にらみつける。

「それより、貴女あなた。どうして紅緒さんの料理のことを知っているのかしら」

　ローズはわざとらしく咳せき払ばらいをしながら、ベランダへ出てからりと窓を閉め、となりの部屋へと帰っていった。

「……盗聴されているわね。今日、学校に行っている間に部下に調べさせるわ」

「盗聴って……そこまでやるんですか……」

「そりゃあ、滅亡がかかってるんだもの」

「あ、そっか。なんか何日か一緒にいて、ほとんど違和感ないし、ちょっと頭がいいだけの幼女って気になってた」

「危ないわねえ。それに図太い。慣れたと思った頃が一番危ないのよ」

「ごもっともです」

　そんな話をしている横で、当の世界に危機をもたらす張本人とその侍女は、

「早く食べないと学校に遅刻してしまいますわね」

「姫さまの仰おつしやる通りでございます」

　全然食が進まない朝ごはんをつつき回しながらそんなことを言っていた。
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「特別教室棟には、この二階の渡り廊ろう下かを使って行くんだ。一階からも行けるけど、一度外に出ることになるから」

　放課後、まだ学校に不慣れなロフィーナとヴヴと津つ留る美みとローズを連れて、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おは校内を案内して回ることになった。

　締め切った窓越しでも、グラウンドで部活動に勤いそしむ生徒たちのかけ声が聞こえてくる。

　──積もったサザエの除去も大変だっただろうに、寒い中ご苦労様だなあ。

　ぼんやりとそんなことを飛露騎が考えていると、

「あれは兵士の訓練ですね？」

　窓からグラウンドを遠目に見て、ヴヴが誰にともなく訊きいた。

「えっ、部活でそんなことするはずないけど……」

　首を傾かしげながら、飛露騎と紅緒は窓の外へと目を向けた。津留美も窓の外へと目をやり、ローズは窓まで背が届かずに、

「み、見えないのだわ……」

　とジタバタしていた。

　が、ヴヴの視線の先では、野球部が熱心に練習をしているだけだった。

「どこにそんな光景が……？」

「棍こん棒ぼうを持って、鎧よろいを身につけた兵士に歩み寄る人が見えましたので」

「あー」

　事情を察して、飛露騎と紅緒と津留美は苦笑した。

「あれは野球っていうスポーツの練習をしてるんだよ」

　なんのことはない、棍棒はバットで、鎧はキャッチャーのプロテクターだった。

「あの棒はバットっていって、ボールを打つための道具なのよ」

　いかにも教師っぽい口調で、津留美が説明する。

「武器ではないのですか」

「まあ、武器としても使えるけど、ヴヴさんには必要ないよね？」

　紅緒がヴヴの左手を見ながら言った。

「いえ、高度な武器ほどメンテナンスも大変ですし、複雑になればなるほど誤作動の危険も高まります。最終的に、故障しようがないほど単純な武器は一番信頼できる、という一面もあるのです」

「武器なんて必要なときにその場で発明すればいいのだわ！」

　そう言って自信満々に胸を張ったローズだったが、

「やめなさい」

　と津留美に即座に釘くぎを刺された。

　そんな騒さわがしい一同のやりとりには混ざることなく、ロフィーナは窓にペタッと両手をつけて、反対側の外の様子を見下ろしていた。

　そっちの窓からは、校門が見える。もう部活動が始まり、どこにも所属していない帰宅部が三々五々帰途につき始めている。

　一人で帰る者、二人で帰る者、五人六人と集団で帰る者。

　そんな生徒の姿を、ロフィーナはジッと見つめている。

「ロフィーナちゃん、どうしたの？」

　紅べに緒おがロフィーナの肩を後ろからポンと叩たたき、ロフィーナ越しに窓の外を見やった。

「何か気になるモノでも見えた？」

「……いいえ、たいしたことではありませんわ」

「あの二人組の女の子？」

「ええ、少し、あの髪が……」

「三つ編み？　編んであげようか？　ロフィーナちゃんの金髪は綺き麗れいだから、きっとすっごく似合うよ？」

「いいえ、そういうことではありませんの」

　ロフィーナは首を横に振った。

「……」

　ため息をついて窓から離れるロフィーナに、紅緒が首を傾かしげた。

　すぐに、ロフィーナはいつものように微笑ほほえみを浮かべた。

　しかし、飛ひ露ろ騎きはなんとなく、その表情には昨日までは見えなかった寂しさの色があるように感じられた。




　校内を一回りして、津つ留る美みは教員としての仕事が残っているから、と職員室へと戻っていった。

　ローズも、何やら用事があるとのことで、そそくさと帰ってしまった。

「まあ、どうせ両方の部下の人がどこかから見張っていたりするんだろうけどね」

「なんだか落ち着かないね」

「……申し訳ありませんわ」

「あ、別にロフィーナちゃんのせいじゃないよ？」

「逆に言えば、何かトラブルに巻き込まれたら、すぐに助けてもらえるってことでもあるし、考えようだと思うけどね。さ、それより、僕らも帰ろうよ」

「……ですわね」

「そうね。じゃあ、帰ったら腕によりをかけて晩ごはんを作ってあげるね！」

「お願いやめて」

　そんな話をしながら、学校を出る。

　しかし、このとき、すでに次なる滅亡の危機が始まっていることに、飛露騎はまだ気付いていなかった。





　　　　＊






　もう陽ひも傾こうかという夕ゆう闇やみの中、団地の入り口では、碧みどりが飛ひ露ろ騎きたちの帰りを待ち構えていた。

「あれ、お姉ちゃん、こんな寒い中どうしたの？」

「あんたたちを待ってたに決まってるじゃない」

「仕事は終わったの？」

　飛露騎の問いに、碧はふんぞり返って、

「ついさっき書き上げて、メールに添付して送ったところよ！」

　と得意満面で答えた。

「え、マジっすか！」

「聞いていたお話では、そんな簡単に片付く作業量ではありませんでしたのに……」

「碧様、さすがでございます」

「お姉ちゃん、偉えらい！」

「えっへん。まあ、おかげでしばらく大学には行けてないけどね！」

「ダメじゃん」

「大丈夫よ、代返もノートも頼んであるもん。それより、これを見なさい」

　碧はスマートフォンにニュースサイトを表示して、飛露騎たちに示した。

『本日一六時頃、かなりのサイズの小惑星が突如コースを変え、地球に接近しているとＮＡＳＡが発表した。アクシズと名付けられたこの隕いん石せきがこのまま進むと明日未明には地球に衝突する可能性が高いとのことで……』

「え、これ、なんか、これまでとは危機の規模が桁けた違いじゃない……？」

「もしかしたら、ロフィーナちゃんは関係ないのかもしれないわ」

「……」

「ま、いずれにしても、どうせなら最後の晩ばん餐さんには美お味いしいものを食べましょ」

　そう言って、碧はさっさと歩き出した。

「さあ、行くわよ。今日はエビフライを食べるって決めてたんだから！」




　そこは、小さな洋食屋だった。

　看板には『洋食のはせべ』とある。

　中に入れば、目に付くのは四、五人が座れるくらいのテーブルがいくつかと、申し訳程度のカウンター。テーブルにはチェック柄のテーブルクロスが掛けてあった。そのテーブルも、カウンターも、もうすでにほとんどが客で埋まっている。

　壁には短たん冊ざくに手書きのメニューが所ところ狭せましと貼はり付けてあり、その紙の古さが店の歴史を物語っていた。

「あら、碧みどりちゃん、いらっしゃい」

　白髪が交じり始めた陽気そうなおばちゃんが、碧を見るなり言って、角のテーブルへと飛ひ露ろ騎きたちを案内した。

　カウンターの奥では、コックコート姿の年配の男性が忙しそうに腕を振るっていた。老夫婦が二人でやっているお店、という雰ふん囲い気きだ。もしかしたら、忙しい日は他の家族も手伝ったりするかもしれない。

「ここのエビフライはすごいわよ」

　コートを脱いで椅い子すに腰を下ろしながら、碧が言った。

「どうせまた碧さんはヴヴさんとお酒飲むんでしょ？　ライスのセットもあるけど、居酒屋のときみたいにのんびり作戦の方がいいのかな」

「まあ、無理強いはしないけどね。でも、例えばセットにしないで、あとからオムライスとかナポリタンを頼むとか、そういう手もあると思わない？　どうせあたしのおごりだし、お得なセットメニューとかを率先して選ぶメリットはあんたたちにはないでしょ。それに、洋食屋さんのオムライスやパスタは美お味いしいぞぉ」

「お姉ちゃんは今日も太っ腹ねえ」

「実際のお腹なかはスリムだけどね。まあ、世界が明日滅ほろぶかもしれないのに、後生大事に貯金してたってしょうがないでしょ。お金は使ってこそ価値があるのよ」

「じゃあ遠えん慮りよなく」

　舌なめずりをしつつ、飛露騎はメニューを開いた。

　そこへ、店のおばちゃんがお冷やを運んできた。

「ご注文は？」

「えっと、あたしはお酒を頼むけど、あんたたち飲み物はどうするの？　ロフィーナちゃんはオレンジジュース？」

「はい、それでお願いいたしますわ」

「私はウーロン茶で」

「あー、揚げ物なら僕もウーロン茶でいいや」

「じゃ、あたしはミュスカデを。グラスは彼女の分と二つで」

「みゅすかで？」

　首を傾かしげるロフィーナに、碧は、

「白ワインの銘柄。果物のブドウから作ったお酒よ」

　と笑って言った。

「あと、この子たちにエビフライ。あたしはコールスローとムール貝のレモンバターを。えーと、何か食べたいものはある？」

「あ、これ食べたいな。ソーセージのグリル」

「じゃ、それも。とりあえずそれで」

「はい、かしこまりました」

　おばちゃんがテーブルから離れて、カウンターの奥に注文を伝えに行った。

「それにしても、高いなあ……。こないだのカレー屋さんと良い勝負だよ」

「確かに、洋食屋さんって妙に高いんだよね。小っちゃい頃にお父さんとお母さんにつれて行ってもらったお店も、こんなお値段だったような気がするわ」

「そうねえ。まあ、手の込んだ料理も多いし、その分美お味いしいとは思うけどね」

　そんな話をしている横で、ロフィーナはずっと大人しかった。

　努めて微笑ほほえみを絶やさないようにしてるが、ときおり心ここにあらずといった感じでうつむき、小さくため息を漏らしていた。

「ロフィーナちゃん、学校でなんかあった？」

　頰ほお杖づえをついて、碧みどりが訊きいた。

　ロフィーナはその質問に少し迷って、申し訳なさそうに、

「……ごめんなさい。きっと、あの小惑星というのはわたくしのせいですわ」

　と消え入りそうな声で言った。

「ほほー。そう言うからには、心当たりがあるわけね。お姉さんに話してご覧なさい」

　碧に優しく見つめられて、ロフィーナは縮こまった。

「もしかして、あの三つ編みの生徒の後ろ姿に、ユキノ様を思い出されたのでは？」

　ヴヴの言葉に、ロフィーナがぴくりと反応した。それは、誰の目にも肯定なのだと受け取れる反応だった。

「ヴヴちゃん、そのユキノってのは誰？」

「はい、ユキノ・ボーシャという名の、姫様と同じくらいの歳としの女性です。前にいた世界で、皆様同様、姫様と仲良くしてくださった唯一のお方でした」

「前の世界のお友達ってことね？」

　紅べに緒おの問いにヴヴは「はい」とうなずいた。

「ホームシック……とはちょっと違うか。でも、姫はそのユキノさんに会いたいって思った、ってことでいいのかな？」

「そう……なのかもしれませんわね」

　ロフィーナは、呟つぶやくような声で言った。

　と、そんなところへ飲み物とコールスローが運ばれてきた。コールスローは千切りのキャベツとニンジン、タマネギを使った西洋風浅漬けとでも言うべきサラダだ。マヨネーズを使うことも多いが、この店では塩と酢と油で味付けしているようだ。

　碧みどりは小こ瓶びんから、自分とヴヴのグラスにワインを注つぐ。

「まあ、言ってみなよ。感じたこととか、思ったこととか、無理に隠さなくていいよ。案外、聞いてもらうだけでもスッキリするもんだよ。あたしも、ヒロや紅べに緒おも、ちゃんと聞くから。ヴヴちゃんだっているし、なんなら、津つ留る美みちゃんでもいいかもね。この場にはいないけど、あの人、ちょっと抜けてるけど仕事熱心だし、ちゃんと向き合ってくれるでしょ」

　言いながら、碧はコールスローを一口食べて、白ワインを飲んだ。

「……わたくしは…………」

　店内の喧けん噪そうに搔かき消されそうな声で、ロフィーナは言う。

「上う手まくやってこられていると思い込んでいましたの。親しくならなければ、別れも辛つらくありませんもの。心も痛みませんもの。でも……」

「まあ、そう簡単に割り切れるもんじゃないわよねー」

「でもでも、私は安心したよ？　前の世界にも、ちゃんとロフィーナちゃんのことを親身に考えてくれる友達がいたんだってわかって」

「あ、それ、わかる」

　紅緒の言葉に、飛ひ露ろ騎きもうなずいた。

「なんていうか、そこまで冷淡な世界って寂しすぎるもんね」

「まあ、あたしはそこんとこは心配してなかったっていうか、きっとどの世界にもロフィーナちゃんのことを案じていた人はいたと思うよ？」

「え？」

　意外そうな顔をするロフィーナに、碧は笑って、

「だって、ロフィーナちゃん優しいじゃん。ちょっとくらい高こう慢まんちきな態度取ったって、そんなのバレバレよ」

　とからかうように言った。

「うっ……。ヴヴ、わたくし、バレバレですの……？」

「いえ、そのようなことはないかと」

「いや、あるでしょ」

「うん、あるよねえ」

　飛露騎と紅緒にまでそう言われて、ロフィーナは不満そうに頰ほおを膨ふくらませ、ヴヴは申し訳なさそうにロフィーナから視線を背けた。

「でも、しょうがないよね。離ればなれになった友達に会いたい、なんて思うことは誰にでもあるしさ」

「そうだよねえ。私も、中学の頃に転校していった子に会いたいなって、当時は何回も思ったもん。同じ世界なら手紙を出したり電話をしたりできるけど、違う世界だとそれもできないから辛つらいよねえ」

「そうね。でも、こればっかりはあたしたちにはどうにもしてあげられないのよね」

「さすがにね」

「それに、ある意味、これはあたしたちのせいかもしれないわね」

「「え？」」

　飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おが首を傾かしげた。

「だって、これまではロフィーナちゃんだってそういうのを感じないように気を張ってたわけでしょ。でも、そこに半ば無む理り矢や理り入り込んで一緒に騒さわぎ始めたのはあたしたちじゃん。そういうことを感じさせちゃった一因はあるんじゃないかな、って思うわけよ」

「そっ、そんなことは──」

　弾はじかれたように言いかけたロフィーナを制するように、ヴヴが、

「そのようなことはございません」

　とキッパリ言い切った。

「先日、姫様が仰おつしやっていました。ご自身が公爵家の跡取りであったなら、あなた方お三方には望みのままの領地や財産を下か賜しできるのに、と」

「ちょ、ヴヴ──」

「あらま。ダメですよー、ロフィーナちゃん。仲良しだからってホイホイなんでもあげちゃうと国が傾くよー」

「わ、わかっていますわ！　ヴヴ、わたくしがいつそのようなことを言ったと──」

「昨日の夜、寝る前に仰いましたが。とにかく、姫様は皆様に大変感謝していらっしゃいます。もちろん、私もです。皆様が責任を感じることなど何一つございません。姫様は皆様のことを大好きでいらっしゃいますので、──」

「ヴヴっ！　い、い、言ってませんわ！　言ってませんのよ!?」

　ロフィーナは真っ赤な顔で、念を押すように飛露騎と紅緒の顔を交互に見た。

「はいはい」

「うふふ、もー、ロフィーナちゃん、可愛かわいいんだから。……まあ、それが問題だったかも、って話なんだけどね」

「う──────！」

　ロフィーナがさらに顔を赤くして、悔しそうな、しかしどこか嬉うれしさも入り混じったような顔でうつむいてしまった。




　飛露騎たちのテーブルに、ちょっと照れ臭く、しかしほっこりした沈黙が訪れた。家族連れや恋人らしき男女たちが織りなす周囲の賑にぎわいが、いっそう沈黙を際立てる。

　と、そこへ料理が運ばれてきた。

「はい、ソーセージのグリルとムール貝のレモンバターね。エビフライはもうちょっと待ってね」

　ソーセージのグリルは、熱々の鉄板の上に大振りなソーセージと、茄な子すやブロッコリーなどの野菜がゴロッと盛られていた。ジュウジュウという焼ける音と、オリーブオイルの香りを放っている。

　一方、ゴチャッとしたボリュームのソーセージのグリルとは打って変わって、ムール貝のレモンバターはとてもシンプルだった。縦長の二枚貝であるムール貝が、バターとレモンの香りがするスープに半分ほど浸っており、その上に刻んだイタリアンパセリが散らしてある。

「酒さか蒸むしみたいですね」

　ムール貝のレモンバターを見てそう言った飛ひ露ろ騎きに、おばちゃんは、

「あー、そうよ。グリルする店もあるけど、うちは白ワインで蒸してるの。それにニンニクとレモンバターで味をつけてるのよ。まあ、洋風酒蒸しね。良い出だ汁しが出てるから、スープも美お味いしいのよ」

　と笑って答えた。

「さ、食べよ食べよ。さすがに、その……ユキノちゃんだっけ？　のことは考えたってどうにかできることじゃないし。ね、ロフィーナちゃん」

「……そうですわね」

　それぞれが、思い思いに料理へとフォークを伸ばす。

　飛露騎はソーセージにフォークを突き立てた。フォークの先端が、ソーセージの弾力に一瞬弾はじかれる。その後、プツッと皮を突き破る。フォーク越しに伝わってくるその手て応ごたえが、すでにもう美う味まさを予感させた。

　一口。

　歯がパリッと皮を破り、熱く弾力のある肉を裂く。その歯は応ごたえがまず美味い。その弾力のあとから溢あふれ出してくる熱々の肉汁が美味い。味付けはシンプルに塩とコショウとオリーブオイル。

「あっ、これ美味い！」

「ホント、もう、美味しいけど、カロリーが……ああ、でも美味しい！」

「この腸ちよう詰づめも美味しいですけど、こっちの野菜も味を吸っていて美味しいですわ」

　フォークを突き立てた茄子をしげしげと眺めながら、ロフィーナが言った。

「茄子は油と相性がいいからね」

「ヒロくん、そう言うからには、野菜も食べなきゃダメだよ。なんなら、帰ってからソーセージが入らないくらい野菜いっぱいのソーセージグリルを作ってあげるよ」

「ソーセージが入ってないソーセージグリルはただの野菜グリルじゃないか」

「ちゃんとソーセージが入っているグリルは美お味いしそうねえ。でも、白ワインにはこっちかなあ」

　碧みどりはムール貝を一つ取り皿にとって、貝から肉厚な身をフォークで引き剝はがし、口に運んだ。

　そして何度か咀そ嚼しやくし、追い討ちのように白ワインをあおる。

「くーっ、これこれ！　マリアージュとはよく言ったもんだわ。もう結婚しろってくらいの相性の良さ！」

　ヴヴもソーセージとムール貝を食べ比べて、ワインを口に含み、

「なるほど、どちらも大変美味でございます。しかし、碧様の仰おつしやる通り、この白い葡ぶ萄どう酒しゆにより合うのは貝料理でございますね。果実酒らしい白と青が入り混じった、まるで空と雲のような色の味でございます」

　そう言いながらしげしげと白ワインのグラスを見つめた。

「相変わらず独特の表現だなあ。碧さん、ムール貝、一個もらっていい？」

「いいよいいよ。どんどん食べな。足りなきゃまた頼めばいいしね」

　では早速、とばかり飛ひ露ろ騎きがムール貝に手を伸ばした。

　肉厚の貝はプリプリ、クニクニとした弾力が歯に心地良い。濃厚なバターの香り、爽さわやかなレモンの香りとニンニクの香りが混ざり合って口いっぱいに広がった。そのどれもが、絡み合うごとに相乗効果で互いを引き立て合う。嚙かむほどに、歯は応ごたえと香りが溢あふれ出し、飲み込んだあとに、独特な磯いその香りが名残を惜しむようにジワッと駆け抜けていった。

「あー、なるほど……」

　アルコールの類たぐいは飲ませてもらえない飛露騎だが、碧の言う「酒に合う」という言葉がなんとなくわかる気がした。

　どうやら、酒には香りや旨うま味みが強い料理が合うらしい。

　そして、

「はい、お待ちどおさま」

　エビフライが運ばれてきた。

　皿には千切りキャベツと少量のポテトサラダを従えるようにして、赤い頭と尻尾しつぽがついた大振りなエビフライが三尾ほど横たわっていた。エビが大きすぎて、皿からはみ出してしまいそうなボリュームである。

　そのサイズ感に、思わず一同の口から驚きよう愕がくの声が漏れた。

「よければこれを使ってね。自家製のタルタルソースよ」

　おばちゃんが小こ鉢ばちのような容器に入ったタルタルソースを脇に添そえてくれる。

「思ってた以上にでかい……！　でも、なんで頭がついてるんですか？　何か、こうした方が美味しくなる理由があるとか？」

「ん？　いやあ、そんなのないない。でもまあ、頭がある方が、なんとなく豪ごう華かに見えるでしょ？」

　あっはっは、と笑いながら、おばちゃんが言った。

「え、それだけですか」

「それだけよ。まあ、強いて言うなら、新鮮さのアピールかしらねえ。エビって、鮮度が落ちるとすぐに頭が取れちゃうのよ」

「あ、なるほど」

　殻を剝むき、衣をつけて、油で揚げ、盛り付ける。これだけの工程を頭がついたままで行えるのは新鮮な証あかしなのだ、とおばちゃんは説明してくれた。

　そのエビの頭を、飛ひ露ろ騎きはフォークとナイフを使って切り落とした。刃を入れると、サクッと衣が音を立てる。

　一口大に切ったエビフライに自家製のタルタルソースを塗ぬって、口へ。

　衣のサクサクとエビのプリプリの二重食感。有頭は新鮮さの証、と豪語するだけのことはあり、エビ特有の生臭さも一切感じない。

　そして、タルタルソースの素晴らしさ。

　荒く刻んだタマネギやピクルスがシャキシャキして心地良い。マヨネーズに近い味でありながら、強めの酸味がフライの油っこさを完かん璧ぺきに拭ぬぐい去る。

「ああ、揚げ物なのに、美お味いしすぎて食べる手が止まらないよう。……でも、エビ自体はカロリーが低いから……」

「このソースが絶品なのですわ」

「こちらのフライもまた、大変にこのお酒に合う逸いつ品ぴんにございますね。このプリプリとした歯は応ごたえがなんとも心地よく……」

　四人が幸せそうにエビフライを頰ほお張ばる姿を、碧みどりはワインを片手にニヤニヤしながら見守っていた。

「ふははは、どうだ、美う味まいだろう」

「なんで碧さんが偉えらそうなんですか」

「逆に、なんで偉そうにしちゃいけないのかわかんない」

「お姉ちゃん、品性を疑われるからそんな尊大そうなことを外で言っちゃダメだよ」

「あんた、ときどき実の姉に酷ひどく辛しん辣らつよね」

　姉にジロリと睨にらまれて、しかし妹は気け圧おされたふうもなく、

「そんなことはないよ？」

　と微笑ほほえんだ。

「まあ、それはともかく」

　そう言って、飛露騎はエビフライとタルタルソースを交互に見つめた。そして、一口分に切ったエビフライを刺したフォークをしげしげと眺める。

「ねえ、姫。このタルタルソース、材料が何かわかる？」

　飛ひ露ろ騎きに訊きかれて、首を傾かしげつつ、ロフィーナはタルタルソースを一口なめた。

「……何かしら？　この細かいものの歯は応ごたえは野菜ですわよね」

「うん、野菜も使ってるね。あとは卵とか。全部陸のものなんだよ。まさか海のエビもこんな出会いが待ってるとは思わなかったかもね。きっと、僕らもそうだし、ユキノさんだっけ？　その人とも、もし姫が普通に生まれた世界で生活していたら出会うこともなかったはずなんだよね」

「なんとなく言いたいことはわかるけど、ヒロ、エビも野菜も卵も出会った時点で死んじゃってるわよ」

「いや、まあ、卵と野菜は断言できない気はするけど、それはともかく、さ。海に住んでるエビだって陸という違う世界に住んでるタルタルソースに出会ったりするんだし、人類の技術は日進月歩だし、いずれそのユキノさんとまた会える日だって来ると思うよ」

「私もちょっと苦しいと思うなあ。ヒロくん、ドンマイ！」

「えー、上う手まいこと言えたと思ったのに」

「確かに、あんまり上手くはないですわね。そもそも、わたくしたちは、このエビがどういうものなのかよくは知りませんもの」

「一度、巨大化して街を襲ったというニュースを見た程度でございます」

「あ、そっか」

　ロフィーナとヴヴにまでそう言われて、飛露騎はがっくりと肩を落とした。

　そんな様子を見て、ロフィーナは「ふふ」と小さく笑った。

「でも、ありがとうございます、飛露騎。わたくしも、そう思いますわ。いつかきっと、必ず──」

「そうそう、その意気ね。あ、おばちゃーん！　あたしもエビフライね！」

　碧みどりが手を挙あげてそう注文する。

　が。

「あ、ごめんね！　今日の分、さっき終わっちゃった」

「え……」

　挙げた手を下ろすことも忘れて、碧はショックのあまり固まってしまった。

「大丈夫ですわよ、碧、エビフライともきっとまた出会えますわ」

「そりゃ明日にでもまた来れば出会えるだろうけど……あーん、あたしのエビフライー」

「もう、お姉ちゃんったら、子どもみたいに……」

「……」

　ロフィーナは小皿に自分のエビフライを一尾載せて、

「わたくしの分、一尾差し上げますわ」

　と碧みどりに差し出した。

「えっ、ロフィーナちゃん、いいの？　マジで!?」

　ロフィーナは、

「もともと碧にご馳ち走そうしてもらっていたんですもの。それに、一人だけ食べられないなんて不公平ですものね」

　と笑顔で答えた。

「では、碧様、これもどうぞ」

　ヴヴも自身のエビフライを一尾、碧に差し出した。

　やれやれ、と飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おも顔を見合わせた。

「碧さん、僕のも持ってっていいですよ」

「私のも一尾、お姉ちゃんにあげるわ」

「えっ、いいの!?　そうすると、あんたらが二尾ずつであたしが四尾になっちゃうわよ」

「別にいいわよ、そんなこと」

「そうそう。こないだから散々ご馳走になってるし」

　碧は小さな取り皿からはみ出る四尾のエビフライを見て、

「あんたたち、みんな良い子ねえ……」

　と目を潤うるませた。

　が、その脇で、四人はメニューを開いて作戦会議を始めていた。

「このエビフライはメチャメチャ美お味いしいけど、一尾を碧さんにパスすればお腹なか的にもう一品余計にいけるよね。僕はオムライスを推したいけど」

「思った以上にボリュームがあったもんね。ああ、でも、カロリーが……」

「私としては、こちらの写真が載っているメニューが気になるのですが」

「そうですわね。これはどんな食べ物ですの？」

「あ、グラタン？　うーん、どう説明したら良いのかな。きっと姫は好きだと思うよ」

　碧はそんな様子に一瞬ぽかんと呆あつ気けにとられて、

「ちょっと待ちなさいよあんたらそういう魂胆かおいぃ!?　あたしの感動を返せ！」

　涙目で吼ほえた。




　そんなこんなで盛り上がっていたとき、五人の遥はるか上、成層圏さえ越えた遥か先で、小惑星が再び不自然に進路を変えた。

　五人がそのことを知るのはもう少し先、幸せな食事を終えて帰宅したあとのことである。





白菜と豚バラ肉のミルフィーユ鍋なべ







　初日のローズの暴挙も含めてクラスメイトたちから恐れられてしまったロフィーナだったが、何日か経たつうちに、少しずつクラスにも馴な染じみ始めてきた。

　体育の授業などで紅べに緒おやローズ以外のクラスメイトと組んで柔軟体操をしたり、チームを組む球技などでルールを教わったりなどが、いいきっかけになっていた。

「ロフィーナさんって、いっつも花はな泉いずみや紅べにちゃんと一緒にいるよね。もしかして、花泉のこと、好きなの？」

　女子トイレでクラスメイトにそう話しかけられて、ロフィーナは首を傾かしげた。

「花泉……ああ、飛ひ露ろ騎きのことですわね？　好きか嫌いかと訊きかれれば、もちろん好きですわよ。大の親友ですもの」

「へ？　親友？」

　予想外の答えだったらしく、クラスメイトはぽかん、と口を開けたまま少しの間フリーズした。

「いやいや。別に隠さなくてもいいって」

「別に、何も隠していませんわよ」

「いや、まあ、じゃあそういうことにしておくけどさ。でもね、大変だと思うよ？　知ってると思うけど、紅ちゃんがべた惚ぼれだもの。美人だし頭も良いし。まあ、料理はちょっとアレだけど。いやー、家庭科で紅ちゃんが作った肉じゃがは……なんていうか、独創的すぎてあたしには理解できなかったわ」

　料理の点について、ロフィーナは実感を込めて深くうなずいた。

「花泉ってさ、そこそこ人気あるんだよ？　なんだかんだで面倒見はいいし、頭も悪くないし。でも、みんな諦あきらめちゃうわけよね。ああも幼なじみの正妻がべったりだとさ、もう打つ手ないじゃない」

「はあ」

「何より、紅ちゃんはおっぱい大きいしね」

「確かに、紅緒のはすごい大きさですわよね……」

　自分の胸の大きさを測るように手を当てて、ロフィーナは同意した。

「ところで、胸の大きさは今のお話となんの関係がありますの？」

「え、そりゃあるでしょ。男の子ってそういうの馬鹿みたいに好きだし」

「この世か……国ではそういう価値観ですの？　ただ大きければいいというものではないと思いますけれど」

「お、ロフィーナさん、いいこと言った！　そう信じたいよね！」

　そのクラスメイトはロフィーナの手を握り、ブンブンと大おお袈げ裟さにシェイクハンドした。

「あ、そうだ。もし紅べにちゃんに対抗するなら、付け入る隙すきは料理かもね。ほら、胃袋摑つかむのが大事って言うじゃん？」

「……胃袋を摑む……ですの？」

　ロフィーナが首を傾かしげる。

「要するに、美お味いしい料理で好きな男を魅了しろってことよ」

「友情にはそんな努力も必要ですの……？」

　ロフィーナは更に不思議そうに首を傾げた。

　が、たびたび見てきた、美味しい料理を食べるときの飛ひ露ろ騎きの笑顔を思い出してなるほどとうなずき、今のところそれで成功しているのは碧みどりなのかもしれない、と思った。
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　休日の午後。

　学校が休みとはいえ、ローズたち合衆国特殊研究チームの『ＭＩＢ』はオフではない。世界の危機は、日曜だろうが祝日だろうが遠えん慮りよしてはくれないからだ。

　一度は怒られてしまったが、再度、隙のない監視体制を敷き直していた。

　花はな泉いずみ家のおとなりさんは、特にローズがいる司令室は、いくつものモニターと盗聴などの機材及び常人には用途の想像さえできない研究機材が所ところ狭せましと並び、もはや集合住宅の一室とは思えない状態に変へん貌ぼうを遂げていた。

「ドクターより通達なのだわ。対象が活動を開始したのだわ。どうやらキッチンへ向かって……これは料理を始めるつもりっぽいのだわ」

　どうやら、飛露騎や津つ留る美み、ヴヴもどこかへ出かけている様子で、紅べに緒おも来てはいない。現在、花泉家にはロフィーナがひとりきりだった。

「うーん、料理が上う手まくいかなければ対象の気分が落ち込んで、世界が滅亡してしまうかもしれないのだわ……。お前たち、滅亡回避のためのミッションを発動するのだわ！」

『了解、極上食材を揃そろえてそれとなく提供することを提案します』

『自分は上質な牛肉を確保に向かいます』

『では野菜はこちらで手配を』

『信頼できるレシピ本を差し入れることを提案します』

『そういうことなら、自分は秋葉原へ行ってきます』

　次々出てくる提案にローズは満足そうにうなずいた。

「いい返事なのだわ。あ、アキバに行くと言ったスティーヴは、忘れずに『あんまんマン』のフィギュアを入手してくるのだわ。色違いの限定バージョンも！」

　かくして、今日も世界の平和のために、ローズたちは忙しく動き始めた。




　やがて、ローズが監視する花はな泉いずみ家のチャイムが鳴り、何やら荷物が届けられた。おそらくは、食材調達を上う手まく遂すい行こうし、自らの手で宅配便を装い届けたのだろう。

（さあ、その段ボール箱を開けて、最高の食材で思うまま料理を楽しむといいのだわ！）

　このとき、ローズは確信した。

　ロフィーナにあの素晴らしい食材で料理を楽しんでもらえば、世界の危機は訪れないだろう、と。

　だが、モニターに映るロフィーナは、キッチンに運び込んだ段ボール箱をためつすがめつするばかりで一向に開こうとしない。

（なぜか開けようとしないのだわ……？）

　少し考えて、ローズはハッと気がついた。

　ロフィーナは、立場的には居い候そうろうなのだ。飛ひ露ろ騎きがどう思っているかはさておき、飛露騎の家に届いた荷物を事情もわからない居候のロフィーナが勝手に開けるというのは、さすがにやらないのではないか。

　……段ボール箱を観察するロフィーナの様子を見るに、そもそもそれがなんなのかわかっていない可能性も捨てきれない。

（ということは、このままでは食材を届ける作戦は全部失敗なのだわ……。最悪、忍び込んでアタシが箱を開けるしかないのだわ……）

　しかし、一度飛露騎や津つ留る美みに盗聴や侵入を咎とがめられているローズである。その最終手段の決行に伴ともなうリスクは計り知れない。

　そこまで考えて、ローズは通信機に手を伸ばした。

「ドクターより各位、対象は箱を開けそうにないのだわ！　作戦の根本的な見直しが必要なのだわ！」

『了解。なんてこった、せっかくの神戸ビーフが！　しかも、このまま常温で置きっ放しにされては、いかに冬とはいえまずい気が……』

「そんなすぐに悪くはならないと思うけど、品質が劣化するのはもったいないのだわ」

『野菜の配送を一時中断します』

『レシピ本も届けるだけじゃダメってことか……』

『限定フィギュア、入手しました！　イエーッ！』

「スティーヴ、よくやったのだわ！」

『それはともかく、レシピに関しては、さりげなく料理番組をキッチンのテレビで流すというのはどうでしょう』

「確かに、それなら箱を開けなくても見てもらえるのだわ！　ふふふ、こんなこともあろうかと、花はな泉いずみ家の家電はいつでもコントロールできるように細工してあるのだわ。早速、決行なのだわ！」

　花泉家の台所に設置されたテレビの電源を強制的にオンにして、この時間帯はどこの局もやっていない料理番組を流す。

　普通に考えればかなり無む茶ちやな作戦だが、そこはそれ、大国お抱えの特殊研究チームである。技術も機材も最高峰であり、おつむの方向性以外に死角はない。

「いざ、作戦開始なのだわ！」

　監視映像のモニターの中で、ロフィーナは突然勝手に点ついたテレビにビックリして身を強こわばらせた。

　だが、それもつかの間、ロフィーナはテレビのリモコンを手に取り、迷わずテレビの電源をオフにした。

「消されたのだわ──────ッ!?　なんで？　なんでなんで……!?」

『……勝手に点いたからじゃないですかね。自分も、何か作業してるときに勝手にテレビが点いたら即消すと思います。気き味み悪いですし』

「くっ、それは盲点だったのだわ……！」

　やがて、それぞれ無線機の向こうで任務に就いている部下たちも何も言わなくなり、場を沈黙と互いの息づかいだけが支配するようになる。

「それにしたって、これから料理をしようっていうところにちょうど料理番組をやっていたら、普通はラッキーって思うはずなのだわ！　あーもう！」

　文句を言って事態が改善するわけでもない、と知っていても、言わずには居られないことだってある。

　万策尽きたのだわ──。

　ローズは一度瞑めい目もくし、腹をくくった。

「吾わが輩はいは、お前たちという研究チームを持てて幸せだったのだわ……」

『博士……？　いきなり何を』

「お前たちは今日も吾輩の命令であちこちかけずり回っていたのだわ。その努力を、リーダーである吾輩が無む駄だにするなんて、許されることではないのだわ……」

『まさか……博士、アンタ死ぬ気じゃ……』

『そんな、博士……』

『いくら自分たちがロリに興味がないからって、死に急がなくても……』

「それは一切関係ないのだわ」

　言いながら、ローズは立ち上がって身み支じ度たくを始めた。

　身支度をしながら、

「止めるんじゃないのだわ」

　と口の端を歪ゆがめて笑い、言った。

『博士、まさか、お一人で……？』

「今回のケースは単独で身軽に徹した方が成功率が高いはずなのだわ。お前たちはどこか暖かいところで待機してるといいのだわ」

『そんな……』

「それから、もし吾わが輩はいが明日の朝まで戻らない場合は、ステイツに連絡して、後任の派は遣けんを要よう請せいするのだわ」

『博士……』

「仮にそうなったら、新しいチームリーダーさんによろしく言ってほしいのだわ……」

『『『『博士ぇぇぇぇ────ッ！』』』』

　そして、ローズは引き止める部下たちの声を背中で聞きながら、黙ってその部屋を後にした。





　　　　＊






　ロフィーナは途方に暮れていた。

　そもそも、ロフィーナは料理をほとんどしたことがなかった。

　貴族の家に生まれたため元の世界では料理を覚える必要もなく、ほとんどの世界では追放までのわずかな期間は「滅亡回避のため」と、不自由のない生活を与えられた。

　場合によっては追放された直後などに不自由することもあったが、たいていはヴヴがどこからか食料を調達してきてくれた。

　だから料理を学ぶ機会はほとんどなかったし、必要もなかったのである。

　しかも、来て間もないこの世界のこと、食材や調味料についてもほとんど知らない。

「これは……どうすればいいんですの……？」

　とりあえず冷蔵庫からいくつかの食材を取り出して並べてみても、煮ればいいのか焼けばいいのか、それどころか切り方さえわからない有り様だった。

　とりあえず、これまで食べて美お味いしかったものを思い出してみよう、とロフィーナは目を閉じて記憶を手繰った。

　刺さし身み、特にトロと言われるマグロの刺身はとても好みだった。刺身は生の魚を切っただけのものだし、それなら作れそうに思えるが、そもそもどれが生で食べられるのかがわからない。

　では、白子の天ぷらは？　エビフライもそうだが、これらは『揚げ物』というジャンルの料理であるらしい。だが、それをどうやって作るのか、ロフィーナには皆目見当もつかなかった。

　カレーに至っては、あのドロドロしたルーの原材料さえわからない。

　あとは──

「煮付け……」

　煮付ける、というからには、魚を煮ればいいのだろう、という予想はついた。しかも、ロフィーナが見た金きん目め鯛だいの煮付けは、一匹丸々を煮た料理だった。切る必要すらない。

　──煮魚ならできるかもしれませんわ……。

　そう考えて、冷蔵庫から出してきた食材を見た。

　トマト、カボチャ（四分の一）、白菜、キャベツ、マッシュルーム、ハマチ（切り身）、卵六個入りパック、などなど。

　丸々一匹の魚など、どこにも見当たらない。

　もう一度冷蔵庫の中を見るが、やはり丸々一匹の魚はどこにもない。

「どうしましょう……」

　いきなり頓とん挫ざして困っていると、背後からガサリと音がした。

「？」

　ロフィーナが冷蔵庫のドアに手をかけたまま振り返る。

　今、この家にはロフィーナの他は誰もいない。津つ留る美みは仕事で朝から出かけているし、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おが「醬しよう油ゆが切れたから買い物に行くけど、一緒にどうか」と誘ってくれたのも、ヴヴだけを同行させ、こうして料理の特訓をするために断って留守番を申し出たのだ。

　なのに、何か音がした。

　見回すと、先ほど受け取ってテーブルの上に置いた「お届け物」とやらの段ボール箱のフタが、半分開いていた。

「勝手に開くような仕組みでもありますの……？」

　しっかりテープで留とめられていた気がするのだが、とロフィーナは首を傾かしげた。

　だが、台所の中にはロフィーナ以外は誰もいないし、そんな大層な仕掛けが施ほどこしてあるようにも見えない。

　首を傾げながらも、この世界ではそんな自然現象もあるのかもしれない、と思って、ロフィーナはもう一度、冷蔵庫の中に目を戻した。

　──ガサッ。

　再度、背後で音が聞こえて、ロフィーナはバッと振り返った。

　テーブルの上の箱が横になり、中身がテーブルの上に転がり出ていた。ラップにくるまれた大きな牛肉のリブロースブロックと、三さん元げん豚とんのバラ肉のブロックが。

「動物の肉……ですわね……？」

　もしかしたら、この箱に生き物が入っているのではないか、とも考え始めていたロフィーナだったが、その考えは手さえ触れる前に否定されてしまった。

　──それとも、この世界の動物はこんな状態になってもなお動き回るのだろうか。

　想像するだに怖いその仮説に、ロフィーナは身み震ぶるいした。

　今はジッとしているこの肉が、背中を見せた瞬間に襲いかかってくるかもしれない。

　ロフィーナがそう考えた瞬間、もぞり、と牛肉が動いた──ような気がした。

「……!?」

　やはり動くのか、とロフィーナは身を強こわばらせた。

　──まだ生きていますの……？　まさか、襲ってくるなんてことは……。

　だとしたら、この世界の料理ができる人はすごい、などと考えているうちに、豚肉までがテーブルの上を這はいずり回り始めた。

　もはや気のせいではない。

　牛肉と豚肉が、確かにテーブルの上で生きているかのように動き回っていた。

　まるで、金縛りに遭ったように身動きが取れなかった。今、襲いかかってきたら抵抗できない、とロフィーナが戦せん慄りつした瞬間──、

　天井から、金髪の幼女がロフィーナを庇かばうように降ってきた。

「吾わが輩はいの後ろに隠れているのだわ！」

「ローズ……？」












「安心するのだわ、貴重なサンプルであるお姫様には指一本触れさせないのだわ！」

　拳けん銃じゆうのような装置を抜き、テーブルの上にそれを向けて身構え、ローズは肩越しにロフィーナを見てニヤリと不敵に笑った。

　その瞬間、玄関のドアが乱暴に開け放たれる音が聞こえてきた。

「姫！　大丈夫!?」

「ロフィーナちゃん、何があったの!?」

「姫様、ご無事でいらっしゃいますか!?」

　飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おとヴヴが叫びながら台所に駆け込んできた。

　親しい人たちが駆けつけてくれた安あん堵どから、ロフィーナはその場にヘナヘナと座り込んでしまった。
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　ロフィーナとローズからかいつまんだ話を聞いて、飛露騎は、

「なるほど」

　とうなずいた。

　ちなみに、牛肉と豚肉は段ボール箱の中に押し込めて、雑誌やら何やらを乗せて重しをしてある。その中では、まだ動き回っているのか、ときおりドタバタと音が聞こえてきた。

「料理をしようとしてる姫に気を利かせて食材を届けたら開けてもらえなかったらから、忍び込んで箱を開けて気づいてもらおうとした、と」

「わ、吾わが輩はいはよかれと思って……」

「で、箱を倒して肉を出したところまではよかったけど、なぜか肉が動き出して姫が怯おびえてたから助けに入った、と」

　言い終えて、飛露騎はため息をついた。

「私たちも、近くのスーパーで精肉売り場のお肉が一いつ斉せいに動き出したのを見て、急いで帰ってきたんだよ」

　紅緒の言葉に、ローズが、

「そんな……動いたのがこの肉だけじゃなかったなんて、驚きなのだわ……」

　と大きな目を見開いて言った。

「です。それで、こんな不思議な現象はきっと世界の滅亡の前触れだろう、と思って」

　飛露騎はテレビのリモコンを手に取り、電源を入れた。そして、ニュースをやっている局を探す。

『世界各地で精肉が暴れて人を襲うという謎なぞの現象が起きている模様です。スーパーマーケットやデパートの食品売り場には近寄らないようにしてください！』

　テレビの画面の中で、大型店舗から逃げ出してくる客たちをバックに、女性アナウンサーが困こん惑わく気ぎ味みにまくし立てていた。

「ごめんなさい……。またやってしまいましたわね……」

　ロフィーナがうつむいた。

　その瞬間、

「いいえ、今回はロフィーナちゃんは悪くないと思うわよー？」

「そうね。世界を守るとか言いながら、彼女を怖がらせたどこかの国のエージェントが全面的に悪いわ」

　そう言いながら、碧みどりと津つ留る美みが台所に入ってきた。

「盗聴はダメだって前に言ったわよね？」

　ジロリと津留美に睨にらまれて、ローズはバツが悪そうに目を背けた。

「カメラを仕掛けるなとは言われてなかったのだわ」

「言われなきゃわからないの!?　だいたい、どんな理由があっても銃なんか振り回していいはずないでしょ！　ここは合衆国じゃないのよ!?」

「吾わが輩はいの『汗がキラキラ爽さわやかになる光線照射装置』を銃なんかと一緒にしないでほしいのだわ！」

「そんなものでどうやってロフィーナ姫を守る気だったのよ!?」

　飛ひ露ろ騎きは漫才じみた言い合いを始めたエージェント組に肩をすくめつつ、

「それにしても、姫、どうしていきなり料理をしようなんて思ったの？」

　と訊きいた。

「それは……」

　ロフィーナは少し言い淀よどんで、

「お料理ができるようになれば、飛露騎のお手伝いができると思ったからですわ」

　と答えた。

「別に、そんな気の遣い方はしなくていいのに」

「しかし、姫様が料理を習得なさったら、紅べに緒お様が料理をなさる機会も減るのではないでしょうか」

「姫、是非とも料理を覚えて！」

「二人ともひどいよ！」

　そんなやりとりの横で、碧が段ボール箱に耳を当てつつ、

「大人しくなったみたいだわね。ニュースでも事態は沈静化してるみたいだし、ロフィーナちゃんの気持ちが落ち着いてきたからかしら」

　と呟つぶやいた。

「まあ、この件はこれで解決ってことでいいんじゃないの？　津留美ちゃんも、お説教はその辺でいいでしょ。悪気があったわけじゃないんだし」

　碧みどりにそう言われて、津つ留る美みは不満げな顔をしつつも、素直に従った。どうやら、碧にかなり強い苦手意識が芽生えてしまったらしい。

「あ、そうだ。それより、担当からすごくいいものもらったんだけど、あんたらも付き合いなさいよ。ちょっと持ってくるから待ってて」

　碧はそう言って身を翻し、勢いよく玄関から出て行って、勢いもそのままに舞い戻ってきた。

　そして、手にした日本酒の一いつ升しよう瓶びんを掲げて見せた。

「どうよ、獺だつ祭さいの磨き二割三分よ。高いわよ、この酒は！」

「ちょ、知ってるわよ、その酒……！　以前、首相が合衆国の大統領に贈おくったっていう、超有名な地酒じゃない……！」

「あらー、津留美ちゃん、よく知ってるわね。っていうか、いけるクチね？」

「……だって、お酒でも飲まなきゃやってられないことが多くて……」

「あらら、宮仕えも大変ねえ」

「吾わが輩はいはお酒なんかに頼らなくても、楽しく国に雇やとわれているのだわ」

「あんたは好き勝手やりすぎなのよっ」

「はいはい、ケンカしないの。ねえ、ヒロ、なんかお酒に合うもの作ってくれない？　せっかく良い酒があるんだし、今日は家飲みよ！」

「なんで僕の家で……」

「もう、お姉ちゃんったら……。申し訳ないから、お料理なら私が──」

「却下」

「それだけは認めるわけにはいきませんわ」

「紅べに緒お、お姉ちゃん怒るわよ？」

「私からもお止やめくださいますようお願いいたします」

「貴女あなたに任せるなら、私が自分でやるわよ」

「……確かに、あんな黒くろ焦こげの目玉焼きを作る人の料理はノーサンキューなのだわ」

　飛ひ露ろ騎きとロフィーナと碧とヴヴと津留美が、言い終わるのさえ待たずに完全否定する。

「みんな、そんなにストレートに言わなくても……」

「なんであんたの料理は一向に上達しないのかしらねえ。他のことは、たいていちょっと頑がん張ばれば器用にこなせるようになるのに」

　碧がため息交じりに言う。

「でも、きっと明日には朝ごはんを作ろうと乗り込んでくるんじゃありませんの？」

　これまでの紅緒の行動パターンを見てきたロフィーナが断言した。

　それについては、飛露騎も素直に、

「だろうね」

　と相づちを打っていた。

　そのめげない心だけはすごいな、と飛ひ露ろ騎きは常々思っている。ちょっと迷惑ではあるのだけれども。

「じゃ、何か作るよ。ええと、姫も一緒に料理する？」

　パッと明るい顔で、ロフィーナはこくこくとうなずいた。

「ヒロくん、どうして私は一緒に料理しようって誘ってくれないの……？」

　不満げに言う紅べに緒おに対して、紅緒以外の全員が不満げな顔をする。

　──さすがにちょっとかわいそうかな……。

「じゃあ手伝ってもらうけど、味付けには手も口も出さないこと、言われていないことを勝手にやらないこと、この二つは絶対に守ってね。いい？　この二つを守らなかったらマジで怒るけど」

「うん……。ヒロくん、ありがとう」

　涙目で紅緒に言われて、飛露騎は照れ臭くなって視線を逸そらした。
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　エプロン姿のロフィーナと紅緒を従えて台所に立ち、飛露騎は、

「さて、どうしたものか」

　と思案を巡らせた。

　ロフィーナには料理の楽しさを味わってほしい。やはり料理をして一番嬉うれしいのは、食べた人に美お味いしいと言ってもらうことだ。そして、それは紅緒にも是非知ってほしいところだ。

「そうだなあ……鍋なべを作る前に、飲のん兵べ衛えたちのためにおつまみを作ろう。紅緒、キャベツを取って」

「うん、いいよー。……はい」

　紅緒が冷蔵庫から取り出したキャベツを飛露騎に手渡した。飛露騎はそれをまな板の上に置く。

「じゃあ、このキャベツを二人で切って。一口大くらいになればいいから。こんな感じで」

　飛露騎はキャベツを真っ二つにして、その片方を二、三回ザクザクと切って見せた。

「紅緒、姫に包ほう丁ちようの遣い方を教えてあげて。怪け我がをしないように気をつけてね」

　そうして二人に仕事を振って、飛露騎はせっかくなので、ローズが届けさせたという肉を使おうと、台所のテーブルの上に予備のまな板を置いて、豚バラのブロックを薄切りにし始めた。

　作業に没ぼつ頭とうすることしばし、ふと手を止めて二人の方を見やると、ロフィーナがぎこちなくキャベツを切っているところだった。

　脇で、紅べに緒おが、

「ほら、キャベツを押さえる手は猫の手にしないと危ないよ」

　と口を酸っぱくして言っている。その背中からもハラハラしている感じが伝わってきて、なんだか仲の良い姉妹のようだった。

　ザク……ザク………………ザク、と、聞こえてくる音もリズミカルとは言い難い。

　やがてロフィーナが振り返り、

「切り終わりましたわ！」

　と、やり遂げた顔で言った。

「どれどれ」

　まな板の上のキャベツを見れば、あちこち大きさが不ふ揃ぞろいで苦戦のあとが見て取れた。しかし、初めてにしては上出来だろう、と、飛ひ露ろ騎きは「ＯＫ」とうなずいた。

「じゃあ、切ったキャベツをこのボウルに入れて」

　そう言って、飛露騎はザルとボウルを手渡した。そして棚をガサゴソやって、小さな袋を取り出した。

「ヒロくん、それはなあに？」

「塩昆布」

　刻んだ昆布に塩をまぶして乾燥させたものである。市販品だ。

「これを……んー、二つまみくらいかな」

　飛露騎は塩昆布二つまみを、ロフィーナがキャベツを入れたボウルに投入した。

「それと、ゴマ油を少々」

　やはり、ボウルに投入する。

「あとは、味がまんべんなくなじむように混ぜて」

「じゃあ、混ぜますわ」

　ロフィーナと紅緒が菜さい箸ばしを手に、二人してキャベツを混ぜ始めた。

「味見してみたら？」

　僕がそう言うと、二人は顔を見合わせて、キャベツを一切れずつパリパリと囓かじった。

「……美お味いしい」

「ホント、塩昆布と混ぜただけなのに……」

「昆布自体、旨うま味みをたっぷり含んでるしね。塩味も塩昆布に充分ついてるし。少し時間を置いて味がなじむともっと美味しくなるよ。でもまあ、早く何か出しておかないと碧みどりさんうるさそうだから」

「そうねえ。じゃあ、ロフィーナちゃん、お皿に盛りつけよっか」

「わかりましたわ」

「そのまま碧みどりさんたちのところに持って行っちゃって」

「うん」

　ロフィーナと紅べに緒おは二人して『キャベツの塩昆布和あえ』を碧たちが待つリビングへと運んでいく。

　台所に戻ってきたロフィーナは興奮気ぎ味みに飛ひ露ろ騎きに駆け寄った。

「碧たちが、美お味いしいって言ってくれましたわ！」

　嬉うれしそうにロフィーナが笑う。

「よかったね」

「お料理って楽しいですわね！」

「で、初めて作った料理を美味しいって言ってもらった気分はどう？」

　飛露騎はロフィーナの後ろでにこにこと微笑ほほえんでいる紅緒に訊きいた。

「嬉しいけど、なんだか複雑。だって、ヒロくんの指示に従ってただけなんだもん」

「料理って最初はそういうもんだよ。レシピ本とかを参考にして、そのまま作ることから始めた方がいいんだって。あと、味見はすること」

「うん、これからはレシピ本を参考にしながら、ヒロくんの健康を考えるね！」

「だから……」

「紅緒、ごはんは美味しい方がいいと思いますわよ」

「もう、ロフィーナちゃんまで」

　冷静に正論を吐くロフィーナに、紅緒が唇くちびるを尖とがらせる。

　そんな二人を見てやれやれと笑いつつ、

「さて、じゃあ、鍋なべもやっちゃいますか」

　飛露騎は袖そでをまくり直した。
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「そろそろいいかな」

　そう言いつつ、飛露騎はコタツの上に鎮ちん座ざしたガスコンロの上で火にかけていた土鍋の蓋ふたを取った。

　湯気とともに、ふわっと生姜しようがの香りが立ち上る。

　土鍋の中では、白菜と豚バラ肉が交互に並び、層を成していた。

　具はそれだけ。

　土鍋一杯にぎっちりと詰まった白菜と豚バラ肉は、まるで大輪の花のようにも見えた。

「ほへー、綺き麗れいな鍋なのだわ」

　感嘆の声を上げたローズは、日本酒を酌み交わす碧みどりとヴヴと津つ留る美みの輪に交じって、コーラを片手に塩昆布キャベツをポリポリと囓かじりながら言った。

「白菜と豚バラ肉のミルフィーユ鍋なべだよ。味はついてるから、そのままどうぞ。あ、でも熱いから気をつけて」

「ずいぶん手の込んだ鍋を作ったわね」

　感心したように、津留美が言う。飲んだ量がどのくらいなのかは飛ひ露ろ騎きには知る術すべがないが、津留美の顔には酒の影響が何一つ出ていなかった。

「別に、手なんかかかってませんよ」

「でも、切った白菜と豚肉をこうやって綺き麗れいに並べるのは大変でしょう？」

「逆です。剝はがした白菜の葉と肉を五層か六層分くらい重ねてから切って、それを土鍋に並べただけです」

「え」

「ちょっとー、津留美ちゃん、まさか一枚一枚並べたと思ったの？　あーあ、ご多分に漏れず公務員的ねえ。何かもっと上う手まいやり方があるんじゃないかって常に疑わないから、お役所仕事は無む駄だが多くなるのよ」

「それは同感なのだわ。常に常識を疑ってかかるのが一流の科学者なのだわ」

「そんなこと訊きいてないわよ。それより、お客様面してしれっとごはん食べてるんじゃないわよコノヤロー」

「それを津留美ちゃんが言っても説得力がないわねえ」

「ご近所の住人を招いてホームパーティなんて、ステイツでは当たり前なのだわ」

「ここは日本よ！」

「津留美様もローズ様も、ケンカをしながらではせっかくの美お味いしいお酒がもったいのうございます」

　陽気に言い合う成人女性三人組を見て、飛露騎は「こいつら完全に酔よっ払ってやがるな」と確信した。

　ふと見やれば、碧が持ち込んだ一いつ升しよう瓶びんは、すでに中身の半分が失われていた。

　しかも、狭せまいコタツに七人も座ることになってしまっているため、かなりスペースが少なく、両隣のロフィーナと紅べに緒おとはほとんど密着するくらいの距離感で座るほかなかった。

　──さすがに、少し動くだけで腕や肩が触れ合うのは、ちょっとなあ……。

　腕にせよ肩にせよ、少し触れるだけで柔やわらかくて温かい。

　横を見れば、すぐ側そばにロフィーナや紅緒の顔がある。その距離感にまた体中が熱くなり、もはやコタツなど要らないように思われた。

「ええと、鍋を……」

　かいがいしくミルフィーユ鍋を取り分けたりすることで、飛露騎は状況がもたらす強烈な照れを誤ご魔ま化かそうと努めた。

　取り分けられたミルフィーユ鍋なべを受け取って、各々がふーふー、はふはふ、と熱さも込みの鍋の醍だい醐ご味みを満まん喫きつし始めた。

「あちち」

　碧みどりが白菜を嚙かむなり犬のように舌を出した。

「だから気をつけてって言ったのに。水、持って来ようか？」

「あー。大丈夫。お酒で冷やすから」

「お姉ちゃん、もう冷やすとか関係なく飲みたいだけじゃない」

「バレたか」

　碧は悪びれもせず日本酒をあおって、グラスを空けた。すかさず、ヴヴが、

「いい飲みっぷりでございます」

　と空いたグラスに酒を注そそぐ。

「少しペース速すぎじゃない？　ああ、でも、この鍋、なんだかすごく落ち着く味だわ」

　津つ留る美みがしみじみと言った。

「本当に、くたっと煮えた白菜に味が染しみこんでて、バラ肉の脂あぶらが甘くて。しかも、煮て脂もほどよく落ちてるから、なんとなくカロリー的にも罪悪感が少ないのがいいよね！」

　そんなことを言う紅べに緒おを、

「でも、その脂を白菜が吸ってるから美お味いしいのではなくて？」

　ロフィーナの言葉が絶望させた。

「ほんのり香る生姜しようがが絶妙なのだわ。味をキリッと引き締めているのだわ」

「生姜は身体からだを温める効果があるっていうから、この時期にはいいかなって」

「嬉うれしい気き遣づかいなのだわ」

　ローズが飛ひ露ろ騎きに向かってビシッと親指を立ててみせた。

「あんた、その歳としで冷え性ってこともないでしょ……？」

　津留美がローズにまたもや白い目を向ける。

「ピチピチも若くても、寒いものは寒いのだわ」

「若いじゃなくて幼いって言うのよ、あんたの場合は」

「それにしても、紅緒に手伝わせて、よくもまあこれだけ美味しく作れたわね」

「お姉ちゃん、さすがにそれはひどいよ」

　紅緒が唇くちびるを尖とがらせるが、誰一人として擁よう護ごに回らない辺り、紅緒の料理の評判が如によ実じつに表れていた。

「まあ、単純な料理だし、味付けには手出しさせなかったから」

「わたくしも、白菜とお肉を重ねるのを手伝いましたのよ！」

「もしかしたら、美味しさの秘密はそれかもしれないわね」

　津つ留る美みがそう言ってロフィーナに笑いかけた。

「……なんか、お手伝いした孫を可愛かわいがるお祖ば母あちゃんみたいな発言ねえ」

　くすくすと碧みどりが笑う。

「な、ちょ、誰がお祖母ちゃんよ！　それに、実際ロフィーナ姫は可愛いんだからいいでしょ！」

「姫様が可愛いのは事実としても、必死すぎる気がいたします」

「いくら可愛いからって、手を出しちゃダメよー？」

　揶や揄ゆするように、碧が白い目を津留美に向ける。

「出さないわよ！」

「そういえば、侍女がいるとはいえ、同じ部屋で寝ているんだわ！　これは、危険かもしれないのだわ！」

「それを知ってるあんたの盗聴や監視の方がよっぽど問題でしょ！」

「それもこれも世界平和のためなのだわ」

「今日はそれで騒動を起こしたんだから、少しは反省したらどうなのよ！」

「うっ……でも、それは結果論なのだわ！」

　津留美とローズの言い争いに、ロフィーナはミルフィーユ鍋なべを食べる手を止めてフォークを置いた。

「津留美、ケンカはダメですわよ。せっかくのごはんですもの、みんな楽しくなくてはいけませんわ」

「うっ」

　ロフィーナに言われて、津留美は言葉に詰まった。

「ローズも、いい加減になさいな」

「……悪かったのだわ。少し悪ノリが過ぎたのだわ」

「まあ、飲みなって。同盟国同士で争っても仕方ないでしょ」

　そう言いながら、碧は津留美とヴヴのグラスに日本酒を注そそぎ、ローズのグラスにはコーラを注いだ。

「で、酔よいを覚ましたら一回ちゃんと話し合ったら？　あんたら目的は一緒なんだから、縄張り争いみたいなことやってるより、連携した方が得策ってもんでしょうよ」

「酔ってるのに碧さんがまともなことを言ってる……」

「お姉ちゃん、本音は？」

「売れる恩は売っておく」

　堂々と胸を張って、碧は言い切った。

「本当にこの人は……」

「策士というよりは、小こ賢ざかしいのだわ」

「気をつけなさいね、この人、弱味を見せるとどこまでも容よう赦しやなく踏み込んできて利益を貪むさぼろうとするわよ」

「それはとっても怖いのだわ」

　津つ留る美みとローズが、碧みどりに揃そろって白い目を向ける。碧に対する反応は、見事に息が合っているようだった。

「あっはっは、そんなに褒ほめないでよ、もー！」

　碧は二人の視線を意にも介さずケラケラ笑っているが──

　案外、この二人は仲良くなれるんじゃなかろうか、と飛ひ露ろ騎きは苦笑した。





　　　　＊






　それから二時間。

　碧は空になった一いつ升しよう瓶びんを抱えて眠り込み、ローズは生姜しようが入りの鍋なべで身体からだが温まったのか「暑いのだわ！」と言って服を脱ごうとするのを紅べに緒おにすんでのところで止められ、津留美は「飲み過ぎた……」と口元を押さえてトイレとコタツを往復している有り様だった。

　──さて、この惨さん状じようをどうするべきか……。

　頭を抱えた飛露騎の肩を、慰なぐさめるようにロフィーナがポンポンと叩たたくのだった。





手作り弁当







　平日の朝。

　飛露騎が手際よく玉子焼きを巻いていく様を、ロフィーナと紅緒とヴヴが食い入るように見つめていた。

「くるくる、なんだか不思議ですわね」

「お見事な手際でございます」

「なかなかこう上う手まくいかないんだよ。どうしても焦こげちゃうの」

「火が強すぎるんじゃないの？」

　言いながらも手は休めず、飛露騎はフライパンの上で玉子焼きをきちんと成形し、火を止めて皿に移して、一口大の大きさにカットした。

「さて、玉子焼き完成。姫のキャベツ塩昆布もできてるし、あとはアスパラベーコンだね。紅緒、どう？」

「もう巻き終わって、あとは焼くだけよ」

　紅緒は、ベーコンを巻いて楊よう枝じで留とめたアスパラガスが積まれた皿を示した。

「大丈夫？　ちゃんと焼ける？」

「もちろんだよ」

「心構えは？」

「ええと、レシピに忠実に、余計なアレンジはしない、だよね？」

「ＯＫ、じゃあ、頼むね。姫、僕たちは弁当箱にごはんを詰めよう」

「お弁当箱はすでにこちらに並べてございます」

　ヴヴがテーブルの上に並んだ四つの弁当箱を恭うやうやしく開けた。ここにいる四人と、まだ寝ている津つ留る美みの分で、合わせて五つ。

　それを、炊飯器の前に陣取った飛ひ露ろ騎きにロフィーナが順番に手渡していく。白いごはんが詰められては戻ってくる弁当箱を見て、ロフィーナは心が弾むのを感じていた。

　みんなでお弁当を作ろう。

　そう提案したのは、もちろんロフィーナだった。

　クラスメイトは「お弁当を作ってあげるのがいい」と言っていたが、一緒に作る方がもっといいのではないか、とミルフィーユ鍋なべを作ったときに思ったのだ。

　そして、それは間違っていなかった、と確信していた。

　お昼に食べるごはんを、みんなで協力して作る。自分のために、一緒に学ぶ飛露騎や紅べに緒おのために、精一杯美お味いしくなるように、と一生懸命作る。

　それが、なんだか無性に楽しかった。

　きっと、机を付き合わせてこのお弁当を食べる瞬間も、同様に楽しいことだろう。その瞬間を想像すると、心が躍るようだった。

「あ、ヒロくん、私のはごはん少なめにしてもらっていい？」

「いいけど、フライパンに集中して……って、もう焦こげてない!?」

「えっ!?　あっ、大変！」

　慌あわてて飛露騎が駆け寄って、火を止めた。

　皿に救出されたアスパラベーコンは、ベーコンの端の方が少し焦げてしまっていた。

「まあ、被害は最小限ですんだと思うべきか……」

　ロフィーナはアスパラベーコンを一つ、ひょいと口に放ほうり込んでみた。

　焦げ臭さが少し気になるが、食べられないことはない。食べられないことはないが、美味しいかと訊きかれると、焦げ臭さが気になって「うん」とはどうにも言いがたい気がした。

　ヴヴも同様に、ひとつつまんで、眉まゆの間に深い皺しわを作っている。

　飛露騎も一つ食べてみて、

「うーん、焼くまでは問題なかったのに、どうしてこう、そこはかとなく不ま味ずくなるんだろうなあ……」

　と渋い顔で首を傾かしげた。

「ごめんなさい……」

　しょんぼりと、紅べに緒おが肩を落とした。

「でも、だいぶマシになっていますわよ」

「それは同感でございます」

「まあね、こないだの朝食に比べたら、遥はるかにマシにはなってるけど」

「ホントに!?」

　パッと紅緒が顔を上げる。

「なんでマシって言われて嬉うれしそうな顔をしてるの」

「だって、上達はしてるってことだよね？」

「そりゃそうだけど……紅緒は少しポジティブすぎるんじゃないかなあ」

「でも、それは紅緒のいいところですわね」

「まあねえ、凹へこみ続けるよりはずっといいと思うけど」

「私、頑がん張ばるよ！　幼なじみとして！　次は何を作ろうかな!?」

「待て待て！　お願いだから張り切って勝手なことをしないで！」

　慌あわてる飛ひ露ろ騎きを見て、ロフィーナはくすくすと笑った。

　──きっと、この世界でなら、私も普通っぽく生きていけるに違いない。

　そう考えると、どんどん楽しくなってきて、こみ上げる笑みが無表情を続けさせてはくれなかった。





あとがき







　私がデビューする前の話である。

　大学からの友人と映画を観たあと、飯でも食おうかという段になって、すでにラノベ作家としてデビューしていた別の友人も呼ぼう、という話になった。友人が電話をかけたのだが、その際に冗談で「奢おごってくださいよ、先生」と言ったところ、虫の居所が良かったのか悪かったのか、「よかろう。あとでやっぱ割り勘かんなどと言えないところに連れて行ってくれるわ」と合流してくれた。

　そうして連れて行かれたやや高級な居酒屋はもうないのだが、系列の店が二店ほど都内にあり、今でもときどき寄らせてもらっている。

　店に入って、奢ってもらうからには遠えん慮りよがちなお値段の酒を頼もうとメニューを見ていたところ、その先生に「これを試してみるといい」と示された酒が『花か薫くん光こう』であった。

　私の記憶が確かならば、六〇〇〇円の値が付いていた。

　瓶びんではない。グラス一杯の値段である。

　奢られる側としても、ビビった。そりゃビビる。先生の目に冗談の色はない。

　そして運ばれてきたグラスの冷酒に口を付けて、日本酒の概念が変わった。

　まるでフルーツのような香りが口から鼻に抜けていったのだ。人によってはパインのような香りだと感じるそうだが、私には梨の香りのように感じられた。

　それはいわゆる吟ぎん醸じよう香かというヤツで、吟醸酒特有の香りなのだという。米が低温でじっくり時間をかけて発酵する過程で出る香りなのだそうだ。今では香りが出やすい酵こう母ぼなども開発されているそうで、フルーティな日本酒もかなり増えているが、それでもこの『花薫光』ほどハイクオリティでバランスの取れた香りを持つ日本酒はそうそうないと思っている。

　以前から「安酒を毎日飲むよりは、それを一週間分や一ヶ月分貯めて良い酒を飲んだ方が良い」と考える質ではあったが、今にして思えば、私の酒道楽趣味はこの日に始まったと言っても過言ではないだろう。




　というわけで、始まりました「姫さま、世界滅ぶからごはん食べ行きますよ！」は、そんな私が趣味全開で突っ走る気満々のシリーズでございます。今後ともメシテロにお付き合い頂けましたら幸いです。

　最後に、素敵なイラストを描いてくださったおしおしお先生、関係者の皆様と、お買い上げ頂きました読者の皆様に御礼を申し上げます。ありがとうございました。
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